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-ー令、.圃. 、王 意

( 1 )本書の内容は、改良のため変更することがあります。

(2)本書は、誤り、記載もれ等のないよう確認、チェックを行った上で作成しましたが、もし右

気付きの点がありましたら、最寄りのシャープのサービス窓口(技術サービス部・サーヒス

ステーション・サービスブランチ)までご連絡願います。

(3)本書の内容の一部または全部を当社に無断で転載することは禁じられています。

MZ-2000は、シャーフの多年にわTこるエレクトロニクス技術の経験の粋によ円完成し仁コンビュ

ータです。製品は出荷前に充分な検査を受けており規定通町の操作によって直ちに動作しますが、

開梱時にはまず輸送中に損傷を受けていない力、の点検を行なってく亡きい。万一、不都合な点、が

見つ力、っ Tこ場合は直ちに購入されfこ販売庖に連絡してく亡さいρ

なお、運用し仁結果生じる影響については責任を負いカ、ねますのであら力、じめご了承〈亡きい。

ま T二、使用時には、特に次の各注意、 を守って、本機を末永くご愛用い fこ t~. きますようお願い申し

上げます。

.本機はLSIなど精密な電子部品をたくさん使用しています。極端な高温下や低温下や激しい温

度変化のあるところ、直射日光の当たるところ、あるいは振重力やほこりの多い場所はさげてニー

使用願います。

.電源コードを傷っけないようコードを通す場所に注意してくださし、。また電源コードを抜き差

しするときは、本体の電源を切り、電源フラグを持って行うようにしてください。

.電源スイッチを瞬時間でON/OFFすると、コンビュータの初期動作が行えないことがありま

す。スイッチング操作は時間をおいて丁寧に、確実に行って('ださい。

その他の重要な使用上の注意については、本書巻末A.4にまとめて示されています。



はじめに

この)支はシャープノマーソナルコンビュータMZ-2000をおfL.卜げ、いただき誠に

ありが、とうございました。

ご使川になる前に、マニュアルに記載された操作方法、 j下.j2:事￥貞をよく珂1解

され、 IF.しい操作によ ってイ斗幾をご使川されますようお願いいたします。

ノマーソナルコンビュータMZ-2000の千yh長マニュアルは次の 2ITII'があります。

• Owner's Manual.........本書二

• BASIC/MONITOR Manual 

本13の第 11主および第 21;Iは、パーソナルコンビュータMZ-2000の特徴と-

般的なJ菜作ヴji去を解説していますので、はじめにお読みください。続く第 3手:

は、MZ-2000のノ¥ードウェア拡阪の方法についてまとめています。第4章では、

MZ-20001付加のハードウェア構成をIrO1f各図と共に解説しており、ユーザの)j々

が臼 rllなハードウェア拡張、ソフトウェア拡阪を行なう場合の参考データとし

ています。

ノマーソナルコンビュータlVIZ-2000のシステムソフトウェアは、全てファイル

(カセットテーフ。ファイルまたはフロッピーディスケットファイル)によ って

ね11令されます。このコンビュータには、際準フ。ログラミング言語BASICを使川

するための、 BASICインターフリタMZ-IZOOlおよびMONITORMZ-IZOOIM 

が入っている 1本のカセットテープが付属しており、そのおよ保された 1';"1 }支な

BASICインターフ。リタによ ってMZ-2000の守寺桂文をi.tiかした、 多本長で自巾なフ。

ログラミングを行うことができます。その他PASCAL古語や、システム拡張に

よってDISK BASIC、FDOS等のサポートシステムソフトウェアについても

臼由なソフトウェア犬、1")1包カずでき、より嬰かなフ。ログラミンク、、の刊7界を十広lずるこ

とができます。

BASIC言語の火法と、コマンド、ステートメント、ファンクションの各機能

およびBASICインターフ。リタ MZ-IZOOlをカセットテーフ。ファイルからロー

ドしたとき!日]1時にロードされるMONITORプログラムMZ-1Z001Mの機能にっ

し、ては、 BASIC/MONITORMannalを参照してください。

このマニュアルおよび他の 1冊のマニュアルは「保証書JIサービス窓口 一覧

表」と共に必ず保存するようにしてくださ l¥ 0 
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パーソナルコンピュータ
MZ・2000の世界

コンヒ。ュータに何を実行させるか?とのように利用するのか?それは実際殆んと

無限の可能性を秘めているにちがし、ありませんO 事実、現代社会の中のあらゆる

場所でそれぞれの用途のためにコンビュータが使われています。

8ASIC、PASCAL、FORTRAN、C080しといった高級言語による複雑な科学技

術計算、あらゆる事務処理、シミュレーション、統計処理が行なわれているし、

各種のプラントネットワークでは、計測システム、自動制御システムをイ動かせ

ています。またフログラム開発の現場では、オベレーテイングシステム等によ っ

て、コンビュータのソフ卜ウェアの世界そのものの開拓と研究が、コンビュータ

自身を使って続けられています。そしてこの世界に、 LSI技術の高度な発展によ

って誕生したマイクロフロセッサを用いたハーソナルコンビュータシステムが、

急速にその役割を拡大して来ているのです。

あな fこはコンビュータに何を実行させるか?という質問に対する答えは非常に様

々なものになるはずです D しfこがってあなTこが手にし仁このコンビュータは、ま

さにそうした広範な利用を可能にするコンビュータなのです。

ニの章では、パーソナルコンビュータMZ-2000の世界を、その特徴、ハードウェ

アの拡張、ソフトウェアの展望のi慣にまと めて解説 します。

Chapter 

1 



8 

1.1 MZ-2000の特徴

MZ 2000の特徴をひとことで古 うとコンパクトなボデ ィ ーの中にすぐれた操作tt を実現していることと、~荒々なソフ

トウェアへの自111な対応とハー ドウェアの自由な拡張を徹底して追求していることだと 行えます。

CPU (central processing unit)とメインメモリ装置は、コンビュータの中杷に相当しますが、 MZ2000では、肢もす

ぐれたマイクロプロセッサの 1つである Z80Aす )(シャープLH0080A) を使用し、メインメモリは64Kバイト即ちCPUの

アドレスパスが直接ランダムアクセス可能な全アドレスを全てRAMで構成しています。 従ってメインメモリ空間_I-jこは、

bljl定されたフ。ログラムやデータというものがなく、どのようなシステムソフトウェアも外部ファイルからローデイングさ

れ、それぞれのプログラムが白由に無駄なくメインメモリを使うことができます。

この中枢音15のまわりに、キーボー ド、カセ ットテープデッキ等の 1/0デバイス、タイマ、イニシャル・ プログラム・ロ

ーダなどがすぐれた操作性をも ってまとめ卜げられています。イニシャル・プログラム・ローダは、コンビュータの屯ciIJ;(を

入れた時に自動的にスタートし、カセ ットテーフフ ァイルやデ ィスケ ットファイルからフ。ログラムを読み，111.し実行します。

コンソール(:t長作車)上には、タイプライタ型メインキーボードをはじめとして、数値人)Jキー、デファイナブルフア

ンクシ ョンキ一、カーソルコントロールキーおよび而i1uiノマネルにカセ ットテープデッキコ ントロールキーが円以託されキ一

入力モードによ って、ワンタ ッチで件椅のコントロールテ、ータやデータ入)Jができます。

ディスプレイ装置は、キャラクタ表示およびグラフィ ックぷ示で、多彩なテぜータぷ引がI1J能です。以ー卜今の幾つかのパラグ

ラフに於て、これらの特徴をそれぞれ解説します。

図 1-1 パーソナルコンビュータMZ-2000

t) Z80-CPUのク ロック川波紋の_IJ出を1tiの4MHz(こしたタ イプであ り、 11，'，'j.i
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1.1.1 メモリ構成の特徴

メインメモリ前問64Kノ〈イトを全てRAM(random access memory)で梢!J比するというやり方は、もともとコンビュー

タのメモリ+梓成として五えも白摂?なものといえます。より大型のコンビュー夕、たとえばミニコンビユ一夕でで、はゲhどカがfそう

した~'Iげ仙川附、'IY尚尚消IY品市此V町町耳í:成をと つ ています。 即ち、 コンビュータに実行させるプログラムは、プログラムテキストも、プログラミング古訂?

もすべてユーザの白山な選択に刊されるのです。

実際プログラミング7お!?には、 BAS IC 討JR 、 PASCAL ~i.♂十与の作柄のお級三liltがあり、目的によ ってアルゴリズムの

I記述にfi出血な7TJlfを{史い分ける必要があるし、粍財f恥ill-によるプログラムを行なう場介は、開発システムプログラムとして

のAssembler、Linker 、テデデ、0、イスク装:問;丙町を}川川lけjれL 、たオぺレ一テインクグv システムをコンピユ一夕てでで、い、倒カか、せる斐〉求J~ミカかが、ず‘ l山|

こうしたソフトウエアの千件干綜絞-の{や』とかL、ん-をあらカか、じめi恕惣〉之ιしたた.1トてでで、、このMZ20∞00でで、も、!j，'(のコンビュータが行っている
のと!日j係・のフリーなメインメモリ桃/kをと っているのです。

それでは、実行させるべきプログラムを選択し、メインメモリー1..へ日ちって来るにはどうすればよいのかというと、あな

たは実行すべきプログラムの人っているカセ ットテープをカセットテープデッキにセットしておく、あるいはフロッピーデ

ィスク装;nを周辺機%号に持っているなら、システムソフトウェアのマスターディスケ ットをセ ッ卜してお くと、 MZ-2000

のIPLプログラムが1出版ONと同時にスター卜 して、白動的にプログラムの初1tJJロードと起引を行ってくれますc この白

山j操作は、カセ ットテープを)-jjし、た場イ・ト.'r-g)2 -3分で、フロ ッピーディスケ ットをJIJ¥，、た場介わずか数秒で、終 fします。

IPLプログラムは、メインメモリとは月IJのアドレスツ~I[\L 卜ーの ROMにあり、屯i));[ON II ~j:にだけCPUをコントロールします。

メインメモリ

64Kノ〈イト

RAM 

通常の使用時 初期ロード時

IPLブ'ログラム

ROM 

図 1-2 メインメモリとIPLプログラム
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1.1.2 MZ-2000のすぐれた操作性と処理能力

ノfーソナルコンビュータMZ2000の第1の特徴として、MZ2000が 1つのプログラ ミング;;'MHこ1，'i1定されない汎!日コ

ンビュータであることを述べましたが、第2に、どのシステムソフトウェアを使う場介も、すぐれた操作性とノ、ードウェ

アの処瑚能力によって効率のよいフログラミングや処珂.が行えるという午、切実があります。

• 1)(11 -3に、l¥11Z2000のコンソール (操イ乍市)をノJミしています。タイプライタ引メインキーボードを中心にして、そ

のイi1J!IJに数航入力キ一、 ート，1mに10個のデファ イナブルファンクションキ一、メr，右!ー.卜ーのAJIlがついたカーソルコント

ロールキーがそれぞれグループ分けして門c;i"(されています。また、カセ ットテープコントロールキーはliiilMノマネルに

I~c;i" ，: されています。

メインキーボードからはモー ドコ ン トロールキーによるモー ド切り i-干えによ って、アルフ ァベッ トの大文字、小文，[=、

大文?の}え転文ナ:、数字 とその!ルlii~文' 下、カナ文，[=、シンボノレ"じり、 HA似グラ 7 イックパ、ターンの介i汁225の興った

文字を i"(岐キ一人 }Jすることができます。 アルファベット、数: -[:、シンボノレ ， i ~ -'， J'の 故ぴ、 およびカナ文' -[=の政びは、

それぞれASCIIit-..J処、 JISit;:拠の円以IJをJ末っています。

スベーーのん~{肌困トが仙えられ叩) イ凶凶m山:0)川の川1日附川附州5引叩抑州恥イ刊伽例|い附古司|
ます。

数M州州官U航f点以川(はω人μ川j力J片キト一は、 たく伶さんωの在数刻州州文げM釧胤f官引似j(爪fι川(ほを

巴 、J〆小jト、 芸数恥文わ'i，) ，点~ I\( 巴、そ引机jれL口ン川卜リキ一 巨[ENT1 が州州州州h耐仙何11日t'Jえ川山L代一て
テテデ、ザ'7フアイナフブやルフ 7ア，ンクシ ヨン キ一は、火:'/.ì邑り、フ。ロ グラマが 1' 1111 にそのファンクションを~)とめることができます。

インストラクシ ョンをワンタッチでコンビ、ュータに Ij'えたり、'，:;1;11，'，斗と川する午、W米な之数、 ス トリ ングメッセージ匂=を

そこに定義して";;"，:くことができます。作ファンクシ ョンキーのすぐ 1'，には、'IIu.のようにファンクションラベルがセ

ットできるようになっています。

カーソルコン トロールキーは、スク リーンエディシ ョンをij'う|僚に)1J l 、 られます。 4 イI~ilのキー を ~1t¥'(した場所ーに;i" I~ く

ことによ ってカーソル操刊:が扱い坊くなっています。

i_;o."....， ~， ""-:-..，， .--.，，， ι )  

図 1--:3 l¥1Z-2000のコンソール
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- カセ ットテープデッキはソフ トウ ェアでコン トロールされ、IPL扮i作、 フのログラムテキス トのセーブ ロー ド、デー

夕フ アイルのテテデ、守、一夕 i川1円:;き込み//"〆，J

f件干システLム、ソフ トウ エアのフア イルサ一チにはAPSSイ作7長財fl村村十h村村w附N.出'"町町1，'占1'1(Automatic Pヲroεramη1Search System)かが、あリ、 '，'--;:& 
りによって}IJi-引のファイルをす'，'-く 見つけ，11'，す倒jきかあ ります。

カセットテープヲァイルによるデータ人1I1，)Jは、2000ビット/秒と II，j述で、 しカか、も ， ，，万:j山~jハL、イイ五1;車頼J(什州(，け作t'性1:'

iリ出ìíj什-I (凶川(1川11 パネルには 、を き )}~し、 Il l.iii リ、スト ップ、イ ジェク ト をマニュアル操作するための 4 伽|の コ ン トロールキー

がJI日;されています。

• CRTディスプレイ には、キャラクタぷノJ";の他に、 ，1，，'，分解fiEグラフイック:N:.ぶを1j-うことができ、多彩なデータ点ノドを

行うことができます。

キャラク タJむjよは、 1 ij-の村l数を40キャラクタ 〆80キャラクタの 2j凶り の点ノJ ~が!lrfì~で、あ り、.cúll 放の多いぷをディ

スプレイするjJ)j介など80キャラ クタぷぷがf必不'Jで、す。 キャラクタ-.h./Jよは、スクローリングエ リアを何ぷにiためた り、

P'III(II全体の(， / !，I ，L~ぷJ"; を 以ilij; させ る こ ともできます。

オプションのグラフィ ックボードを本体|人jにセッ卜することによ って320x 200ドットまたは640x 200ドットのIIIJぅy向午

能グラフ ィッ クヨ:，(/Jえが 11]"能です。BASICインターブ リタ1¥12-1又001をはじめ、サポートシステムソフトウェアには

グラフィックコント ロ ール 火 (SET火、 LIl\ E火、ドATTERN え T.，j.・ど) が f耐えられてお リ 、 I !~，J 牧 1111 粕:のぷノjミ、 デサユ

インへの!必111、j英'jペ、 (反れたぶといった!必JI1がね坊にできます。

さらに、カ ラーディス7"レイ をJ左京正し、tJj3W IJBASIC イ ンタフハ リ タを fil~J11することによリ640X200ドットの1"1う〉附

能力ラーグラフィ ック 衣示が可能で、す (COLOH火、 CCOLOR文などによ りキャラクターの色、 グラフ ィッ クの色、

キャラ クタ グラフィックのプライオリティおよびl'I烈、カラー111!ji，li-'I('Iへのデータの市ね介わせノ:Vzの折半が-!lfti包で、す)。

また、このjJ)j介、本f本f!lIJのCRTディスプレイ も640x 200ドソ 卜 iJl111(IIと7なります。

. オ一テデデ、イオ|ド川l川叫Iけ1)1'1各干を1)人、l川1，屯しておリ、 "山"行E

PASCAL ~.咋平には、 3 オク夕一フブ'の ，"凸‘J凸t'，ち1干υ'(け(ρ'-Jj_'点t長如xl)ド内l人付、'J の イ作仁"ゾ，ぷtむむ2コ立宇':の栄 ， 1山"川11 を j出'~i山iH突苧する椛機、f能j也Eが)川川|けLぷ されており、 lの'，--栄の 1 " 到Jùií~.手ができます。

また |人-]11:&!I .'j: ， i- 1 によ ~')てデジタ ル 1I ，'i: ， i-1 び〕例 きを いつでも やど うことができます。
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1.2 MZ-2000システムの拡張

MZ-2000は、拡張周辺機器としてフロ ッピーディスクドライブ、プリンタをはじめとして、カラーディスプレイやマー

クカードリーダなどの豊かなペリフェラルファミリーをシステムに持っています。

フロッピーディスクドライブMZ-80BFは、 5.25インチ両面倍布度フロッピーディスケットを媒体としたテーュアルドライ

ブユニットであり、ディスクベースのサポートソフトウェア、 DISKBASIC、倍精度DISK BASIC、フロッピーDOS、

BASICコンパイラ、 JIS漢字コード等を走らせながら、高速で、、大容量:テーータ処理を実行することができます。プリンタ

は、文書ファイル、伝票等の出力、プログラムテキストやCRTテY スプレイ表示のハードコピーのII~力、グラフィックイ

メージのプリント等の幅広いプリント能力を備えており、この基本システムは、各桶のビジネス、プロジェクト分野で要

求されるニーズの土台として充分応えられる能力を持っているということができます。

図1-4は、 MZ-2000システムのペリフェラルファミリーの展望を示したものです。グラフィックディスプレイ用コント

ロールカードと拡張1/0ポートは、 MZ-2000本体内にぷ置場所か別意され、その他のペ リフェラルは、拡張1/0ポート上

にインターフェイスカードをセ ッテイングする形で簡単に接続できます。

拡張1/0ポートには、同時に合計4枚までインターフェイスカードをセ ットすることができます。

80村jラインフ。リンタ

136材7ラインフ。1)ンタ

マークカードリーダ

カラーテ。イスフ。レイ

MZ-2000 

ミニフロッピーディスク| デュアルドライブ

ドライフ。 シンクソレドライフい

RS-232C 

インターフェイス

モデム
←→テレタイプ
etc. 

拡張1/0ポート

MZ-1U01 
言h!l暗号IEEE-488 

インターフェイス
←→プロ ッタ
etc. 

グラフィ ックボード

MZ-lR01(ページ1)

グラフ ィッ クメモリ

MZ-lR02(ページ2)

グラフィ ックメモリ

MZ-1R02(ページ3)

ユニバーサル
ノマラレノレ

インターフェイス

R

P

 

T

T

c

 

p
p
引

図 1-4 MZ・2000ペリフェラルファミリーの展望

図に示されているように、ヂキ桶の周辺主主;肯のf也に、株iií~ インターフェイスである、 RS -232C シリアルイ ンターフェイス、

IEEE-488インターフェイス、 8 ビ ッ トノ 々ラレル・ユニバーサルインターフェイスがサポー卜され、システムの拡Y1(I'~I: を、

より柔軟で幅広いものとしています。



MZ・2000の操作方法

この章は、 MZ-2000の操作方法をまとめています。次の!I慎序で解説が行われてい

ますD

• MZ-2000本体の正面図と背面図

・イニシャルプログラムローデイングの方法

・キーボードの操作

・ディスプレイコントロール

Chapter 

2 



14 

_MZ-2000の正面図

CRTテーイスフ。レイ

テ。ファイナブノレ

ファンクションキー

メインキーボード

11 MZ-2000の背面図

IPLリセッ トスイッチ

リセ・ソ トスイッチ

'，ll:iJ!;(スイッチ

1丘iJ!;(ソケ ット

フレームアース

lW 

図 2-1

l@ ~ 

⑨ 

図 2-2

カセットテーフ。デ、ッキ

テーフ。カウンタ

カセットテーフ。テマッキ

コン トローノレキー

カーソノレコ ン トロールキー

数ii(i.人)Jキー

i¥' :l l: ，tJ，l，l~，・i~

が l(Ji ，tJ~J~，ïi

カラーテ、ィスフ。レイ川

DINl!，'i，}{ 

ウシロフータ

フレームアース
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2.1 イニシャルプログラムローディング

MZ 2000はクリーンコンヒュータ U呼ばれているように、すべてのシステムソフトウェアをフ ァイルによ ってサホIー 卜

し、それらの外山1;ファイルによ って件ソフトウ ェアをF包到jするシステムをf采っています。rMZ2000の判市立」 のfUで向午l泌

されているように、その|限必民となるシステムソフ トウ ェアのローデイングは、仙llJJプログラムである 1P L (initial 

program loader)が'長行 します。この頃では、このIPL の到J{'!:と一般的な操行 :)j~去について f'J!(，H~ を hいます。

MZ-2000を{史川するには、 うlしず';[j:?IJ;(スイッチを ONにしますが、 1 P Lはそれと IIIJlI年に到j刊:をIlI-J(lfiし、 li1i))(I'':jにけがjフ

ァイルのイニシャルプログラムローデイングを'X行することにな ります。 IPLがカセ ッ トテープファイルまたはディス

ケットファイルからシステムソフトウェアのローデイングを五冬 fすると、ロードされたソフ トウ ェアにコントロールカ午多

され、プログラムの起動が'ぷ fすることになります。f;とってフログラマがあらかじめ外山1;ファイルをドJI'之の人)J装1;"1:(ニセ

ッ卜しておけば、 MZ2000の'，G:ilJ日をONにするだけでiH'iip.にシステムソフトウェアの起山)f)汁rえるようにな・っているので

す。

t)， 卜¥カセットテーフファイル111のシステムソフトウェアの起草})と、ディスケットファイル111のシステムソフトウェア

の起草))について、それぞれのHl{'j:)iU~ を wnk します。

2.1.1 カセットテープファイル中のシステムソフトウェアの起動

カセットテープファイル111のシステムソフ トウェア、たとえばMヌ 2000にH属しているBASICインターブリタMZ 1Z001 

(MONITOR MZ 1Z001M を IIÎJ じフ ァ イル '1 1 に介む)を 1~1í))する JiiLを凡てみることにします。

lVIZ 2000の'，G:iIJ;[をONにすると IPLフログラムがスタ ー 卜し、あらかじめカセ ットテーフデッキにテーフがセ ッ卜され

てしサ U工 、 来Jiけて ， ' ，到J(I~jにローデイングをIlトJ(lfiします。

セッ卜されていない場介は、カセ ットデ ソキのみカ'1H'Jき、

Make ready CMT 

とメッセー ジがJむJ，されます。 ここ で、 BAS IC テーフをデ ッ キに11fi 人してみをmめると、 ~~/é(tて"j1í))(I ~j に BASIC テー

プのローデイングが'J行jーされます。

ローデ イングをスター 卜すると、 !1{fJJにシステムソフ トウェアのサーチを行い、け〈のメ ッセージをN.ノJ~します。

IPL is Jooking for a program 

BASICをサーチしたら、 BASIC (およびMONITOR)をメイ ンメモリ ヘロー ドし、その11午、 ;大のような‘ぷぶが行わjし

ます。

IPL is loading BASIC 1¥11Z 1Z001 

図 2-3は、BASICテープのイニシ ャルローディングを終 fして、 BASICインターフリタMZ1Z001が起動したよ|た態

をぶしています。
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図 2-3 BASICインタープリタMZ・lZ001が起動したことを示すメッセージ

MONITORフ冶グラムのノ〈ージョンナンノ〈ーは、 MZ-1Z001M、BASICインターフ。リタはMZ-1Z001、BASICテキス

トエリアのサイズは、 43500バイトあること(および、ソフトウェアの権利がシャープ株式会社にあること)、そしてカ

ーソル点滅によって、システムコントロールがBASICコマンドレベルにあることが示されています。 (BASICテープは

2分程度でローデイングを終了 します。)

カセットテープは 1P L[!j]作終-(時に白動的に巻き反されます。

〔注意〕

イニシャルプログラムローディングは、フロ ッピーディスク装置を持続している場介はディスケットフ ァイル'11のシス

テムソフトウェアの起動が優先となり、その場合、カセットテープ中のシステムソフトウェアの起動は_L¥eの操作とは民

る子)I~iが必~:となります。 2 . 1 . 3 i1iiの一骨支の操作手)1引を参照してくださ¥.，'0 

2.1.2 ディスケットファイル中のシステムソフトウェアの起動

ディスケットファイル中のシステムソフトウェアを起動するには、勿論フロッピーディスクドライフーが正しく接続され

ていなけれはなりません。

フロッピーテ、 イスク ドライブグγ屯?)J;~ を ON にした後:システムソフトウェア、 DISK BASICインターブ3リ夕、イ古字削支

DISK BASICインタープリ夕、 FDOS呼のマスターディスケッ トを、ドライブナンバ11存のドラ イブにiFしくセ ットし

ます。その状態でMZ-2000の電源をONにすると 数秒間で作システムソフトウェアが起動されます。
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2.1.3 IPL動作のフローチャー 卜

カセットテーフ。ファイル、ディスケットファイルのL 、ずれのファイル中にあるシステムソフトウェアもf1íj~じの簡単.なJ長

作によって、イニシャルプログラムローデイングおよび起動が行われますが、この工tiでは IPL動作の全体を示すフロー

チャートに恭つ、いて、 lS:9;tとな7"ー 卜操作}ji去や IPLのメッセージ表示、コントロールの分11山等について詳しく角午説を行っ

ています。たとえば、フロッピーディスク ドライブ、を:t-t改定していなカ£ら、カセッ トテーフ。トーのシステムソフトウェアを走言

動する場介や、ディスク ドライブ1書以外のドライブによ ってロードする場介やエラ一発つづh'j:の処引等について解説され

ます。

|ヌ12- 4 は IPL 到J{í :の i概't~をフローチ ャー トに示したものです。 前の 2 項で角行H. した 1， -i もシンプルな臼動的なローデ

イング子)l1!iは、 |ヌ|の大紛れこ治った流れによ っています。ただだ‘し分11岐H岐l山立丸}山t

リますo

α 

IPLリセ y トスイッチONまたは
ソフトウェアによるIPLリセット

Yes 

No 

ドライフ 1帯 はレディかワ

No 

Yes 
β 

"F"キーカサ'11されたか ?

Yes 

ス
卜
、
ン
ン
た
コつへ

f
ァ

ふ
」
エ
グ
ウ
す

ン
卜
将

イ
フ
ル
」

テ
ソ
ル

一
ム
一

口
一
ア
ロ

図 2- 4 IPL動作フローチャート
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フロッピーデ.ィスクドライブを接続していながら(即ち、フロッピーディスク用インターフェイスカードを MZ・2000

の卯ポートに挿入している状態)カセ汁テーからシステムソフトウエアを読み出すには、 回キーを:]"!I'しながら

MZ-2000の電j原をONにします。 (コントロールの流れは αを通過します。)

巴キーを押さずに MZ仰 Oの電源をONにすると、ドライブ印刷こマスターディスケ ソトがセソ卜されている場

合、それぞれが起動しますが、 ドライブ 1 帯が~!I，r;効状態(たとえば危ilJ;(が OFFかドライブの荒があいているかディスケ

ソトがセソ卜されてしか状態)のとき分岐'!，r:sでカセ ソトテープかテーィスケソ同を訊いてきますので、 回をそこ

でキ一入力することによ ってもカセットテープ。からの IPL主力行:を行うことができます。

ドライブナンバ 1以外のドライブによって IPL動作を実行させるには、 ドライブナンバ1需を無効状態として(ディ

スケッ トを入れておかないかフタを聞けておくか、成し、はドライブのi'ttilJi(を OFFにしておく) 1 P Lをスタートし、分

岐点βに流れを移します。

そこでシステムはあらためて，1;-+:，，/トテープかテ ィスケ ソトかを訊いてきますので 巴(フロ ソヒーディスケソ卜)

をキ一入)Jします。来たし、てイニシャルローデイングするドライブ貯サを計い、てきますので、 i法〉liナンパをキ一入力します。

カセッ卜テープの巻き戻しを行ってから IPL動作を行う必要のある時は、カセットテープによる IPL割j作をスター

トし、就いてーEキーを押します。 匝副キーを押すと、分IhJ(}，'，r:βへコントロールカ粉、 H到州こをき叫が'五
行されます。れ反しが終ったら囚をキ一人)Jします。れ反しの途'-1'で回をキ一入力すると、その場所からフ

ァイルサーチが行われます。

早送りをする必要のあるときは、カセ ッ トテープによる I PL創作をブレークすると白動(J~)に よきき民しが行われますの

で、カセソトコントロールの匿司キーによ ってそれを止め、逆に 仁空ゴ キーを押してJ「込りをか、ます。早j込りした後

は、 園 キーによ って止め、 回 をキ一入力すると その場所からファイルサー州 i・hl"Lます。

IPLによるシステムソフトウェアの起動かすd'j-された後の動作は、件システムソフトウェアのプログラムに従うので、

それぞれのシステムソフ トウ ェアのマニュアルを参照してくださし、。

MONITORやFDOS等の開発フ。ログラムによ ってユーザが作成したシステムソフ トウェアを IPLで起動することも勿

論できます。

IPLはカセ ットテープファイルをファイル名によ ってサーチする例きを持っておらず、 M:fJ]に凡つかったシステムソ

フトウェア(即ちファイルモードがOBJであるもの)をローディングします。たとえば BTX(BASICテキストフ ァイ

ル)存がサーチされた場介は、その場てい"Filemode error "が発'1~します。

IPL動作時のメモリマップ等は、第4章の技術資料に、またIPLプログラムの全アセンブリリス トは別冊のBASIC

/MONITOR Manualに示されています。

午ミ靭未なイニシャルプログラムローデイング方法として、1/0ポー ト上のメモリボードか らのシステムソフトウェアの

起動があります。たとえは， BASIC インターブリタペ主のシステムフログラムを専問に1~刊行史川する場介、 IPLを腕時

に行うため、それを ROMカード 1--に置いておき、 IPLによ ってメインメモリ へ (11]速にブロ ック転送するという ))i去で

す。前記の解説およびフローチャート には示していませんが、スラ ッシュ "/'1をキ一人)Jすることにより 、この動作が

システムの状態によ ってスタート します。
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2.2 キーボード

この節は MZ2000のコンソール(操行寸I_)、卜の芥キーの機能と使い方を解説します。コンソール_Lには、図2-5に

ぶすように 4つのキーのグループがあります。

デファイナフル・ファンクションキー カーソル・コントロールキー

巴LJLJ巴巴巴巴巴巴巴 巴田区〕巴 4111KE思盟

回目白回国国回目四回固園田回国日回目白
日園田固岡田園田国圏直園田恒国日日日日
匹到国国国園田園団団園田園田戸1日四日間
l wm~園周囲圃園田回目園田ドHIFT l回国日山

聞~ ~ --
数値入力キー

メイン・キーボード

図 2-5 コンソール上のキー配列と 4つのグループ

ASCIIホ処メイ ンキーボードは、タイプライターのキーボードに似ており、文字の入力削キー と、 キャリッジ リター

ン、ブレークなどのコントロール川のキーと、カナ、グラフィ ックなどのモードコントロール別のキーとからなっていま

す。

数M人}J Jf Jキーには、約と+ ，u、小数点、画2](人)J)キーが引と同じようにまとめられています。
コンソールト~ .ti l ) には、ノd]!ll に -~í';- ~、色の10イ|耐のデフ ァ イナブル・フ ァンクショ ンキーがあります。 フ ァン クシ ョンキーの

働きは、 プログラマがイ了芯;に決めることができます。

rl' !)との;{れ0.の411占|のキーは、カソール移到日Il-川のキーです。

カセ 、ツソ トテ一フプ。テデ、守、、ツソ キの一下卜ド.にある 4イ引1，'川1月1

7なな与E.つています。
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2.2.1 メインキーボードの使い方

メインキーボードは、幾つかの}jl，くを除いて ASCIIW;拠タイプライタキーボードに倣ったキー配タIJをと っています。ネ11

i主}，I，I:は、以ドのよ民で説明されるように、キ一人力に幾つかの入力モードがあること、それにコントロール)IJ判明長キーが備

わっていることです。凶2-6はコンソールトのメインキーボードと、そのコントロールキーを不しています。

ヒコEコEコ巴コピコピコEコピコEコピコ 巴コGJGコ巴コ 4聞きこ融自盟

国日四回国国園田四四回目園田岡 日日日日
田園園田園田周囲田園田園田岡暦 日日日日
匹到回国国園田園田園田回回目戸司 目向日日
l SHI川園国周囲回国国園田園田USH1FT 1日閉日山
因。 l 

図 2-(j メインキーボードとそのコントロールキー

コントロールJlj午ijヲ来キー以外の通常のキーには、件キーに3イ|占|か4il占|のキャラクタか千品かれています。そしてそれらは

コン トロールJ.jJt，fjヲネーキーによる入力モードの設定状態に従ってそれぞれキ一入力さhることになります。

キ一人)Jモードには次の3つがあります。

(1) ノーマルモード ・・・・・・・・・・・・・作キーの 卜ー而に，Uf'iかれた ASCIIiV執』のキャラクタを入力するモー ド。アルファ

ベ ットキーは、大文字//小文'j-=(シフトポジション)が入力されます。

(2) クラフイソクモー ド 庄司キーによ って抗され、作ぷのためのパターンやハート、スペードなど

のキーの前l白i右側に拙かれているグラフイックパターンを入)Jします。

〔ω3幻〕 カナ内モ←一ド 回キ←一にはよ つfて此さ机tれL、jキ一の州州州H而巾ij1(1白川川I!

るモ一ドてでで.柿、す。

1つのキーを伊IJにと って、キ一入)Jモードカ{.JI11る11午、 どのようなキャラクタカ£入力されるか凡ることにしましょう 。た

とえばZというキーは、 lヌ12-7のように全部で6純矧のキャラクタの人力ができます。

ノーマルモード

~ 1/ 
面(1函 1FT下ーと.Jt，ニナIjIした場介)I 

小文字 J

グラフイックモード

田

自 dSHIFT jキーとJU.:..j11'した.tY;{})
jえ'Pl;文'ド

カナモード

-1 困 <Lし三型型堅!竺f竺.~キト一と以JI共山i七U川JゴL
yカフナ小火文.Jナj'γ 

. 

図 2 7 閣 のキーによって入力される6つのキャラクタ
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次に、コントロールJjl判事長キーの機能をfl!i(il見します。

l SHIFT lタイプライターのシフトキーと同校に件キーのシフトポジシ ョンにあるキャラクタをキ一人)Jする補
.l:i)Jキ ーです。 ノーマルモード11 、干には、アルファベットキーについてはその小女= ~r:を、その他のキーは
1--古1)に柿かれているキャラクタを人)Jします。グラフィックモードi昨には、アルファベッ トキーと数

字キーについてはその以伝文字を人)Jします。カナモードの場合は、カナ小文字 H ア"、 H ヨ H など

が H ア円、 H ヨ"等のキーから人)Jされます。

BASICには CHANGE文がJjlぷされており、この文の実行によ ってアルファベットキ-26文字の大

火'{://小文字のシフ トポジションを逆にすることができます。

I CR ) 

岡
剛

EE 

[ BREAK ] 

巧日

キャ1) ソジ・リターンキー。11j-0)7'ータ入力的うキーです。 仁互コキト一を針洲州J引判押11中|ド1吋すれとカト一ソ川ルは以次

山光μ似釧仙山白以州此川u山ιuι川に叶こゴ手多炉判リ)ま廿す。委数制削州X1'{附古引似f点(人刈j力jμj川川附lリ肘j片キトい一→叫 函凪B九 仁空Eコキトい一…一寸寸引と引υ刷1，い川l口，iJリj比じ晴峨機樹蜘-白能附台能椛E段を
ます。(CR:carriage return) 

HOME は、カ ー ソルを CRTディスプレイ のんこ I-.I;IJ~に移 します。

CLRは、 CRTディスプレイのキャラクタ表ぶをク リアして、カーソルホームを千r¥，、ます。(CLR:

clear) 

DEL は、カーソルのた.隣り の 1キャラク タをmし、カーソノレ{江田:以降の 11 j-'})-の文字ダ11をん:，こ 1文
字分布ljめる官UJきがあ リます。

(DEL : de!ete) 

INSTは、カーソル{川町にスペース 1{I，I;Iを仲人し、カーソル1¥":涜以降に続く1行分の文字ダ1Iを1火;す:

イiへj返る働きがあります。

(lN S T : insert) 

ブレークコー ドを人)Jします。BASIC プログラムの'だ1j-'I'、カセットテープデッキのコントロール

'1'咋にこのキーをi'Pすとプログラムやコ ントロールをtj，11-ーすることができます。

シフ トホシ ションをロックするコン トロールキーです。このキーを1'1'すとシフトホジションがロッ ク
f一一一ー一一「

され、もう ーl江このキーを判l'すか lCR Jキ一、 他のモードl:))fはキーカ吋'jIされてキ ャンセルされ
るまでシフ トポジションのキャラクタがキ一人)Jされます。

(SFT LOCK: shift !ock) 

メインキーボー ドをグラワィックモー ドにするモード1:))作えキーです。このキーを1'1'すとグラフイツ

クモー ドにな・ リます。グラフィックモードでは、作キーのliijj('Iイパ!!IJ(こ-h'品、ているグラフィックハター

ンがキーへ}Jされます。このモードで [ sHIFT lキーを1'1'しなが，')1~~:~' j<キーを-1"'1'すと、 1U"(j<の

刷出火山jされます心 もう li -=-c7)キーを ~-ljlすか仁E キ一、他のモード 1:)) 1) {， )~ ;~ =¥-一の人

} ) によ っ て W(I;~; されます。

(GRPH:区，'aphic)
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日司 メインキーボードをカナモードにするモード切り作えキーです。このキーを押すとカナモードに

一一ー なリます 。 カナモードでは、各キーの ~íj面左側に拙いているカナ文'ドが入 )J されます。 このモー

[TAB) 

ドでiSHIFT Jキーを押しながら、 H ツ 11 11ヤ '1 11アけなどのキーを押すと、カナ小文子川ソ 11、
11ャ H 、 H ア H などが入力相ます。もう一度このキーを押すか仁百キ一、他のモード切り符

えキーの入力によってカナモードはキャンセルされます。

なお、 CRTディスプレイのカーソルは、ノーマルモードではチェッカ:午、その他のモードではマル.

が点滅します。

タビュレーションコントロールキー。キ一入力の際のタビュレーション操イ'1:を行うためのキーです。

タビュレーションの』没定は、各モニタプログラムのタビュレーションデータエリアをけとめることによ

ってfハ、ます。
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( 1 ) ノーマルモード

EコEコEコLJピコLJCコEコEコピコ 巴コEコEコ巴コ 市聞きこ融自巴

日日目凹固固固回目白回目白回目白日日日
回目園田園田回日回国国回目座開日日日日
匹珂囚固圃回国~回国国回目白戸司日日回目
ドHIFT l回国国国圃国園田回目白川l川日日日山
宵U l 

図 2-8 

ノーマルモードは、 BASICインタープリタやその他のシステムソフトウェアを起動した11.干のメインキーボードの最初j

の状態であり、 lSHIFT lキーを押したシフトポジションと決にアルファベ ソ卜大文字/小文字、数字、クォーテーシ
ョンマーク、 ドルマーク 11 $ 11 ，アステリスク"*刊写のASCII棋準キャラクタを入力するキーモードです。

たとえばアルファベソ トk)('(:0)" B" (1刈2-8を参}!のをキ一入力するには困キーを押します。普通のタイプ

ライタでは、大火 f:をタイプする場介 | SHIFT lキーを似 iiしますが、 コンビュータプログラミングでは、各椅コマン
ド、 ステー トメ ン卜がアルファベッ ト大文字でぶiiじするので、 小文'ナtのHをシフ トポジションに置いているのです。(仰し

liiL¥Lの BASICインターブ リタの大火下/小文字を逆にする CHANGE 文がそうであるように、ソフトウエアコント ロー

ルによ って逆にさせることもできます。)
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(2 ) グラフィックモード

ヒコEコEコピコ巴コEコヒコピコEコ竺ゴ 巴コEコEコ巴コ 4聞きこ間四

日目白園田囲園田区回目回目回目白日日四
日回国園周囲田園田園田園田岡国 回目日日
匹司園田園田国国国国園田回目戸司日日日日
いHIFT U固回国国国国国園田園田lSHIぺ日向日目
四Ul

図 2-9 グラフィックキャラクタを持つキー

グラフ イソ クモード、日IJち庄司キーを判jした4般のキ一人力モードでは、図2-9でアミを施した29伽!のキーにつ

いては、それぞれが持つグラフィックパターン(擬似グラフ ィッ クパターン)を入力するためのものです。

たとえば、 このモードで、 回 キト一を刊J押印すれと、 グ丹ラフ引イソグクノパfザ夕一づン 11命$命1川l判カが料ず斗キ一人刈j力Jさ机れる札し、 B臥AS町I陀Cイわン夕ト一
フプ列。勺Yリj夕灼のシ以ステ弘ム定初数"イπ"(ド川叩j日帥)

押せは.よよい、 ということになります。

lヌ12-10は、グラフ イッ クパターンを別いて表を CRTディスプレイー1--に表示させた伊IJです。

図 2-10 グラフィックモードの表の作成例
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グラフ イソ クモードで、| SHIFT lキーを使川する場介は、図 2-11に示す36伽|のキ一、即ち英千:の大文ドと数字の
キーについてそれぞれの以転文'下をキ一入力することができます。

亡コ[士コEコヒJLコピコヒJLコEコ竺コ 0~[!]GJ ~< t!!梨 県gg

日四回目固困固回目囲園田四回目白日日田
E園国国園田園田国国固回日開園田日~8
F司国国国国国園田園田回回目R~ g日日日
l SHIFT l回国国国圃国園田Ew~~ SHIFT j日閉日山
哩l l 

図 2-11 反転キャラクタを持つキー

たとえば、 困キーについては、l SHIFT 1キキ午←-一-一，一引一

す。反転文寸:は、 表のタイトル等によく使われます。

図 2-12は、|刈 2-10でイI:ったたの作にJえ中心夫?を1!とって件;-ullをliL人したいIJです。

圏直重量ヨ.恒国 Goods in stock 

[~ 向~

醤重園・ー

ーー・

園 -皇国

園田

国自重劃

ー・・回

~I"l 角pr i 1 1981 

図 2-12 反転文字を使って項目を表示した例
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( 3 ) カナ入力モード

LJLコ巴巴巴巴己巴巴巴 回日日三 時vmk害賠巴

岡田回国国国岡田四回目回目回日日日日回
日周囲園田園田国周囲固回目聞暦日日円日
匹司固園田国周囲固園田国回目戸1日日日日
U SHIFT U回国国国~国国回目固回l 叩 1日回日山
宵0 1 

図 2-13 カナ文字の入力キーと力ナ小文字の入力キー(濃いアミのキー)

カナ人力は、 回キーを押すこ とによって設〉とされ、!ヌ12-13でアミを施した州 M ー (1:!1lちコ ントロールキー以

外の全部のキー) について、それぞれが持っているカナ文字を入力するためのモードです。それぞれのカナ文字は、キ一

の叫泊i桐j胴而右左剖訓う埠矧G仰[IH~リ山に川に川山こゴ山(IL"庁で/J兵削ミ

このモ一 ドでで吊キ一を押すと、アミを施したキーについては、それぞれが持っているカナ文字が人)Jされます。たとえば

巴キーは、カナ文字 1ツ H を持っているので、このキーを判lすと、川ツ 11iJ"f入力されます。

| SHIFT 1キーをJ-j-jいるとカナ小文'j'ソ l ソ"が人jJされます。μIJち川 ツ H の他 "ア I1 11イ H 、H ウ H 、H エ川、 "オ"、

H ヤ H 、H ユ川、"ヨ"の件カナ文字は、| SHIFT 1キーを押しているとそれぞれカナ小文字が入力されます。

おなじく ")レヘ H ム"、 11 0 "は、 iSHIFT 1キ一を押しているとそれぞれ川 o 11， I f _j" ... 、"吋I "のI¥L己r凸J4，
れます。

lヌ12-14はカナ火'j-=，こよ ってぷの頃nを』記入した作IJで・す。

ヒョウやイコ ヒンモヲ

ヲン" ヌウリョウ ツウ"。ヲ

Zンヒ・ 9 固
、・ン

Jート

サシ.-&i白

インヲ

ヲウトウ

ヨウシ

"噌，-
モ~.J;lJ

~寧ン !;1ìJWi!!W1~_I}] 

図 2-14 力ナ文字を使って項目を表示した例
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2.2.2 数値入力

EコEコEコEコEコ竺コピコLJLJピコ 巴コ巴コEコ巴コ 4聞き二盟関

日目凹回国回目回日日回目白田恒 回日日回
目~岡田~回目回目圃[Ij回目困層 日目回日
匹到~~固園田[l;jJ[QJJ圃回回目白戸斗 日日日聞
いHIペ匡園田~~日回目回目白固いlぺ 回日日山
聞l l 

図 2-15 数値入力キー

メインキーボードの右側にまとめられたキーグループを数1，([人力キーと 11'f-びます。数1il¥入))キーには、 1011古|の数千:に

加えて 0を2叫べた困キ一、それに回目白昼キ一山ミれています。

山 巴巴キーはメインキ十ド |にもあるし、 画キーすな的エントリ ーキーは、メインキーボー ドlーの

仁E キーと全く [IiJじ機能を果たします。tl にも川フらずこれらのキーを数idCAjjキーとしてまとめた(グループ
とした)のは、 たくさんの数似データを入力する場介の使"工を |ヌ| っ ているからですJ} 実際、多くの数M~処即j必flJプログラ

ムていそうした安ょドが頻繁に11-:じるにちがし、ありません。

函〕キーを 11"1.}"'1'すと、囚キーを21"1押 した川川うに00が人))されます。

回キ-(7):¥=-ー トソブの'Ir央には、 小さな加がついています。数iir(入 力キ ーから けを縦して操作する11初案内役に

なります。

数i，，¥人))キ- 1-.のキーは、メインキーボードのキ一入))モー ドや l SHIFT 1キー操1'1'とは|央l係があリません。

t )ただしキ ー スキャニングにおけるス トローブイ.;りは叫り ます。1;[って、機械川フ ログラムで、数fI!1.人 )Jキ-1のキー とメ イン

キーボー ド|州
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2.2.3 デファイナブルファンクションキー

白白白巴巴(己亡〕巴白色 巴JGコEコ仁日

回目白四回目回目回日目回目回日
日固園田園田回国回国固回目哩坦
匹到固回目回目回日園田四回目戸可
ドHIFT l固~~園田園固園田園田l SHI什
向。 l 

図 2-16 

~t ~引きこ盟関

日日日日
日日日日
日日日日
日閉日山

メインキーボードの_]--に佐んでいる F1から F10までの名目ijのついたよI'i-¥， 、色の10倒のキーを、 デファイナブルファンク

ションキーとH予ぴます。

これらのキーは、芥システムソフトウェアの起到)1'年に主義されますが、内II=Jにこれらのキーの機能を再定義して使うこ

とができます。たとえばBASIC MZ-1Z001では、 DEF KEYステートメントによ ってテーファイナブールファンクションキ

ーの主義を行います。BASICコマンド RUNを、フ ァン クシ ョンキー1-fi干に定義するには次のステー トメントを実行しま

す。

DEF KEY(1)=RUN 

1 /文このステー トメン トを尖行ーすると、祈たに主主主し (I'r:さない|以リテ、フ ァイナブルフ ァンクションキー 1需は、 RUN

コマンドと IriJじ機能を持つことになります。山lち、 i直古在:拡モ一 ドでで、フアンクシヨンキ一 1丹詐宇を押すと "RUN"のぷJ示示7刀J可壬吋:宅珍そり現t見tわ

jれ川問1怯悦ま討す。統秘耐ドしい川、ぺて 仁~コ キト…一→寸を引仰f引判抑附'1申肘|ド付1吋すれとフかロググ行か、ラ引ラ引…乙 キーをまと

めて〉左主義することカがtでで、きます。それには次のステートメン卜を実行します。

DEF KEY(1)=RUN 

ここで"-. けと川 JUJ は 仁亘コキーを-t' jIすのと I ， i] 川町三し巨亙キーと ~キーを 1 ， ijli .'i: に ~"rすことは っ
て入力することができます。こうして定義しておけばファンクションキー 1ι苦手を 11"1押すだけで・フ。ログラムが実行されま

す。ファンクシ ョンキーの定義|ノ'J /?~は BASIC では KLIST コマンドによ っ て訓jべることができます。 テファイナブルフ

アンクシ ョンキーには、 RUNコマンドのよう な11'(拡=実行命令を之義しておくと{足利ですが、 その他のff::むの数J':テ、、ータや

ス トリ ングデータを 1'=1山に定義することができます。

ぐf /ラベルカバー

1 
付属のキーラベルをフ ァン クシ ョンキ

ーの後 }jにあるラベルfK~:IJ~坊}i}í にセ 、ソ 卜

.ファンクションキーラベルのセット

しておくとflJiflJです。

j歪lり!のラベルカノ〈ーを後)jへ引き，111，し 自日仁工ゴ己己己口己口三自
件フ ァンクションキーに士、lJ必するラベル

をセ ッ卜してくださL、。
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2.2.4 カーソル・コントロ ールキー

デファイナブル・ファンクションキーのイバl[iJの、矢FjJ，¥e'りのある4イ|古|の抗色のキーはCRTディスプレイトのカーソルを

移動させるコントロールキーです。

ピコヒコ巴コピコEコEコヒつEコEコEコ 巴コ巨コ5コ巴〕 機Fmz二親日

回目岡田回目回目白日日目回目回日目白日
田~国~m~回目回目回国回目閉暦日日岡田
E盟国周囲回国~~~回目岡田戸可日日回日
l SHIFT 1m~m~回国[I;J圃回日日田町ヒァゴ日暦日目
哩U l 

図 2-17 カーソル・コントロールキー

プピ、イi、上、 卜ーの件ブjli，)へそれぞれカーソルを移動させます。件システムプログラムのスクリーンエディションの|際に

)-HI.、ます。

BASICインタープ 1)タでは、 メインキーボードの | SHIFT 1キーを押しながらカーソノレ・コントロールキーを押す

とオー ト・リピートが行われスクリ ーンのI~ftれた}Î}í-へ 1 ， 1- くカーソルを移動させるのに便利です。 (システムソフトウェアに

よっては| SHIFT l キ ーを押さなくともカーソル・コントロールキーを11j1 し続ける1I~1オート・リピー卜するものもあり

ます。)
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2.2.5カセットテーフ。デッキ・コントロールキー

カセットテーフ。デッキのードにある 411同のキーはカセッ トテーフデッキのコントロールキーです。

長品 Ill・ST伊 l
R.... ....FF .... ....REW ~EJ町 l

図2-18 カセットテーフデッキ ・コントロールキー

これらのキーは、カセ ットテープデッキに11¥抜つながったコントロールキーであり、他のキーとはメカニズムが興って

います。tl

|惨川川……惨M悶…R舵削E印w | カセソトテ一フの巻き民しをf行tう (LEDランブがt'日川肌〈吠何机占灯れ「孔しま討す)

l比土J カセU ソト…'1日I昨削山…一一)片則川川を針的削h行j今 う 口 Dラ…ンげ川九フ乃カ
|円.臨町S訂TO仰P | 千f付仙川似E主わ川川';'1川川iけ止|上:する

戸ー カセ ソトのt'I'， し人j内めのイジエク卜を行う

これらのコントロールはコンビュータの列刊:モードとは閃係なく')二行できます。

己疏売λみI.，Lfげ出可中引』1lし/一i1汽i円::き込みH、寺干にk丸対LナI応するLEDランフプ。(侃READ..

テ一フのカウン夕のイ Iバ1賀のボボ‘夕ンはカウン夕リセ 、ツソ ト~ JIリlてでで、"す。

カセットテープへのデータのJ;:き込みや、データの読みnt，しはソフトウェアによるオートマティックコントロールにな
っています。

BASICインタープリタには、プログラムテキス トの芥き込み/読みmしはSAVE、LOADコマンド、データファイル
の:芹き込み/読みtI'，しは PRINT/T、INPUT/Tステート メン トによって自動的に行われます。また、件システムソフ ト

ウェアには必ず古:き込み/読み出しのインス トラクションが備わっています。

t) 11IJち、他のキーは、1">10によ るキースキャニング (4.3.3節を参!!刊のこと)によ ってキ一人)Jカキ食'f;!Iされソフトウ ェアによって処mが1j.われ
ますが、カセットテープデッキ ・コ ントロールキーは、カセッ トデッキのモータ市IJ待p、イジェク卜特杭ヰの:lJIJ伺lをダイレクトに行、、ます。
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2.3 CRTディスプレイ コント ロール

MZ-2000には、 3つのディスフ。レイコントロールシステムがあります。キャラクタディスフ。レイコントロールとグラフ

イッ クディスフ。レイコントロールさらにカラーグラフィックデ‘イスフ。レイコントロールで・す。キャラクタディスフ。レイコ

ントロールでは、アルファベット大丈'j<、小火'下、反fPl~ 文 'j-:、数'iベカナ文:y 、 J挺似グラフィックパターンイ与をキャラク

タジェネレータを叫jし、て CRTディスプレイに衣ーづえさせます。 グラフィックディスプレイコントロールでは、オプション

のグラフィックボードを用いて、320X200ドット/Iuil而または640x200ドット/同|白iで(で，Gのグラフィックぷポがで、きます。

l-.記のグラフィックボードに、グラフィックメモリページ 2、 3を装備後カラーディスプレイを按統し、拡張HJBASIC 

をイ掛けすることにより、カラーグラフイックぷ示ができます。

2.3.1 キャラクタディスプレイコントロ-)レ

キャラクタ表IJ七は、キャラクタコード (ASCIIコード)によってキャラクタフォントをキャラクタジェネレータからH子

ぴt!'，して CRTディスプレイ 1-，へ表示されます。|ヌ12-20には、 MZ-2000がf'fっているすべてのキャラ クタのフォン卜を

ASCIIコードに刈応させてノJ~ しています。 これらのキャラクタは、 lìíj節で述べたように件モードによ って メインキーボー

ドから直接キ一入力することができます。(ただしチェ ッカ時、ベタ.およびマル・を除きます。)

CRTディスプレイのキャラクタ表ノドには、 80キャラクタ表示モードと40キャラクタ表示モードとがあります。件モード

でのキャラクタフォン 卜附成は IrïJ じですが、 80キ ャ ラクタ衣ノJ~モ ー ドでは、 1文'7:の大きさがノ，---イ1・Y2'こ納少されます。ま

た|而l両全体のl'L/~;))('伝機構があり、 1つのキャラク夕、たとえば "A" は、 |χ12-19にぷすような4-H:矧のぷノ1ミが行れ

ます。

j，lill(lIノーマル

| 1 1 ・・ I I I 
|1.1. 11 |・ 11 1・1

40キャラクター衣ぶモード |圃ii i' i |・11 I・1
1・II I・|
し IIU斗」

80キ ークタ K;' I~ -1::- !~- rT寸TI1キャフ タ衣:"1'モード 1 .1 11~ 

L，lIII(II、t'1/県民|

図 2-19 キャラクタ "A11の4種類の表示例
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2 ' 

3 

4 

8

9

A

 

B 

C 

D 

E 

F l 
」一一一上…

「d 

6 

7 

図 2-20 キャラクタフォントによるASCIIコード表

u.......・¥上イ立4ビット

L.........下イ立:4ビット
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ト | oJ 3 4 

Ir-l  己直圃耳目zlE層圏図司E困図
回回~[9J~副団 1 [!]~同回直| 厘l 昼] 園田
回国記圃圃圃困 1 [1]園口固E習圏固図
画圃固圃函圃 1 [詞置コ~[TI~園園
高圃[QJITJ圃[1J1 [詞固図面圃圃回国
圏直E圃圃凪 1[1] 6J図匝劇団函自国
軍画[EJ[YJ[IJ回 1 [t] E!J置圃固圃田園
田固圃両軍函 1 [劃 〔己困~圏直園田
図画両圃困図 1 [I][g回圏翌日固固図
DJ~田岡田園 ~ [匝圃回画ヨ園田図
画同匝TI[%J DJ [i] ;配置困圃凪函園田
園田園E函回 出ー0~亙]圃図図
回困固Eヨ国田 !四四f己記圃園田園
田ー岨己E凪 CD I 睡面目~5J~回園 :
・巴図画EJ漏EJi ~BJ0Bーー回国園
田凶rn圃「雪画司 i9E[E困[司直E3回国

干
作
一
4
ビ
ソ
ト

図 2-21 ASCIIコード表:キャラクタおよびコン トロールコード
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2.3.2 グラフィックディスプレイコントロール

閃 2-22は、 グラフィックテ、イスプレイ コント ロールをBASICインタープリタによって行った例を示しています。左は、

3次元rl11線をSET-文によ って十郎、たもの、右は、 ドイツ文'-7:をPATTERN文によってぷ示させたものです。 BASICに

よるコントロールの詳細は、 BASIC/'MONITORManualを参照して くださ l) 0 

図 2-22

2.3.3 カラーグラフィックディスプレイコントロール

キャラク夕、グラフィ ックデー夕、およびバック グランド(背景)に対して、それぞれ表

2 -1のごとく、五十8色の中から自由に色の指定ができます。

- キャラクタのカラー表示

カラーディスプレイ画面全体のキャラクタに対して色を1"汗定できます。ただし、キャラク

タ単1:¥'(で・の色指定はねえません。

プライオ リテ ィ (キャラクタとグラフ ィッ クデータをカラーディスプレイ画而上の|司じ場

所に表示する|際、どちらの色を仮』先して表示するかをひとめます。)の指定ができます。

tll，jJポート:$F5 

. グラフィックのカラー表示

1ドット単f{(で色のJ行之ができます。また、カラーディスプレイ上のグラフィ ックデータ

を(1黒ディスプレイ画而へ主ね合わせて表示するか百かの指定ができます。

n'，カポート:$F7， $F6 

. パ ックグランドのカラー表示

本

111，力データ 指定色

o (8) 王子司.

1 (9) 工RSL 

2 (10) ，j七

3 (11) 卓ー上Lニ. 

4 (12) 緑

5 (13) ;J'C色

6 (14) 貰

7 (15) H 

牢ホート$F5， $ F4への，'1'，)J 

テータ

表 2-1

カラーディスプレイ画面のノ〈ックグランドの色を折定ていき ます。他則仔IJとして、カラーディスプレイ画面ー上にキャラク

タを表示させずにグラフィ ックfータのみの表示とする場合、キャラクタとパックグランドの色を同色にし、プライオリ

ティをグラフィックに指定します。

出力ポート:$F4 

詳細については、 P. 52 ~ P.53 の tl l，力ポー ト $F7 ~ $F4の項を参照ください。



オフションデバイスの
セッティング

この章では、 MZ-2000の拡張オフションテ‘バイスのセッテイングの概要を解説し

ています。

オプションテ‘バイスのうち次のものは、 MZ-2000のメインキャビネット内にセッ

テイングされ、本章の最初に取町付け方法が示されます。

MZ-1R01 

MZ-1 R02 

MZ-1U01 

グラフイックボード:コントローラ(ページ|・・・ 16Kバイト

RAM含む)

グラフィックメモリ:16Kバイト RAM(ページ 2まTこはペー

ジ3) 

拡張工/0ポートユニット

その他のオプションテパイスはすべてMZ-1UO 1拡張工/0ポートに各1/0カード

をセットし入出力機器とのインターフェイスをとります。本章の後半はその概要

を示しています。取り扱いの詳細については各周辺機器のオベレーションマニュ

アノレによってくださし、。

Chapter 

3 
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3.1 グラフィックボードと拡張1/0ポートのセッティング

グラフィックボードMZ-IROl、グラフィ ックメモリ MZ-IR02およびJ広リ長I/Oポート MZ-IUOlは、 MZ-2000本付ζ|人jの

定められたJf:x.リ付け場所に、正しくセ ッテイングしなければなりません。

図 3-1は、このオプシ ョンデバイスと、 MZ-2000本体内で、それをセ ットすべき場所を示しています。

。
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円

U
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I¥1Z-1R01 I¥1Z-1U01 

MZ--IUOl 

(CPUボー ド)

↓ 
S一一一|叫ビス

図 3-1 MZ-1R01、MZ-1UOlとそのセッテイング場所

これらのオプションデノ〈イスをセ ットするために、はじめにMZ-2000の上部 (CRTデ ィスプレイ+カセ ットテープデ

ッキ部)を持ち上げなくてはな りません。その子順を次に示します。

(1) MZ-2000の電源スイッチをOFFにし、屯源プラ グを外します。

(2) MZ-2000キーボード部ド側の同定ビス 2本を図 3-1に示すように外します。
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(3) [?i防同il 二之iヒ:ビスを外したら、本休 l卜1 -.;'二~_ti

らi引j川|ききil/刊l川叩!ドIlし、 |、't'd.iのキャビネットに付けられているホールに入れて支えますの

xt'i:アーム

図 3-2 支持アームで支える

〔注 意〕 本体 1'，;'il.iを持ち 1"げた状態て、1ωIJ;[を入れてはなりませんo '，G:iIJ;[を入れたまま以続操作をiiうと 1111](I'r ~" ，: I .í 111111を

I点した 1)!岱'心するf立!:ift!"I:があ ります。

また、ピスヤ;-:の令府知を本体 |付に悼としたままにするとはI ~-I\~:の h日 !大! となるので光分なi ì :_ )~';か必必です。
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3.1.1 グラフィックボードのセッティング

3.1.1.a グラフ ィックメモリのセ ッテイング

グラフィックボードMZ-IROlには、グラフィックメモリ /ページ 1が標準装備されています。このボードにページ 2、

3 (し、ずれも機楠名はMZ-IR02)を拡張する場ー合は、グラフィ ックボー ド|人]の所定の仇情に正しくセッテ イングをしなく

てはなりません。

図 3-3にグラフィックボー ド内のグラフィックメモ リ/ページ2、3のセッテイン グ場所を示します。

グラフイソクボード一一-

lVIZ-lROl 中

ぺー ジ2(RED)
MZ-IR02 
16K bit D-RAMX8!悶
(Option) 

(日山口日日日D_J0 
コネクタ ー

(TO C ドU BOARDl 
、l"'IWf(tl!llj

ページ1(BLUE) 
16K bit D-RAM>ど811荷
(MZ-IROlに僚準装備)

ペ ー ジ3(GREEN) 
MZ-IR02 
16K bit 0 RAM ;< 8 j[~[ 
(Option) 

日グク
ロ，‘0 ロ寸 牢VR2

牢 VRl

ICグ〉切りかきを

この間のJ.H反の 6Pinコネクタ
ji'Jきで‘ドI!lりにし (TOCOLOR CRTl 
て、 ICソケ !ソト
に汗し i今むこと。

日日日DD日日
h
u
u
 

〔
川
川
]

円い
U

門

l
u

門
川
〕

門

U

日日

日日
ク'ラフイ ゾク

コン トロールIIJIC

。
図 3-3

グラフィックメモリ (D-RAM) ICの装若ツj向は、すでに装ず1されているページ 1のメ モリ ICとlii])j向となるようにIC

ソケットに挿入してくださし、。(逆)j向に装ずiこしますと、 ICが1政i哀しますので‘光分注:怠して行ってくださ L、。)

ページ 2、ページ 3ともメモ リICを8fl出|とも装才1"します。

グラフィックメモリを拡張しない場合(ページ 1のみで佐川J)は、この子)l1X!は不安です。

* VRl:カラ ーデ ィスプレイ{百i1(rjの水平)j向のポジション立主川の，V，';J特ボ リューム
* VR2:カラ ーディスプレイ画国iの垂直)j[i'Jのポジシ ョン l改定川の，V.'iJ~，fX;ボリ ューム
トー"じ 2f l ，'i lのボリュームは、カラ ーディスプレイ MχlDOl 川 に ， V!.村長されていますので、このデ ィ スプレイ以外を他川する n~介に |以

リJ可J司寺再くださ L、。
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3.1.1. b グラフ ィックボードのセ ッテイング

グラフィックボー ドは、 CPUボードの真_Lに公布ーします。(図3-4)まずグラフィ ックボー ドをグラフ ィッ クボードUil

本川 リブに押人し(① )、つぎにグラフ ィックボードのコネクタAをCPUボー ドのコネクタBによれし込みます(② )。故後にカ

ラーディス7"レイJIIDINコネクタからきているケーブルコネクタCをグラフィックボードー!-.0コネクタD(6pIn)に11しj込み

ます(③)。これでグラフ ィック ボードのセソテイングは終 fです。

(カラーCRTテ fスブ!レイ JI J DI N {r:I，i r h ... ) 

+ 

グラフ f ゾクボーF~

CPUポート

コネクタ B

図 3-4

グラフイ ソクボード

|山1>l:I)ブ

ヰ
¥
¥
、

ボフ

CPUボート

なお参考のため、 MZ 2000 本体背油i よリみた 、 カラーディスプレイ (MZ - IDOl ) 則 DIN端子のイ3 57-配ì~を下図に示します。

N.C N.C 

GND 

〔カラーテ会イスプレイ則DIN端子〕
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3.1.2 拡張1/0ポートのセッテイング

MZ-2000の拡阪110ポート MZ-lUOlは、前崎の図 3-1に示されている通り、 MZ-2000本体内の一番後部のスペース

にセッテイングを千ハ、ます。この拡張1/0ポートのセ ッテイング干)11引を図 3-5、図 3-6に示します。

MZ-2000 

コネクタ F.i!I!.;品111! 
IJ日11出|;;

1/0ポー ト(MZ-IUOl)

、............(ビス①)

、'-....(ピス①)

図 3-.5

(1) MZ-2000本体f走行1)にある110ポート}保付加のウシロブタの両サイドにある 2本のビス①を外し、本体よりウシロブ

タをl[ぇリ外します。

(2) この|刑u;，mへ拡伝1/0ポート MZ-IUOlを図の向きに押入します。この|際、110ポー トの1起源刑コネクタFを本体内
;刊の'，8;;));(ユニットへJ安絞で、きるように、図に示すIl日日行1)の奥のを:へ通しておきます。

(3) 1別11部の奥にある CPUボードの端子 計1)と1/0ポー トのマザーボードにあるコネクタ Eを抜高tします。

(4) (1)で市リ外した 2本のビス①で本体と1/0ポー 卜をいl主します。(以上の作業は図 3-5を参照くださし、)

(5) 1/0ボート 1山以川コネクタ F を凶 3 - 6 に示すように本体屯出~ 1次{l!IJ基板上のコネクタGに差し込みます。
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110ポート 本体冠制1次官!リ基板

(シールを剥がす)

110ポー卜屯i原肘コネクタF 電源コネクタカノ〈ーシール

図 3-6
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3.2 拡張1/0ポートへのオプションデλ イスのセッティング

は íj節でセ ッテイング-h~去を説lり!したデノ〈イス以外のオプションデノ〈イスは、全てそのインタフェイスカードを拡張I10

ポートの端子にーまし込みます。

MZ-IUOlは、4枚のインタフェイスカードをセッテイングできるよう 1帯から 4各までのスロットがJ:lJ意されています。

フ。リンタイ ンタフェイスカー ドは1/0ポートのスロ ット2;得に、フロ ッピーディスクドライブインタフェイスカードは

スロット 4帯にセッテイングしてください。(各スロットの端子へは、ま ったく同ーのじ りが供給されていますが、カード

の大きさの関係から、この 2柄類のカードのみスロットの場所を I_-.，leのこ‘とく l限定しています。)

その他のインタフェ イスカードは、スロ ット13干か、スロ ット3得のし、ずれかにセッテイングしてくださし、。

1'g] 3 - 7 に7
0

リ ンタ イ ンタフェ イ スカ ードのセッティング)j~去を江ミします。

(1) 4本のビス②を外し、コ ネクタパネルを1/0ポー トより収リ外します。

(2) 2本のビス③を外し、コネクタブタをコネクタパネルより取り外 します。

(3)プ リンタ インタフェイスカードを部品f!¥IJを.1-.にして1/0ポート のスロット2帯に去し込みます。

1/0ポート!人jには、それぞれインタフェイスHJのレールガイドがありますので、これに沿って挿入します。

( {j'(()ミにI10ポートのマザーボードにあるコネクタへ、このカードをキし込んでください。)

(4) カードをifしくセ ソ卜したら、コ ネクタパネルを 4本のビス②て、元の11'(i;引二日il定します。

コネクタノマネノレ

フ。リンタ)IJ
インタフェイスカード -吋

mw

吋

:1② 
図 :3-7



|刈3-8にインタフ ェイスカードとイ.;りケーブ/レのJ友帝ι)ji去をーィミします。

(1)イi図は、 プ リンタインタフェイスカードをI10ポー トのスロッ

ト 2 帯に装計二した;1犬態 をノJ~ しています。

(2)フηリンタのイi?Uケーブルをインタフェイスカードの11;.'，;.タ ー ミ

ナル[二J去就します。ケーブルのコネクタはノI:_，.{iどちらを)I J ~、て

もかまいませんが、以絞の121、JiII，!'I'tがありますので;'i:_，丘して

ください。(泌)jII'!のJ立統はできないhYi:_i立になっています。)

(3) このコネクタの一J1プ iにあるうににケーフル 卜j-)..J~Jのビスを _ì!Úして、

しっかりとビス JI-_めし コネク タをいいとし ます。

このビス-，1:めは、かならずiiーってくださL、(ビス lトーめ 2mi}i)i-)。

プリンタfl!iJの持続lこついては、件プリンタのJfl(ぬい.Bilり111i:を参

!!刊の 1--、1i-ってくださ し」
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コン ビュー タf表部

図 :3-8

その他のオフシ ョンデバイスについても 、スロ ット1、 3 ま たは 4 砕を川い、このtií'jの ， i~íl!)jに叩= じて l ドー しくセ ッ テ ィ ン

グを1i-ってくだ‘さし、。





MZ・2000のハードウエア構成

この章は、 MZ-2000の/'ードウェアを次の各セクションで概説しています。

• MZ-2000システムダイアグラム

・メモリ構成:メインメモリと1PL、V-RAMとの関係

国 8255の信号系

・8253の信号系
・P10の信号系
• MZ-2000本体右よびグラフィ ックボード、拡張1/0ポートの全回路図

ただし、この章の内容は参考データであり、内容についてのお問い合わせには応

じかねます。

Chapter 

4 
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4.1 MZ-2000のシステム夕、イアグラム

リセッ卜

sw 
IPL 
リセット
s、v

図 4-1'二ノマーソナルコンビュータMZ-20001付加のハードウェアシステム情成を示します。

フレーム
アース 電源スイッチ

+15V 
+12V 
+5V 
-5V 

GND 

メインメモリ

RAM 

641( bvtes 

Z-80A-PIO 

クリスタル

カセット
コントロール
回路

図 4-1 MZ-2000システム・ダイアグラム

キーボード

(OPTION) 

NO.I-NO.4 

スピーカ

カラーCRT
テ'ィスフレイ
接続周
DIN端子
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4.2 メモ リ構成

4.2.1 IP L動作時のメモリマップ

MZ-2000の電j原スイ ッチをONにした11寺、あるいは IPLリセ ットスイ ッチを押した|時三もし くは70ロクaラムによ って(た

とえば BASICのBOOTコマンドの実q'j-)補助プログラム IPLがスター卜する場介、MZ-2000は、 lヌ14-2に示すメ

モリ宇和反をとります。

アドレス

市0000

S 07ドF
BOOT ROM 2K bytes 

イニシャルフnログラムローデイング

に 外部システムプログラムファ イル

ホ8000

RAMフ酬ロック 1

(32K bytes) 

ホFFFF

図 4-2 1 P L動作時のメモリマップ

日IJち、 IPLフ。ログラムを十三子つ2Kノ〈イト の BOOTROMカfアド レス$0000 ~ $ 07FFに、メインメモリ64Kノ〈イト

のうちはij、!その32KバイトのRAMエリア(以後RAMブロ ック 1とII'Yぶ)かアドレス$8000 -$ FFFFに設定されます

(後、子の32Kノ〈イ卜 RAMエリアはCPUから切り11111:されていた状態にあり ます)。この状態で IPLはカセ ットテープフ

ァイルまたはディスケッ トフ ァイルからアドレス$8000以降のRAMエリアへシステムソフト ウェアのイニシャルローテー

イングを'k行します。

イニシャルローデイングを終えるとシステムは、メモリ構成をノーマルステー卜に変え、そのアドレス$0000へコント

ロールを移します。
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4.2.2 ノーマル時のメモリマップ

IPLによるシステムフωログラムのイニシャルローデイングを終了すると、 MZ-2000は凶 4-3に示すメモリ構成をと

ります。

アドレス

$ 0000 

S 8000 

$ FFFF 

システムソフトウェア

RAMフボロック1

RAMフ'ロソク2

図 4-3 ノーマル時のメモリマップ

システムソフトウェアは、前記の IPL動作時にRAMブロ ック1の先頭アドレス$8000からロードきれますが、ノー

マルステートへのメモリ構成の変換によって、 卜.図のように、システムソフトウェアがストアされたRAMブロ ック 1の

アドレスは、$OOOO~ $ 7FFFとなり、RAMブロック 2が、 $8000 ~ $ FFFFの各アドレス空間を占めるようになりま

す。このメ モリ構成の変換直後にCPUの リセ ットがかかってアドレス$0000111Jち、システムソフトウェアの先頭からプ

ログラムが実行されます。
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4.2.3 V-RAMアクセス時のメモリマップ

メモリアドレスの切り伴えは、 V-RAMアクセス11，'j:にも行なわれます。

V-RAMアクセスH寺のメモリアドレスの切り特えはキャラクタまたはグラフ ィックのいずれかをj主判〈することによ って

訂なわれその|際のメモリマップは、それぞれ異な ります。

すなわち、 V-RAMキャラクタを選択した場合、 lヌ14-4に示すようにRAMブロ ック 3の 4Kノ〈イト ($DOOO-$D

FFF)をアドレ ッシング全問からはずして、そのかわりにV-RAMをアクセス状態とします。したがってもし長刀えフじログ

ラムまたはテータが、 RAMブロック 3にある場合は、コントロールかで、きないことになります。V-RAMグラフ イック

を十!?忘したよ易介、|ヌ14-5にノjミすようにRAMブロ ック 3の16Kノ〈イト($ COOo-$ FFFF) をアドレ ッシングア;~lt \Jから

はずし、 V-RAMをアクセス状態とします。

メインメモリと V-RAMのアドレス切リ千千えはPIOのA7ポートによ ってス:行され、またキャラクタとグラフイソクの

切り作えは同じく PIOのA6ポートによ って実行されます。さらにグラフイック RAMのページ 1、ページ 2及びページ

3の切り伴えはOUTボー ト$F7によ って;ためられます。

(64Kbytes) 

SOOOu 

RAM 

フロ ソク1

(32Kbytes) 

RAM 

フロック 2

(20Kbytes) 

RAMフ'ロック 3

(4 Kbytes) 

RAM 
フロ ソク4
( 8 Khvtes) 

F
υ
 

F

O

 

F

o

 

h
t
Q
U
 

S
S
 

SCFFド
SDOOO 

F

O

 

F

O

 

F

O

 

D

E

 

門

b
円
、
リ

SFドFF

* マシン I~ f ~ で の Y -- R i\ M キ ャ ラクタ

アクセスフログラムは

RAMフ伊ロ ソク1、2または 4に

人れるも の とします。

snooo 

Y-RAM Q
M
 

凸
し+L vd
 

B
O
 
K
 
2
 

SfJ7Fド キ ャラ クタ ー

図 4-4 メインメモリと V-RAM(キャラクタ)のアドレス切り替え
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soooo 

S7FFF 
$8000 

$BFFF 
$COOO 

$FFFF 

(64Kbytes) 

RAM 

ブロック 1

(32Kbytes) 

RAM 

フロ ソク 2

(16Kbytes) 

RAMフ、.ロック3

(16Kbytes) 

V-RAM 

*マシンE吾でのV-RAMグラフィ ックアクセスブ'ログラムは

RAMフロック 1または 2に人れるものとする。

V-RAM V-RAM 

Graphic 1 Graphic 2 Graphic 3 

(Option) (Option) (Option) 

16Kbyts 

Page 1 Page 2 Page 3 

図 4-5 メインメモリとV-RAMグラフィックのアドレス切り替え

V-RAMグラフィックの名称、について

このマニュアル1)'] でのV- RAMグラフィ ッ クの各名称は標i~i: BASIC使用時にはおのおの下記名称に対応します。 (標準

BASICとはBASICインターフリタ MZ-IZOOlおよび、MZ-2Z001のことです。)

マニュアル内での名称 標準BASIC使用時の名称

V-RAMグラフ ィックBLUE V-RAMグラブ イック 1 (ページ1) 

" RED " 2 (ページ 2) 

" GREEN " 3 (ページ 3) 



V-RAM (キャラク夕、グラフィック)の山)JとCRTディスフ。レイのつなカずりを図 4-6に示します。

$υ000 

市υ7CF

V-RAM 
キャラクタ

CRT 
テ1スフ。レイ

$ COOO 

$ FE7F 

「ー一一

V-RAM 
グラフィ ック
BLUE 

V-RAM 
グラフィ ック
RED 

OUTポート F6で、
切り 符え

カラーCRT
テPィスフ。レイ

(Option) 

j主〕 プライオリテ ィとは、カラー (i列〕

CRTテγスフ。レイー1-.にキャラク
タとグラフィ ックのif..:ね合わせ

表づえを行なう場介、 1IIIjデータを

ltiJじI劫i)I"(こ表IJえする|際、 どちら

のデー タを催九して長ぷするか

を決めるものです。

図 4-6 V-RAMとCRTディスプレイのつなカずり

OUTポート F5で、切りf干え

(フ。ライオリティおよび

キャラクタの色J行主)

プライすリティ 表ポ

キャラクタ ポ G

グ日ラつr1 "/クA(cc 

V- RAMアドレスと CRTディスプレイ上の li亥 ~1'1代間との|勾係を図 4-7に示します。

く1> V -RAl¥'Iキャラクタ

$ ))000 $ D027 $ DOOO $ D04F 

25 iJ- 25 i j-

5i D3CO S D3E7 $ 0780 $ 07CF 

40キャラクタ一長ノJミモー卜、 80キャラクタおぶモード

く2> V -RAi¥lグラフィック

s COOO S C04F 

$ FE30 $ FE7ド

図 4-7 V -RAMアドレスとCRTディスプレイ

51 
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クググ、や、ラフイ.ツソ ク用 V-RAMの入「出1

のおの、次のように制笹倒御JI吋することがでで、きます。パ(表ヰ中1のOは口可Jを、 ×は不司を示します。)

〈ポート $F7>

グラフ イッ クエリ アの切リ梓え

表 4-1a

ポート$F7への出力データ V-RAM(BLUE) V-RAM(RED) V-RAM (GREEN) 

。。 × × × 

01 。 × × 

02 × 。 × 

03 × × 。
F7 (16;住)=247 (lO.i1U 

ここで o V-RAM転送(データの読み出し/書き込み)Ilj" 
x V-RAM転送(データの読み111，し/書 き込み)不可

V-RAM (グラフ ィッ ク)に対して転込を行う場介、 liiJIIS:に2つ以 1--のV RAMを指定するとハー ド[ーの破段ーを生じる

場合があるので、 I-::}三のよう、かならずグラフ イッ クエリアのいずれか 1つのV RAMのみを選択するよ うに配慮されて

います(したがってソフトトー誤って、このポート にデータ04を与えても、 B.C転送司とはならずR・G・B共転送不IIJ

の状態となります)。

(具付~WIJ) $F7ポートに02Hを山力して、 $COOOに01Hを十各車内したとすると、 V-RAMグラフィ ック (RED) _1-_の

$COOOに01Hが転送されます。

くポート $F6>

V-RAMグラフィ ックデータの円黒両面への重ね合わせ表示およびR.G'Bのディスプレイ表示選択

表 4-1b

ポート$F6への グラフィックデータの臼 V-RAMグラフィックのディスプレイ表示

出力データ 黒画面への重ね合わせ BLUE RED GREEN 
。。 × × × 

01 。 × × 

02 × 。 × 

03 。 。 × 。
× × 。04 

05 。 × 。
06 × 。 。
07 。 。 。
08 × × × 

09 。 × × 

OA × 。 × 

OB 。 。 × 
× 

OC × × 。
OD 。 × 。
OE × 。 。
OF 。 。 。

F6 (16.;1主)=246(10)住)

(具体仔11) $ F6ポートに06Hを出力したとすると、カラーCRTディスフ。レイ LにV-RAMグラフ イッ ク(BLUE)

のデータは表示されず、 V-RAMグラフ ィッ ク(RED)、(GREEN)のデータがディスプレイ表ノ]之され、

その表示されたテーータが什黒 CRT阿川I_I-_にキャラクタデータと重ね合わせて表示されます。
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くポー ト$F5>

キャラクタデータのカラーCR T Idifn'TI 1-_へのむね合わせ表ノjミ、 キャラクタデータの色調選択およびキャラクタとグラフ

イ ッ クの I Jl~j テ、ータが衣ぷI Llilrl'ii.I-.:!liなったIIS:'二、どちらの色制を似先するかを選択 (プラ イオリテ ィー)・・・第4-6附の間

参 II{{。

表 4-1c

ポート$F5への
7
0

ライオリティー
キャラクターの色調

色調
IIUJデータ BLUE RED GREEN 

。。 × × × 甲ー

01 。 × × 背

02 × 。 × t方;

03 
キャラクタ

。 。 × 4ヲ~ニミ

04 × × 。 紋

05 。 × 。 ホ色

06 × 。 。 貰-

07 了1 。 。 LJ 

08 × × × 1n_ 

09 。 × × I.J 

OA × 。 × ;Jj; 

OB 。 。 × 紫

OC 
グラフ イッ ク 。 総× × 

OD 。 × 。 ノド色

OE × 〆、、ー-ノ1 。 萌:

OF 。 。 。 tJ 
一 F5 (16j隼)=245(10j住)

(注)プライオ リティをグラフィ ックイ!!リに選択 し、ノ〈ックグラン ドとキャラクタの色3坊主羽てを|口j-にするとカラーCRT

ドJilr(II1-_へのキャラクタデータの表/j-':はされず、グラフ イッ クデータのディスプレイ 表示のみとな ります。

くポー ト$F4>

カラーCR T piifrírÎのノぐックグラン ドの色調選J)~

表 4-1d

ポート$F4への パックグランドの色調

出力データ
色調

BLUE RED GREEN 

。。 × × × l-j!-

01 。 × × 背

02 × f、1 × ，p;; 

03 。 。 × 主そ

04 × × 。 ~J< 

05 lつ × 。 ノド色

06 × () 。 1ft 

07 o ("， 。 r I 

F4(16進)=244(10逆)
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4.3 8255， 8253およひごPIOの各信号系

この節では、同路中で重要な役割りを果たしているコントローラ、 8255、8253、PIOについてそのコ ントロール内存

と信号系を解説しています。符 1Cは次に示すように、 CPUの入出力ポート $EO-$EBを介してアクセスされます。

表 4-2

CPUの入出力ポート コントローラ 各ポートのサービスモード

$EO PA :出)J

$El PB :人)J
8255 

$E2 Pc : tPJ)J 

$E3 モー ドコ ントロール

$E4 Co :モード 2 (16ビット・レートジェネレータ)

$E5 Cl モード 2 (16ビット・レー トジェ ネレータ)
8253 

$E6 C2 :モー ド2 (16ビット・レー トジェネ レータ)

$E7 モー ドコントロール

$E8 A : tllJJJモー ド3 (ビットコ ントロール)

$E9 モードコントロールA
P 1 0 

$EA B:入力モード 3 (ビットコントロール)

$EB モードコ ントローノレB
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8255まわりの信号系4.3.1 

フCRTテ、、イスフ。レイのリノ〈ース、オートカセ ットコ ントロール、8255 (programmable peripheral interface)は、

サウンド発生用ソースパルスの出力のそれぞれ制御を行ってい

凶4-8は8255まわりの信号系をまとめたものです。 表4-3に各ポー トのコントロール内零を示します。

ブート/ノーマルのメモリ切替え、ランクコ ントロール、

ます。

8255 

8 

IRD 

IWR 

ヮ，

i
p
n
v

D
(
d
D
 

Al 

AO 

RD 

WR  

RESET 

PA 

PC 

7

6

5

4

3

2

1

0

 

カセットコントロール

ヮ，

n
b
F
b
A品z
q

d

円

4

'

i

n

v
8255CS 

CS 

PB 

7

6

5

4

3

2

1

0

 

VID 

VGATE 

Blank 

SOUND 

P̂SS-P 

APLAY 

AREW 

STOP 

PLAY 

F壬l

REW 

WDATA 

REC 

KINH 

OPEN 

RDATA 

TREADY 

WREADY 

TAPE END 

ディスプレイ
コントロール

サウンド
コントロール

GND +5V 

BST(I ドLリセ ット SW.へ)

NST(メモリコントローラへ )

PIO 
PB7 

8255まわりの信号系4-8 図
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表 4-3

ポー トA (ボートアドレス=$ EO) 

ポー ト端子 アクティフザ コントロール内容 イ言号名

PAi L フ。ログフムE頃 111. し (APSS) の !~(~ V詣(カセ ッ ト) * 1 APSS-P 
PAfi L 巻き戻し終了H寺の白重))再と1:: (カセ ット) * 2 APLAY 
PA5 L 再/主(鉢青)11寺の向動巻き戻し (カセ ット) * 3 AREW 

PA4 L 表示色!u両全体のB/Wを反転させる(ディスプ レイ) VID 

PA:l L カセ ッ トの主力fi:停" ( ~一了一 ) STOP 

PA2 L カセ ッ トのPLAY (~ー ) PLAY 

PAl L カセ ッ トのFF (一工」一一 ) FF 

PAo L カセットのREW (-l_j一 ) REW 

ポートB (ポートアドレス=$ El) 

ポート端子 アクティフ" コントロール内容 信号名

PBi L カセ ッ トPLAY中の |BREAK|キーの検LP.

PBfi カセ ッ ト ~~fí:. み .1 [1. し テ ータ RDATA 

PB5 L カセ ソトがセ ッ 卜されている状態 TREADY 

PBl L 72?き込み可能状態(ライトプロテク卜片jリフ、千jり)(カセ ット) WREADY 

PB:l L テープ動作中イ言号 (カセ ット) TAPE END 

PB2 

PBl 

PBo H テ・イスフ。レイ のブランキング則H日j Blank 

ポー トc (ポートアドレス=$ E2) 

ポート端子 アクティフ. コントロール内容 信号名

PCi カセ ッ トへの;-'1:き込みデータ WDATA 

PCfi L REC 待，機 (PLAYL ー了ー で WRITE状態) REC 

PC5 H FF、REW、STOPの符キー入)Jを禁 l卜 KINH 

PC4 L EJECT動作(---U一) OPEN 

PC3 L IPLスター卜 BST 

PC2 サウンド発中J+jソースノマルス出力 SOUND 

PCl H メモリをノーマル状態とし$0000スター ト NST 

PCo (Lに国定) VGATE 

補足説明

* 1 APSS-P FF、REW以外のモー ドの|療にこの入)JをそL'とする(約40ms)→ PLAYソレノイドがONする (テ
ーブ ・セッ ト状態でなけhば ONしない)→ FFλは REWを'L'にすると APSSモー ドとな ります

(ヘ ッドとテープがタ ッチ、ピンチローラとテープは タッチ しない状態にて、 FFλはREWとな り

所引のファ イルをす 1，-1く探し出すことができます。

^ PSS-P APSSて予を1・にすると OPENソレノイドはONしません

FF(ol' REW) I一

APS S = Automatic Program Search System 

* 2 APLAY H......テープ巻き民し終了時にスト ップ状態となります。
L ... . . . テープ巻き戻 し終 f~寺に a度スト ップ状態 とな り、 f~I動的に再1j:(PLAY)状態となります。

* 3 AREW H......テープ再11:(PLAY)Xは鉢音中にテープエンドにきた時スト ップ状態となります。
L... . .. テープ再生 (PLAY) 叉は録音中にテープエンドにきた時一一度スト ッ 70~犬態となり、自動的に

巻きかJし(REW)状態となります。
平ー送り (FF)終 f時は AREWに無関係、にスト ップ状態となります。
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4.3.2 8253まわりの信号系

8253 (programmable interval timer)は、そのカウンタ #0、#1、#2で内蔵時計の役割 りを果しています。

カウンタ#0、#1、#2とも mode2 レート・ジェネレータ (rategenerator) として使用し、いずれも16bit バ

イナリカウ ンタです。

カウンタ #0は、 31.25kHzの入)Jノマノレスをカウン卜し 1sec毎にOUTOにノマルスを出力します。カウンタ#1はその

パルスをカウン卜して、 12h毎OUTlにノマルスを刊UJします。カウンタ #2は、そのパルスをカウン 卜して 0、 1を繰り

返し、 AM/PMのフラグの役割りを果たします。図4-9参照。

8253 

OUT2 

カウ ンタ

:: 2 
(;i¥ TE2 

CLK2 

OUTl 
カウンタ

(;八TEl8 I )~7 i:t 1 
D CLKl 

OUTO 
カウンタ

土t0 Gi¥T1ミO

CLKP 31.25kHz 

図 4-9 8253まわりの信号系
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4.3.3 PIOまわりの信号系

Z80A -PIO (parallel input /output interface controller)は、キーボードスキャン用ストロープ信号の出力、キーデ

ータの入丸、キーストロープを lowにする操作、およびV-RAMのアドレス切替え、 40キャラ/80キャラモード切替えコント

ロール信号の出力を行し、ます。

図4-10は、 PIOまわりの信号系をまとめたものです。次表に各ボートのコントロール内容を示します。

B7 07 
8 

キーデータ ， ， 'データパス
入力端子

00 
(8ポー ト)

B4 

B3 
く〈AAO1 

B2 C/O SE1. 

B1 

BO I P10制御
くB10RQ

BRD 

SEL V-RAM A7 くくPIOCS 
ADR. C!G A6 ド101¥11

SEL 40キャラ/80キャラ CH80 A5 

A4 

キース トロープー 巳+SV}
!I~ )J端チ

A3 
(12ポート)

A2 
fINEO T B叫込み制御

Al 

AO 

φ 

φ +5V 

図 4-10 PIOまわりの信号系



59 

表 4-4

ポー 卜A (ポートアドレス=$ E8) 

ポート端チ アクティブ コントロール内容 信号名

A7 H (キ ャラクタ$DOOO-$ D7FF、グラフイック$COOO-$ FFFF)のアド DISP 

レスを V-RAM に切っ~~えます。

Ah H V-RAMキャラクタをアクセスします(L: V-RAMグラフィックをアクセス) C/C 

A'i H Illfl j(.1Iを80キャラクタ モードとします(L: 40キャラ) CH80 

A.I L キーストロープイ吉弓ーを全て Lにします。

A:1 

A2 

Al 

Ao 

ポー トB (ポートアドレス=$EA) 

ポート立荷イー アクティブ コントロール内容 信号名

B7 

Bti 

B五

B4 
|キーボー ドスキ ャン川データ 人)J(負制)

B:l 

B') 



60 

キーボードスキャンのス トロープ信サとビットデータの関係を表4-5に示しています。
キーストロープ信サは PIOのポート Aのん~A。から nll)J され、マルチフ。レクサ159 によ ってキーマ トリ クスの12端汗に順

番にtPI 7J されます。 表の右端の欄がそのキーストロ ープOH~ BHを分類しています。 (CH ~ FHは無効)

PIOのポート Bに入力されるビットデータがダIJに示されています。

たとえばトス トロー7""6"のとき、ビ ソトデータカド， F7H"であれば、ビ ソト3に対応するキー、即ち囚キーが

押されていることカ叩JJ]IJされます。

表 4・5 キースキャニングのストロープとビットデータ

Eレジスタ キー ビ ッ トデータの各ピット (fl，~命日IU キー

上位4ビット モード数 。 1 2 3 4 5 6 7 ストローフe
F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 。。
Fg FlO 8 9 。。 • 十 -・・・・圃. 1 

1 。 1 2 3 4 5 6 7 2 
1 
百 巨ACE] [ CR J 亡日 CIJ 仁日 仁E 巨亙 3 

c Ic o Id E le G 19 4 
2 

メ ー令 チ巴 ソ1・シ|凹 イ|イ |田 ハ|日
3 H Ih ~k Mlm N In 。。 5 
夕日E 三 団 ノ|圏 リIEE モ|￥ ミ|固 ラ回
P I p s 1 s T 1 t U 1 u vlv wlw 6 6 セ匝 夕日 ト |巴 カ|目 ナ 18] ヒ1・テ|日3 
X lx y Iv 

" 11 ? I~ 7 
ン日 r、 ヲ ロ|ι ル|。一 1 1 ! 3 1# 4 1$ 5 1% 6 1& 7 8 

4 2 
ワ ヌ ア| ァ ウ|ゥ エ|ェ オ|ォ ヤャ

9 I ) : 1米 ; 1+ @、
9 

ヨ|ョ ケ レ ホ ~ 

4 ] I } 函 EE A 
5 ム Ij 

特ヲ朱キー [ GRPH ] [SFT LOCK] [SHIFT J 回 B 
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- キ一割り込みを行うために

PIOをプログラムすることによ ってキー害IJ日 みコントロールを行うことができます。次に示すプログラム例は巨E
キーか押された時、 CPUに割り込みをかけて、コントロールをブレーク割り込み処理ルーチンへ移してやるものです。こ

こで各条件は、次のそれぞれの値を例にと ってみることにします。

PIO・・・・・・・・・・ビット制御モード (モード 3) とする

CPU害11り込みモード・・・・・・・・・モード 2、ベクトル害IJり込み(従って Iレジスタには割り込み処理ルーチンのアドレス

テーブルの上fな8ビットがセッ卜されなければならない。)

メモリート.のブレーク害IJり込み処即ノレーチンのスタートアドレス-・・・・・・・・$5080番地

メモリ上のフψレークWI]り込み処即ルーチンのスタードアドレステーブル...••• ••• $ 3370番地(従って$3370若手地に80H、

$ 3371番地に50Hがストアされなければならない)

LD A， 33H 

LD 1， A 

1M 2 

LD HL， 5080H 

LD (3370H)、HL

LD A， 70H 

OUT (EBH) ， A 

LD A， CFH 

OUT (EBH)， A 

LD A. FFH 

OUT (EBH)， A 

LD A， 97H 

OUT (EBH)， A 

LD A. 7FH 

OUT (EBH)， A 

IN A， (E8H) 

AND FOH 

OR 13H 

OUT (E8H)， A 

} CPUOJ山一卜ルレジスタ Iを33Hとする

I CPUの:hl]リ込みモー ド2をぷ定する

1メモリ上のフ‘レーク'91]り込み処理ルーチンのアドレステーブル$3370番地に、アドレス S
J 5側 帯地をセ ソトする

1 PIOに割り込みベクトノレ70H ($3370の卜布，~8ビット)をセ ットする(転送データ70Hの
j最「位ビソ トが 11 0 l'であるのでこの設定が行われる)

トI山一ト Bをモー ド3 (…ビU山……ソバ刈刈岬岬トU川川州H市巾附Ii削}刊1

)P… 一 卜B小川ポー卜巾

!ドH同同害矧訓緋州|りド刊lド川Iりj川込μみ山一フリ ソフフロ ソフをセ ソトし:切り込み仰|弔問定する
里司キーのビソトデータ l' 7 11 をマスクとしてセ ソ卜する

キース トロープイiiサを"3 11にセ ットする。ストロープゲートはPIOのA4ポートを"H"

にすることによ ってオープンされる

ト記のモードセ ソティング校訂した後は、 証副キーを押すことによ ってテーブル$3370制が参照され、コント

ロールが、 $5080番地へ移されます。ブレーク害1]り込み処刊を終えて、 '81]り込みがかけられた筒)iJiからメインプログラム

を実行再開するには、 RETI命令を')(行させればよいことになります。
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4.4 MZ-2000回路図

この節で、はユーザの参考のため、 MZ-2000本体と、グラフ ィッ クボード 、拡張 1/0ポートの全回路図を次の)1頃に掲

載しています。

.MZ-2000本体の回路図

(lJ CPUボード・ブロ ック1: CPU信ぢ-系

(2J CPUボード・フ静ロック2

(3J CPUボード・ブロ ック3: 8255、PI0信号系

(4J CPUボード・ブ、ロック4: RAMフーロック

(5J CPUボード・ブロ ック5(各靖子表)

(6 J CRTディスフ。レイコ ントローノレ音1")

( 7 J カセ ットテープデッキコ ントロール部

( 8 J 電源回路

. グラフィ ックボードMZ-IR01の回路図

( 1 J コントロール部

(2 J RAMブロ ソク

・ 拡張1/0ポートユニ ット、 MZ-1U01の回路図
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付 S暴

付録には、 LH0080A(Z80A-CPU)およびLH0081A(Z80A-PIO)の各テクニカ

ルデータを参考のため掲載しています。(A.1とA.2)

A.3はMZ-2000の仕様の一覧

A.4には、 MZ-2000の取り扱いの注意がまとめられています。

Appendix 
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A.l Z80A CPUテクニカルデータ

1. アーキテクチャ
Z-80A CPUの|人l存1;構成のブロック|ヌ|をlヌ11-1に示す。 このlヌ|はCPUI付加の 主要な古1;分をぶしている。 それぞれについては以

下の説明を参照されたい。

システム
制御ノ〈ス

〈
ヤ
I
l
-
-

〈
ザ
I
l-
-

ム
1
I
l
-
-
-5V GNDφ 

図 1-1 Z-80A CPUの内部構成のブ ロック図

1.1 CPUレジスタ群

Z-80A CPUには207ビ ットの読み11'.し/書:き込みメモリがあり、プログラマによ ってイモ志にアクセスできるようにな っている。

凶 1-2にこ のメ モリの配列をぷす。 これらは16佃 の 8ビッ ト・レジス夕、 4例 の16ビソ 卜.・レ ジスタから成っている。

Z-80Aのレ ジスタはすべてスタティ ック RAMで十昨成 されている。

61同の汎附レジスタがそれぞれ2セ ッ ト間意されていて、これを lji_独の 8ビ ソト・レジスタとして使用しでもよいし、対にして

16ビ ソト・レ ジスタとして月1いることもできる。

2セ ッ トあるアキュムレー夕、フラグ・レ ジスタについてもl.iJ様である。

専用レジスタ

1.プログラム・カウンタ (pc)

プログラム ・カウンタは現在実行.1.の命令のメモリ ・アドレス16ビットを保持しており 、CPUはPCでツJ'されるメモリ ・アドレ

スから命令をフェ yチする。

このPCはその|付存をアドレス線に送リ出すと、インクリメンタにより PCの怖を口動的 に十1する。 プログラム ・ジャンプの場合、

インクリメンタは動作せず、析しし、備がi1I.J妾PCにセットされる。

2. スタック・ポインタ (sp)

スタ ソク ・ ポ イ ンタは外部 RAM . ~'_のスタック悩城のその H寺 }，~での故 ' -.t:t: のア ドレス 16 ビ ッ トを保持するものである 。 外部スタッ

クはLIFO(Last-in， First-out) フ ァイルとして手持IJ比さ hる。

データはPUSHおよびPOP命令により、 CPUの指定レ ジスタからスタ ックへ、 またスタックから CPUの指 定レジスタへ転送される。

データのスタ ックからの恥り."'.し (POP) は ー需品後に.}"II'し込んだ (PUSH) データから行われる。 このスタゾクは、多量レベ

ルの害IJ1) 込み、無限のサブルーチン・ネステイング、あるいは純々の Jf~ のデータ操作などを簡 -rr- にする場介に有効である 。
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主レジスタ ・セット 補助レジスタ・セッ 卜

アキュムレータ フラグ アキュムレータ フラグ
A F A' F' 

B C B' C' 

D E 
。，

E' j凡用レジスタ君羊

H し H' L 

割り込み…レ lメモリリーュ
R 

インテ'ックス ・レジスタ IX

インテ'ックス ・レジスタ IY 専用レジスタ群

スタック ・ポインタ SP 

フロクFラム・カウンタ PC 

図1-2 Z-80A CPUのレジスタ構成

3.インデーックス ・レジスタ (IX& IY) 

インデックス・モードのアドレシング 11 1 として 1 6 ビ ソ 卜 の基 ;~tニアド レ スを保持する 2 イ|宣! の 独 Jにしたインデックス ・ レ シスタ I X 、

IYがある。

このモードでは、インデックス ・レ ジスタはデータを11'.し人れするメモリ似域を十日返するための占いやアドレスとして使川される。

インデヴクス ・アドレシング命令では、こ の レジスタの|付存に 1バイ トのディスプ レイ スメント (偏f，'(11丘)を加算した 11ftが ~j(交:}J ア

ドレスとなる。 この削f1'': 11前は 2の補数の作りイ十整数で IJ-え られる。

このアドレシング ・モードは村々のプログラム、とくに、データ・テーブルを参照するとい ったプログラムなどによく使}刊され

る。

4.割り込みページ ・アドレス ・レジスタ(1 ) 

Z-80A CPUには、古Ijリjるみに!必じて どのメモリのf江田へでも、イン ・ダイレクト ・コール(間持サブルーチン・ジャンプ)で

きるモードがある。

この 11的のために、 Iレジスタが)11怠されていて、間持アドレ スの L小:，:8ビッ 卜にこのレジスタの内科が相、片する。 t、イ;，:8ビ ソ

卜 には、言Ijり込みをかけてきたデバイスに~.j")必するアドレスが、1 '1 てられる 。 この )jょによれば、主IJ リ込み処理ルーチンを動的にメ

モリのどこへでも配置でき、相þ，めてhi.1.、アクセス 11手間で処開ルーチン へ 1'~ばせ併るという特i去をも っ ている 。

5.メモリ ・リフレ ッシュ ・レジスタ (R)

Z-80A CPUはメモリ・ 1)フレ ソシュ ・カ ウンタを ')'1Ji在しているので、スタティック・メモリと I，i]じTi怪さでダイナ ミック ・メ

モリをf史肘でき る。

この ビットの Rレジスタは件命令のフェ ッチごとに "1動的にインク リメ ン卜さ れる。

Rカウ ンタのデータは CPUがフ エソチした命令を テコードし、)(11"している 11¥1に、リフレソシュH;IJ1111イ斤りーと IIIJ閉 してアドレス ・

パスの ド{立に乗せ られる。

このリフレ ッシュのモード は、プログラマがとくに気をつかう 必要もなく、またCPUの重))('"をj出らせるものでもないという判二長

がある。 R レジスタにテストの 11í l ~J でフ。ログラムによ っ てデータをロードすることもできるが、汗j邑はfJt川しない方がよ1. '0 

リフレソシュの!t月間、アドレス・パスの l仕 8ビットには Iレジスタのl付存がm))する。

アキュムレー タとフラグ ・レジス タ

CPUは 2材!の4虫主:した 8ビットのアキ ュムレータと、それとキ11みイ?わさ った 2が1の 8ビ ットのフラグ・レジスタをも って いる。

アキュムレータは 8 ビ ソ 卜 の ~?:Wi 、論j-'!1. i!Îf算の結果を保持す る 。 ー )j 、 フラグ ・レ ジスタは 8 ビ ソト あるいは 16 ビ ッ ト の ~!Yi~~ 結

果の状態、たと えば結果が本に咋しいか汚かをセッ 卜す る。

プ ログラマによ って 1つの交快命令を1111.、て、アキュムレータとフラグの付(べア)のうちどちらか使いやすい )jを選べばよい。
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;凡用レジスタ

2車且の大せにな ったi凡)lJレジスタ1昨があり、それぞれ単独で 8ビッ卜のレジスタとしてイ吏用でき、 また16ビッ トのレジスタ・ ぺア

としてもイ史問できる。 -)jーのセットとしてBC、DE、HLがあり、他方、 BC'， DE'、HL'のセッ トがある。

プ ログラムによ って、どの時点においても交換命令を用いてどちらかの側のレジスタ群を作業用として使則することができる。

システム|人]で高速の害1]り込み応答が要求される場合、この下j去を使ってアキュムレ ー 夕、フラグ類、汎用レジスタ群の内容を他方

へすばやく 退避させてもよいだろう 。

1つの簡単一な交換命令を用いるだけでルーチン聞の移行が行える。

これにより割り込み、あるいはサブルーチン処理の期間、 レジスタの内存を外部スタックへ移したり、反したりする必要がなく

なるので、割り込みサービス時間を大幅に短縮するのに役立つ。

これらの汎用レジスタ群は、どのような幅広い用途に対しでも利問し得るものである。

単純なプログラム、とくにROMベー スのシステムなどで、簡単な読み川 し/書き込みメモリが必要な場合に、汎用レジスタで代

用すればよい。

1.2 算術、論理演算ユニット (ALU)

8ビッ トの算術、論開演算命令はCPUI付のALUで実行される。

ALUは芥レジスタと内部ノ〈スとを接続しており、それらの問でデータ の送受を行う 。

ALUに関連した機能には次のようなものがある。

Add (力u ~n 

Subtract (減算)

AND 

OR 

XOR 

Compare 

Shift Left， Right 

Rotates arithmetic， logical 

Increment 

Decrement 

Set bit 

Reset bit 

Test bit 

1.3 命令レジス夕、 CPU制御

(論理梢)

(論珂ーヰ11)

(りド他的論F主和)

(比 車交)

(プ王、右シフト)

(算術的、論理的ローテイト)

(イ ンク リメント;+ 1) 

(テ、クリメン 卜;- 1) 

(ビ ッ ト・セ ッ 卜)

(ビ y ト・リ セット)

(ビ ット ・テスト)

各命令はメモリから読み，'1'，されてきて、命令レジスタに保持され、デコ ー ドされる。制御部はこ の制待pを行うとともに、 レジス

タ併からのまたはそれらへの、デー タの読み込み、喜き 11'，しに必裂な制待p信りを発生している。

さらに、 ALUの制御信号や必要な外部制御信号を作り出す。
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2.端子説明
Z-80A CPU は燃;V~~r;'!40 ピン DIP パソケージに納められている 。 人 n'， )J 端i(配;7i[><1をlχ12-1にぷす。 J-.'J，ドにそれぞれの機能を

説明する。

Ao-A，o 
(アドレス・ ノ〈ス)

Do-D7 

(データ ・パス)

M1 

M， -A。

A， 

テム制調 {両厄R両D百同E0 44『ー時F三一三二2竺LL1三ιー~ ート~一一33一34 5 一一・-A? A， 
A， 

A， 

A. 

RFSH A， 

A. 
}ア ドレス・ノてス

HALT -A9 

A，o 

CPU制嗣1 Wi NNM ATIlT -一一一一一一一一一一2一21一1一4←766一一4・同| ・l吋~ ト~一一45 一一一・..Al1 A'2 
A'3 

Z 80A CPU 
A'4 

A15 

RESET 

CPUパス制調 {l BUSRQ 

BUSAK 

D。

0， 

φ 

』 目。
+5V 0， 

}データ・ノてス
GNO O. 

0" 。丙
0， 

図2-1 Z-80A CPUの端子配置図

トライ ・ステート、アクティフ引いH二

Ao-A15は16ビ ゾトのアドレス ・ノ〈スである。 このア ドレ ス ・ノ〈スにより、 メモリ (h~}..:64Kノ〈イ卜 )

I)'Jのデータ や人，'1'，)Jデパイスのデータのj2i'乏のためのア ドレスナ行〉とを行 う。 人，'1'，)Jアドレシング月!と

して 卜イ九8ビットを JII，、る。 ユーザはJ1'(tを256の人)Jボー トまたは256の，'1'，)Jポートをi笠.})(でき るよう

にな っている。A。カずしSB(M卜イ，i:ビ ・ソ卜) となる。 リフレッシ ュ!tJ11I1Iには、 アドレス ・ノ〈スの 卜イ江7

ビ ッ トにリフ レ ソシュ JIJの'友似jアドレスが来せられる。

トライ・ ステー ト人iI'，}J、ア クティフψ ¥'H"O

Do-D7は 8ビ ットの以)jli，j'[:'l:デー タ ・パスである。 データ ・パスはメモ')、 人，'1'，)J [111、あるいはそれ

らの村[1，:問で、データ交換を行 うために)IJ ~、る 。

/1'， )J、アクティフ'、、L"o

(マ シン ・サイクル 1) M，は、引イt:のマシン ・サイク ルが、命令実行'1'のOPコー ドのフエソチ ・サ イクルであるときにiI'.)J 

する。2バイ トのOPコードの'先行1I.'i'には、1¥1，はOPコードのフェ ッチ ・サイクルごとに，'1'，されること

にit:.立された L、。 これらの 2バイ トのOPコードを十、子つ命令では、 JLjuのOPコードはCBII、DD'I、E

DHあるいは FDIIでIliまっている。

MREQ 

(メモリ史::Jd

さらに、 M ，(主主Jjリ j~ みアクノリ γ ジ 1 1 .')' にも ，'1'， }Jする 。CPUは1¥11とIORQによ りタト日1;のデノ〈イスにムl

して'HIい)j主みアクノリ ッジを j!I!~;II す る の

トライ・ステート ，'1'，) J、アクテ ィ7' 、、L"o

メモリ!泣;1ともい;は、 メモリ liJLみ，'1'，し、あるいはメモリ，Ii:き込みの ための'k似jアドレ スが、ア ドレ ス ・

パスに来っているときに，"'，される。
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IORQ 

(入内』力要求)

トライ・ステート出力、アクテ ィブホL九

IORQイ言号は入出力の読み出し、 書き込みのための実効人出)Jアドレ スが、アドレス・パスのド位8

ビット上に乗っているときに出される。 またIORQ信号は害1]リ込みアクノリッジ時にM1とともにi-l'.力

され、この 2つの信号により害1]り込み応答ベクトルをデータ・パス上に乗せてもよいことを入出力装

置に知らせる。このM1の期間では入出力装置の処理は行われず、割り込みアクノリッジの処理が行わ

hる。

RD 

(メモリ読み出し)

トライ・ステート出力、アクティフ省、L"o

RDはCPUがメモリ 、あるいは人."'.力デバイスからデー タを受け入れられる期間jで出される。指定さ

れた入出力デバイス、あるいはメモリのデータは、このイ言号でゲー卜して、 CPUデータ・パスに乗せ

るとよし、。

WR 

(メモリ書き込み)

トライ・ステー卜山力、アクティフ."L"。

WRは、 CPUデー タ・パスに、指定したメ モり あるいは入山力デバイスにストアするべきデータが乗

っているときに出される。

ュ
、ンリノレ

+
H

フ

ミ

〕

}

一F

い

一R 出)J、アクティブ、L"o

RFSHは、ダイナミック・メモリのためのリフレ ッシュ ・ア ドレスがアドレス ・ノ〈スのドイ立7ビット

に乗っているときに山される。 なお、ダイナミック・メモリをリフレッシュ(リフレッシュ読み11'.し)

する場合はMREQ信号も必要である。

HALT 

(ホールト)

出力、アクティブ、L"。

HALTは、 CPUがHALT命令を実行し、ノン ・マスカブルあるいは、マスカブルな剖り込み符ちとな

ったときにwされる。
ホール卜時には、 CPUはNOP命令を実行することによりリフレソシュ信号を出し続けている。

WAIT 

(ウエイト)

入力、アクティブホL九

この入力信号を用いて、メモリあるいは人/1'.力デバイスがデータの込山の用意ができていない旨をZ

-80A CPUに伝える。 この信号がアクティブである限り、 CPUはウェイト状態を続ける。この期間リ

フレッシュ信号はJドt力しないので‘注意されたい。 この信号をrlJl、ることにより どのような副作速度の

メモリや入出力デバイスに対してもCPUを同期させることができる。

INT 

(割り込み要求)

入力、アクティブ、L"o

害1)り込み要求信号は入品)Jデバイ スから発せられる。 ソフト的に(プログラムで)、割り込みの許可フ

ラグ(lFF)がセッ卜してあり、 BUSRQ信号がノン・アクティブならば、割り込み要求は実行中の命

令が終わり次第受け付けられる。

CPUは害!)り込みを受け付ければ、アクノリッジ信号 (M，期間のIORQ)を次の命令サイクルの始めで

送出する。 第 5章 (CPUを制御する命令群)に詳細を示すがマスクロJ能な割り込みは 3種ある。

NMI 入力、立ち下がりエ ッジ検知。

(ノン・マスカブル害1)り ノン・マスカフ'ル割り込み要求はINTより高イ白;の{憂先順位を持っていて、現在実行・中の命令の最後の

込み) Tサイクルの立ちヒが りまでに入力していると、その命令完了後受け付け られる。 これは割り込みの

許可フラグの状態には関係しな l'0 NMI入力でCPUは自動的に、 0066Hの岳地からリスター卜する。

プログラム・カウンタの内容は、割り込みがかけられた元のプログラムへ戻れるように、外部スタッ

クヘ自動的に退避される。

連続してWAITサイクルがあれば、 NMIは待たされ、またBUSRQはNMIより優先順位が高い。

RESET 入力、アクティブ、L九

RESET入力によりプログラム・カウ ンタは零とな り、 CPUは初期化される。 このとき次の状態と

なる。

1 )害1]り込みの許可フラグがリセソトされる。

2 )レジスタ 1=OOHにセ ッ トされる。

3 )レジスタ R=OOHにセ ットされる。

4 )害!)り込みはモード Oにセットされる。

リセ ッ ト期間中、アドレス・パス とデータ・パスは高インピーダ ンスとなり、すべての制御出力は非

アクティブ状態となる。



BUSRQ 

(パス法;Jと)

BUSAK 

(ノ〈ス ・アクノ リ Iソジ)

φ 
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入 )J、 アクティブホL二

パス '~~ ;t~ 1. ~. 1， ~ーによ り 、 C PU のアド レ ス ・ パス 、 データ ・ パスおよぴ ト ラ イ・ ステー 卜 n'. )Jのaiリ笹jJ粕lは、

仙のデバイスがノぐスを 佐川できるようにするため 1何 インピーダンスとなる 。

BUSRQがアクティブにな ったとき 、 その11.干ト，点I

料:は.'川7万:iインヒ一夕ダ'ンスと yなな与な‘る。

.'1'. )J、 アクティブ帆L二

ノ〈ス ・アクノ リ ソジは、CPUのアド レス ・パス、デー タ ・パスおよび トライ・ ステ ー卜制iJPノ〈スが I"J

インピー ダンスとな り 、 外部デバイスが こ れらのパスを使川 できるよう に な っ た II;~: .'点 で 、~:;)<: のあっ

たデバイスに刈 して，'1'.)Jする。

iji一本11のTTLレベルのクロック 人)J。
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3. タイミング
Z-80A CPUは基本的な操作を組み合わせ、 1ステップずつ命令を実行して L、く 。 その操作は次のものから構成される。

メモリ・読み出 し、書:き込み、

入出力デバイス ・読み11'， し、害き込み

割り込み、アクノリ ッジ

すべての命令はたんにこれらの基本的操作を組み合わせたものである。 この基本操作は 3-6クロソクで行われる。 これらの操

作はCPUを外部デバイスの速度に|日間lさせるために延長する こと もできる。基本のクロック期間をTサイクルとし、基本操作をM

サイクル(マシン・サイクル)とする。l刈3-1に、ある命令に対して特定のM とTサイクルの配ダIJがどのようにな っているかを

例と して示す。 ただし、この例では、 3マシン ・サ イクル (Ml，M2、M3) の命令について示しである。

;最初のMサイクルはどの命令でも命令のフェッチ ・サイクルである。 このフェッチ ・サイクルには、 4、5、6Tサ イクルの3椅ーが

あるが、ウェイトイ言~} (次節で詳述する。)を片J~、ると、このサイクル数を変えることもできる 。 このフェ y チ ・サイ クル ( Ml) は、

次に実行すべき命令のOPコー ドをフェ yチするための期間である。

後続するMサイクルで、 CPUとメモリ、入IP，JJデバイス間のデータ転送が行われる。 これらも基本的には 3-5Tサイクルである

が、外部デノ〈イスと !日!期させるために入)JするWAIT信 L?によりサイクル数は変化する 。

次項から基本マシン・サイクル内でのタイミングについて説明する。

φ 

マシン ・サイ クjレ

Ml M2 M3 

(OPコー ド・フヱツチ) (メモリ読み出し) (メモリ害き込み)

サイクル命令

図3-1 CPU基本タイミング例

すへ てのCPUタイミングは、図 3-2にポすような、いくつかの非常に簡単なタイミング図に分解できる。 ウェイトを含む場合

と合まない場合の基本動作タイミングを以下において示す。(ウェイト状態は遅いメモリや入出)Jデバイスに CPUを同期させるた

めに付加される。)

3.1 命令フェッチ

|ヌ13-2にMlサイ クル (OPコード・ フェッチ)のタイミングを示す。 プログラム・カウンタの内容は Mlサイクルの先頭でア

ドレス・バスト;に乗せられ、ク ロ ックの半サイクル後MREQがアクティブとなる。 このときすでに、メモリに対するアドレス信号

は安定しているので、 MREQの江ちドがリエッジをダイナミック ・メモリへのチップ ・イ ネーブル ・クロックとして直接使用する

ことカfで・きる。

RDもメ モリか ら読み，'HすデータをCPUのデータ ・パスに乗せてもよいことを指示するためにアクティブとなる。

CPUはデータ ・パス.r_にあるメ モリからのデータを、T3のクロ ックの立ち上が りエ ッジでサ ンプルする。その立ち上がり エ ッジ
で、 RD、MREQ信号ーが切り換わるが、 CPUはデー タのサンプ リングを、 RDが非アクティブになる前に行っている。

フェッチ ・サイ クルのクロ yクT3、T.のステー トはダイナミック・メモリをリフレ yシュするために使則する。 (この期間にお

いては、 CPU内ではフエソチされた命令のデコードとその実行を行っているので、 外部に対する他の動作は行われない。)

T3、T.の期間で、アドレス・パスの1"-佐 7ピ ットにメ モリのリフレ ッシュ ・アドレスが乗せられ、 RFSH信号がアクティブとな

る。 この信号により、すべてのダイナミック・メモ リのリフレッシュがこの期間内に行われるように指示する。

注意する点として、データ・パスに接続されているはずの他のメモリ ・セグメン トか らデータが乗らないように、 リフレッシ ュ

の期間には RD信号は出されていない、ということがあげられる。

リフレ ッシュ期聞のMREQは、すべてのダイナミ ック ・メモリに対するリフレ yシュのための読み出しを行うために用いら れる。

リフレッシュ信号は単独では使用できなし、。 その理由はリフレッシュ ・アドレスは、 MREQが出力している期間においてのみ安定

しているので、 MREQとf井用しなければならないからである。
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Mlサイクル

φ 

Ao-A" 

MREQ 

RO 

WAIT 

MI 

OBo-OB， 

RFSH 

図3-2 命令OPコード・ フェッチ(Mlサイクル)

|ヌ13--2AにWAIT伝けが人っている場合のフエソチ ・サ イクルのjJY延状態 をボす。T2およびそれに統く件 T¥¥'のクロ ヴク φ の

卜.がリ エ ッジにお いて、 CPUはWAITイιι;・をサン プルする。 このサ ンプルII.f.'.'!.において、 もし WAITがアクティブならば、 i大のサ

イクルはさ らに符ち 4犬態になる 。 この )j ~去を!日 いると、どのようなタイプのメモリ・デバイスのアクセス IIS: I山に対しても n先み n'， し

11.'):問を延長する ことによ って対処できる。

Mlサイクル

T， ち Tu Tu' T司 でじ

φ 

Ao-A'5 

M円EQ

RO 

OB。一OB，

MI 

WAIT ー「二ご二コごしJ二亡lーよコ二Iて
RFSH 

図3-2A 待ち状態を含む命令OPコード・フ ェッ チ
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3.2 メモリ読み出し、書き込み

l刈3- 3 は OP コード・ フェッ チ (Ml サイ クル)以外の場介のメ モ リの 1~~fC み n'， し、)~:き ì_6みサイクルのタイミング |χ| である の

これ らのサイクルは、メモリ fnl]からn'，される WAITれりがなければ、 j!I!'，:;f;3クロック ・サ イクルの長 さである。
MREQ伝り とRD伝-Uはフエヴチ ・サ イクルの場介と l，iJ未来にJt-jl、られる。

メモリ読み出しサイクル メモリ

T2 T3 T1 

φ 

Ao-A15 メモリ・アドレス メモリ ・アドレス

MREQ 

RO 

WR  

而 - 十二二二ゴ~ゴ二三二

図3-3 メモ リ読み出 し、書き込みサ イク ル

メモリ~::き jムみサイクルにおいても、 MREQ はアドレス ・ パスが'久，: '，1ごしたときにアクティフになるので、これをダイナミソク ・

メモ リのチゾプ ・イネーブル川 にp'(按f史jfJすることができる。

もWR，'山|

してもよ L、)0 'j.た:ド隙5京u上:、 このWR川})はほとんどのタイプの'1':，;持付iメモリのぷじみn'，し、 ，'::き jムみ{.;ひとして佐川できる。
さらに、 WRf;;"，}はアドレス ・パス、データ ・パスの1)'1符が変化するサイクルの，jijの Tサイクルの'11九で-JI'アクテ ィブとなる の

で、ゾくli?;U'.どんなタイプの、炉停f'j';:メモリ のオーバ ・ラップ条f'j".に付しでも、 lli]胆なく使川できる。

|ヌ13- 3Aにメモリ ののtみ1'1'，しゃ}-::き込み到111:11，干にWAIT'Z:ょ!とイzい;ーがある.lJ)j介の;1た態をぷす。

この到111: はさきにフェッチ ・ サ イ クルのと こ ろで.&べ た山j作 と Ili] 峠である 。 実 |以には、メモリの I ~'''C み 1'1'，しと，'::き込みサイクルは

1，i]IIS:にはおこり i.~ト ないが、この |χ| では ü1!j( 1'.これらをIIIJ'I'xl Lに 11;:いである。

φ 

Ao-A" 

MREQ 

RO 

データ・ノてス
(00-0，) 

WR  

データ・パス
(00-0，) 

WAIT 

入力

データ出力

}_[ご

図3-3A 待ち状態奇含むメモリ 読み出 し、書き込みサイクル

)書き込み

!サイクル
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3.3 入力、出力サイクル

l苅3-4に人""， )Jに付す るl涜み""， しゃ-;_!!:き込みの創作をボす。 この場合、白動的に1つの待ち状態Twサイクルが挿入 される}II~ (に

注意されたい。

このようにした則向は人，"'，)J 装置の処哩を行う場合、IORQがアクテ ィブにな ってからCPUがWAIT信号をサ ンプルするまでの

1I .'j: 1間 が ..)1.:: 常に ~~I ~、ため、もしこの余分なステート Twがなければポート・アドレスをデ・ コ ー ド してから WAIT信・号を起動 していたの

ではH年!日jかJι りないからである。
さらに、この待ち状態を t北けなければ、 MOS入.'i'，)Jデバイスを組 み入れて、 CPUを最高速で動作させるとい うこと もむずかしく

なる。

このTwの期!日jにWAIT要求信り をサン プ リングする。メモリの読みn_'Iしの場合と 同様に、人，"'，力読み11'，し動作においても指定し

たポートをデータ・パスに持続するためには RDイ六日‘を使川すればよ L、。入出力書き込み副作において、入出)Jポートのクロックと

してWR伝 りー を用いるが、充分なオーバ・ラ ップIIS:I削がrl動的に作られるのでこの ，'t:ち 1--がり エ yジをデー タ ・クロ ックとしてイ夏

川する こ とができる。

|ヌ13-4 AにWAIT伝りーが入った場介に、余分のi-'1'ち状態サイクルが追加されるようすを示す。 この動作はさきに述 べたf91] (1ヌl

3 -2、|ヌ13-2Aなど) と同tiRである。

φ 

Ao-A， 

IORO 

RD 

データ・パス

WAIT 

WR  

デー ヲ ・パス

牢í.'Jち;jkr~(TwL'，;- ) ，士 J'11i}J(I'.jにやfi人さtLる 勺

図3-4 入力、出力サイクル

T， τ， Tu も

φ 

Aρ-A， 

IORO 

データ・ノてス

RD 

WAIT 二二二コ二工J二JごJて二

データ・パス 出力

WR  

図3-4A 待ち状態を含 む入力、出力サイ クル

l-サイクjレ

i 読み出し
サイクル

j-4ナイク Jレ
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3.4 パス要求/アクノリッジ・サイクル

|ヌ13- 5 にノ 〈ス ~;1と/ アクノリ y ジ ・サ イクルのタイミングをノJ~ す 。

CPU は、件マシン ・サ イクルの '11!i*冬クロックの \'(ち ー 1'. が 1) エ ソジで BUSRQ1~ り を J司べ 、 むし BUSRQf百けがア クティフなら ば、

;大のクロ ック ・パルスの立ち.1-.が りエ ッジでアドレス、デー夕、 トライ・ ステー ト制御線を高イ ンピー夕、.ンスにする。 このII.):}，日以

li年、外部のテノ〈イスによりこれらのパスを制桂Jlでき、メモリと人n'1力!日jのデータ転j丞に使111す るこ とが IIf能 になる 。(これは府立に

サイクル ・スティール}j式 のダ イレクト ・メモリ ・アクセス DMAとして知lられている 。)

パス ~ ;Jとに対する CPU の!必符 j!]~ れは大きくても 1 マシン ・サイ クル 上えであり、外部のコントローラは必要な H寺間だけノ〈スをH;IJ 笹p

できる。

しかしダ イナ ミック ・メモリを使JIJしていて、長1I•. 'fIl¥JDMAサイ クル を続けた L、場介には、外部の制御川路により ダイナ ミ y ク ・

メモリ のリ フレ ソシュカ汁tえるようにしておかなけtLは?ならない。

このような状態は、 多数のデータ ・ブロソクを DMAで転込する場合にのみ'1~じる 。

さらに、 ノぐス不IJ111 IIfの羽仁態では、 NMIイ汚りーあるいはINT1， ('.}による古IJ1) jムみは 1!1.F，悦され る点に i-ì=. ぷする必 !~がある 。

φ 

BUSRO 

BUSAK 

Aり-A"

00-0， 

MREO. RO‘ 

WR.IORO， 

RFSH 

各 Mサイクル

最終了ステート T. ち

サンプJレ---

図3-5 パス要求/ アク ノ リッジ ・サイクル

3.5 割り込み要求/アクノリッジ・サイクル

|ヌ13- 6に、 書1]り jムみサイク ルにl均j主 したタ イミ ング例をノJ';す。

CPUは待命令実行の故終クロ ックの、'(.ち しが りエ ッジで剖り込みぶりINTをサンプルする。

一一一仁

cpurj、l 郎の訓り込みイネーブル ・ フリ ソプ ・フロ ッ プがセッ ト されていなければこのホ ? け は叉・け 1-1"けられ な ~' o また 、 BUSRQ

{六ザカfアクティフ網であるときも IliH!Rである。

主IJリ込みイ言けを'乏け付けると、 CPUは特別なMlサイクルを先生する。

この Mlサ イクルの期間中に、IORQ1言りーが通常の MREQu-t '.;.に代 ってアクティブ となる。 これによ って、古IJリ込みの要求を川

したデバイスからデータ ・パス上に、 8ビ ッ トのベク トルを 乗せ てもよい状態になる。 これを剖リ込みアクノリ ッジ という。

このサイクルには、臼動的に待ち状態2サイクルが追加されるので汁立を要する。

これらのサイクルのJ.H.}J[lによって、 リップル ・プラ イオリティ の害IJリ込みJi式が使IIJできる よ うになる 。 待ち状態として 2サイ

クルあれば、 リ y プルイ三 月ーが安定 に f~わり、人出力デバイスが11'1 した!必?子ベクトルを CPU が舵実にとり込むためのH川町としては、

これで充分である 。

第 7伝で、 CPU内での剖 り込み!必符ベク トルの処JW.I形式について汗述 しであるので参.I!刊 されたい。



一一命令の最終Mサイクル Ml 

最終了サイクル T， Tl Tu. • T"， ・

φ 

INT 

Ao-A'5 フログラム ・カウ ンタ

MI 

MREO 

IORO 

デー タ・パス

WAIT 

RD 

本 i.fち状態(Twi，;'¥;.)は 1'1則的(二仲人される。

図3-6 害IJり込 み要求 / アクノリッジ ・サイクル

|ヌ13- 6A、 |χ13- 6Bにプログラマフル ・カウンタをイ!と川 してアクノリッジIIS:II¥Jを延長する )jiLを小;す。

IORO 

¥ ORO' 
I 7432 )0 
1 J (周辺装置へ)

I ¥ WAIT 
I 7432 )0 
I J (CPUへ)

7432 I 

Ml--01 / 

図3-6A ウェイ卜・ステー 卜を含む延長さ れた割り込みアクノリ ッジ

89 

T3 
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命令の最終 Mサ|
イクルの最後の|
Tステ卜 | 

φ 

INT 

Ao-A，S 

Ml 

IORQ 

IORQ' 

テ.ータ・ノてス

WAIT 

LT' 
自動ウェイ卜信号

ミ ¥ 
T2 Tu• ・ Tu'. 

i ーーーーーーーー

1ウェイ卜 ・ステー卜の入った

アクノリ ッジ・タイム

ユーザウ エイ卜

Tw 

図3-6B ウエイ卜・ ステー卜を 1つ加えた要求/ アクノリ ッジ ・サイクル

3.6 ノン・マスカブル割り込みの応答

|ヌ13-7にノン ・マスカフ・ル割り込みのある場合の要ボ/ アクノ リッジ ・サ イクルの例 を示す。

T3 

この信号-は INTと異なりJrち ドがり エ ッジが有効信りーとな っており、さらに件命令のどのタイミングで入力しでもよし、。 ただし、

現命令の実行完 f後に吉IJリ込みアクノ リッジ ・サイクルに人るためには、少なくとも命令の最後のTサイクルまでに、 NMIが立ち

ドが っ ていなければならな ~' o この信号ー線は INT 信号よりも (憂先順仇が高く、またソフトウ エ アによ っ てその機能 を無効にするこ

ともできな い。

CPUはこのノン・マスカブル害Ijり 込みに対しては通常のメモリ読みi!'tし動作と同じ応符をする。異なる点は、 CPUがその時点

でのデータ ・パス ト.の内容を無視 して白動的に PC (プログラム ・カウンタ)の内容を外部スタ ックに逃避 した後、 0066H詐地へジ

ャンプする点である。

この剖り込み万式を使用する場合、ノン・マスカフ'ル割 り込みのためのサービス ・ルーチ ンは0066H器地から書いておかねばなら

なし、。

3.7 ホールト状態解除

プ ログラム|付のホールト 命令ではCPUはNOP命令を'克行し続けるが、割り 込み入))があれば、この状態から抜け出る。(こ の場

合の割り込みはノン・マスカフール割り込みか、主Ijリ込みフリップ ・フロ yブがセソ卜されている場介のマス カブル訓り jるみのいず

れでもよい。)

これら 2積の害Ijリ込み線を|ヌ13-8にポすように、各T.サイ クルのクロ ックの立ち トーがり エ ッジで訴lべ て 十述のいずれかであれ

ば、 CPUは次のクロ ックの立ち 卜がりエ ッジて¥ホールト 状態か ら解除される。

次のサイクルて¥受け付けた割り込みの種矧にj必じてそれぞれの割り込みのアクノリ ッジ ・サイクルに入る ことになる。

もし、同時に ノン ・マスカブルとマスカブルの割り込み信号が入った場介には、優先順位の高いノン・マスカブル害IJり込みが受

けイ寸けられる。

ホール卜状態で NOP命令を実行させている理由は、メモリ用のリフレ ッシュ信号を出 し続けるためである。

この状態での各サイクルは、メモリからのデー タを無視す る以外は通常の Ml(フェ ッチ)サイクルと !日片手であり、 CPU内部で自

動的に NOP命令を実行している。 ホールト命令を実行すると、 CPUはホールト状態に入ったことを外部に対 して知らせるために

HALTイ言りーカfアクティフ'となる。



φ 

NMI 

Ao --A，c， 

MI 

MREO 

RD 

RFSH 

<t 

HALT 

INT or 

NMI 

一一一一一最終M サイクル M1 

図3-7 ノン・マスカブル割り込み、要求動作

一一一一一-M1

ても T， 

ホールト命令はよ の
/モリ ・サイク ル!ClI
Ililで，'2:け 1・1け，')7. Lる d

Ml 

プ仁 T司 t 

図3-，8 ホール卜状態解除

91 

M1 

T， 『仁
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4.命令セット
Z-80A CPUには158種 の命令があ り、これ らの命令には8080ACPUの78穂の命令がすべ て含まれている。

命令群は大別して次のようなグループに分けられる。

-ロード、交換

・ブロック転送、ブロック ・サーチ

・算術、論理処理

・ローテイト、シフト

・ピット f桑イ1-' (セット、リセット、テスト)

・ジャンフ¥ コーノレ、 リタ ーン

・入力、出力

.CPU 市IH~P

4.1 命令の型について

ロード命令は、データと CPU内部のレジスタ聞で、あるいは CPUレジスタと外部メモリ問で、データ を転送する機能を持って

いる。

この命令では、データを取り山すソースの番地と、それを格納するデステ イネーションの帯地を指定しなければならない。

ロード命令ではその実行後においてソ ースの内容は変化しない。

ロード命令の例として、 レジスタ Cからレジスタ Bへデータを移すというような汎)-IJレジスタ聞のデータ転送命令がある。

また各CPUレジスタあるいは外部メモリにl白:接データを ロードする命令や、 CPUレジスタとメモ リ聞のデー タの転送を行う命

令がある。

交換命令は 2つのレジスタ内のデータを入れ替える機能がある。

Z-80Aにはブロ ヅク転送という ユニークな命令群がある。1命令で、どのよ うなサイズのメ モリ・ ブロソクでも、メモ リの{也の

領域に移し換えられる。 このブロ ック転送の命令群は、大ーはのデータを処理する必要のあるときに非常に有効な ものである。

Z-80Aのブロ ック ・サーチ命令群も上記のような処理に有効である。1命令で必要な範凶だけ外部メモリのブロックをサーチし、

特定の 8ビット ・キャラクタを探し出せる。 U(!~Jのキャラク タが見つかれば命令は自動的に終了する 。

これらの命令の実行中に割り込みをかけることは可能であり、長時間CPUが独占されてしまうという弊害はない。

算術および論理演算命令は、アキュムレータ内のデータと CPU汎用レジスタあるいは外部メモリ |付のデータの操作を行うもので

ある。

この操作の結果はアキュムレータに入り、その結果に!必じて関係するフラグがセ ッ トされる。

算術演算命令の例として、アキュムレータと外部メモリの内存の加算命令がある。 加算の結果はア キュム レータに入る。

これらの命令群のうちには、 16ビット CPUレジスタ聞の加減算命令などがある。

ローテイト、シフトの命令群によりどのようなレジスタまたはメモリであれ、キ ャ リまたはキ ャリなしに、算術的または論理的

にfi'_右にローテイトできる。またアキュムレータ |付の 1ディジットとメモリ |付の 2ディジ ッ 卜で左右に ローテイトすることもでき

る。

ピ ッ ト操作命令は 1命令でアキ ュム レー夕、各汎用レジス夕 、あるいは外部メモリド]のデータ のどのビソ 卜でも、セ ッ ト、リ セ

ソトあるいはテストができるものである。 たとえば、レジスタ H内のデータの最上位ビットをリセットする、とい ったことが可能

である。

この命令群は、制御への応用やー-般のプ ログラミ ングにおいてフラグを多用する場合にとくに有効なものである。

ジャンプ、コール、 リタ ーン命令はユーザ・プログラムの流れを変えるためのものである。

この命令群にはし、くつかの異なった形式があり、これらの形式により外部メモリの特定アドレスからプログラム・カウンタに更

新デー タ (幸庁しいアドレスイ直) を耳又ってくる形式も異なる。

ジャンプのうち、リスタート命令はユニークなもので、 8ビット OPコードの一部に新アドレスを含んでいる。この命令では外

部メモリのページ・ゼロ l付の 8筒所のアドレスをナ行定できる。

プログラム ・ジャンプには、レジスタ HL、IX、IYの内容を直接PCに移して行うブi法もあり、ジ ャンプ先のアドレスをその時

点で実行中のルーチンに関連させて決めることもできる。

Z-80Aの入出力命令群は、外部メモリあるいはCPU汎用レジスタ群と多数の外部人.'+"}Jデバイス群とのデータ転送に適してい

る。

人n'，力処理を行う際のポー ト番サはアドレス・パスの下位8ビットにより 256ポートを指定できる。ある種の命令では、このポー
ト番号を命令の 2バイト[jに持ち、また他の命令では、 C レジスタの内容で指定できるようになっている。



93 

Cレジスタを人出力デバイスのポインタとして月JI，、る方式の利点は、異な った入出力ポー トでも共通の駆動ルーチンが使IIJでき

る点にある。 これは、ルーチンが ROMに入っていて、アドレスが OPコード の一部になっている場合には不可能である。

他の特長として、入)J命令でフラグ ・レジスタがr=j動的にセットされるので、入力デー タの状態(たとえば、人力のパ リティ )

を決めるのに余分の命令を使用する 必要がない点があげられる 。

Z-80A CPUには、向動的に 256バイト以上のブロ ック・データをメモリのある領域から人n'，カポートへ、またその逆に転送す
る命令もある。

対にな っている汎用レジスタ群を両方使用して、これらの命令により高速の人出力ブロ ック転送ができる。

この入作J力命令併の真価は次の例でよくわかるだろう 。割り込み駆動形式を用いてf背密度フロッピー ・ディスクを動作させる場

合、 Z-80ACPUは必要なフロッピー・ディスク ・フォ ーマ ット(すなわち、フレ・ア ンプル、アドレス、デー 夕、 CRCコード使

用・未使用など)をプログラムによ ってたやすく刑意できる。

最後の CPU制待11命令は椅々の選択、モード設定のためのものである 。 この命令群には害Jjり込みイネーブル ・フ リップ ・フロ ップ

をセ ッ ト、 リセ ソ卜したり、割 り込みj必答のモ ー ドを設定したりする命令などがある。

4.2 アドレシング ・モード

Z-80A命令併には、 CPU内部レ ジス夕、 外部メモ リあるいは入出)Jポー ト内 にス トアされたデータ の操作命令が多く設けられ

ている。

これらのデー タのある岳地 の指定を行うことをアドレシングという 。

この節では、Z-80Aで使用されるアドレシングのタイプについて簡単な説明をし、あとで符命令群の説明を行う際にさらに詳し

く述べる。

イミディヱット ・アドレシング このアドレシング・モ ー ドでは、 OPコードに続く 1バ イ トを実効オペランドとする。

'ト
'
イ
a，、

ノη〆M+」。(
 
た会4F

句
E
A

、1111
t
F
4
4B
a
aJ

d， 
。
l
 
f
 

例として、アキュムレータに定数をロードするような命令がある。

OPコードに市北 く1ノ〈イ 卜がl白汗をその7ζ数ii9.となる。

拡張イミディエット ・アドレシング このモードは上述のモードを拡慣したものであ り、 オペ ランドが 2バイ トにな っているもの

である。

1または 2/ぐイ ト

下位データ

卜".1;，:データ

たとえば、 16ピッ ト(2バイ ト) デー タを HLレジスタ対にロ ー ドする命令がある。

ゼロ ・ページ修飾アドレシング Z-80Aには、メモリのゼロ・ ページの8箇所を 1バイトで指定する特別なコール命令がある。 こ

れはリスター ト命令と呼ばれ、 PCをゼロ ・ペー ジの実効アドレスにセ ットするものである。 この命令の値は、共通に使用する サブ

ルーチンのアドレス (16ビ ソト) を1ノ〈イ 卜でf旨〉ζできるようにな っていて、ステ yフ。主主を主有楽守できる。

J-
e

、
a

，
 

噌

E
A
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L
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7
 

L
日

'F去、)Jア ドレス (b5b. b3 0 0 0) 2 

相対アドレシング このモ ード では、 OPコードに続く 1バ イト により 、 ジャンプ命令のある場所からのディスプレイスメントを指

定する。 このティスプレイスメン 卜は符号付の 2の令IIi数であり、次の命令の先頭岳地 のf前にこのデ ィスプレイスメントを加 えた値

がジ ャンプ先の番地 となる。
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A 8ピ 、γ トテ'ィスフ円レイスメン ト

( 2の補数)

ジャン フ先 :A十2+(オへ ラ J ド)A+l 

J、+2

このモ ー ドは近隣のアドレスへ 2バイトでジ ャンプでき、 3バイトのジャンプ命令を使用する必要がないときに役に立つ。 多く

の場合、関係、のあるプログラムのセグメントは近接して置かれるのが普通でありこのモードを利用してメモリの節約が凶れる。

符サf、J-2の令市政の革E凶は-128から +127であり、これを A十2に対して加えるのでOPコードのアドレスから計算すると、 十129

から -126の範凶へのジャンプ指定となる。

このモ ー ドの最大の特長はリロケ ー タブル・コードとなる以

拡張アドレシング このアドレシング ・モー ドは命令に 2バイトのアドレス ・デー タを合む。64Kバイト内のどのアドレスに対し

ても 、プログラムをジャンプさせられる。

01'コード 'トー・イ4，、ノワu
+
ao 
た歩43

唱
E
A

l
i
l
-
-
h

目、，
，a1
1
1
1
1'

トイ:，ーアドレスまたは トP:オ 1ラン ド

I_P:アドレスまたは 1--卜1オベランド

拡張アドレシングはメモ リのある位置から他の位置へジャンプしたり、ある位置でのデー タのn'，し人れの命令に必史ι-ものである。
このモードにおいて、ソ ースあるいはデステ イネー ショ ン ・アドレスをm定するオペ ランドとしてこれを (nn) と書いたとき、
nn番地 の メモ リの内存を意味する。 ここで、 nnは16ビ ッ トのアドレス指 定1i在であり、 f舌孤の中の nnは 2バイト の メモリ帯地 ポイ

ンタである。

たとえば (1200)は1200舟地 のメモ リの|付存である。

インデックス・アドレシング このアドレシ ングでは、 OPコー ドのあと にはメモリ ・アドレスのポイ ンタである 2つの インデ yク

ス ・レジスタ のうち、 いずれか一-}j(OPコー ドでJ行主する)の内容に加えるディ・スプレイスメン トを十汗定す るデータ ・バイ トが置

かれる。 このJ桑作ではインデ ック ス ・レジスタ の内容は変 らない。

01'コー ド

2パイト ・コード

OPコード

ドィスフレイスメ寸 インデムレジスタ…

インデ ックス ・アドレシング命令の例として、アキュムレ ー タにメモ 1) (イ ンデッ クス+ディ スプレイスメン ト)の内容をロ ー

ドする命令がある。 ディスプレイスメン卜は符りイ，)"の 2のや，11数である。

インデ ックス ・モードのネ子長として、データ ・テーブルを使用するI易介、イ ンデッ クス・レ ジスタにはどのテーブルのスタート

・ア ドレスでも入れておけるので、非;常に簡単に使!日できるとい う点がある。 2つのインデックス ・レジスタがあるので、 2つ以

上のテ ーブルをよく使用する必要があるとき には都合がよ l'0 インデックス ・モード も相対アドレシングと I，;J様にリ ロケータブル

.コー ドである。

インデダ y クス ・レジスタとして IX、IYがある。 インデ ックス ・アドレシ ングではJ大のような書きブiカ吋a川 される。

(IX+d) または (IY十d)

ここで、 d は OP コード のあとに置かれるデ ィ ス プレイスメントである 。 指孤はこの ~I の値が外部メモリのポインタとして使月!

されている ことを意味している。

レジスタ・アドレシング Z-80Aの多くのOPコー ドにはレ ジス タ十日定 ビットがあり、どのCPUレジスタをJ長作用としてイ史刑す

るかを十旨定するようにな って いる。 レジスタ ・ア ドレシングの例 として、 Bレジスタの内存を Cレジスタにロードする命令などが

ある。

インプライド・アドレシング このモー ドでは、 OPコー ド臼f本がレ ジスタ十旨定を合んでいて、 1つまたは 2つのレジスタが白重力的
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に指定される。

たとえば、算術演算命令では、つねにアキュムレ ー タが結果をセソ 卜するレジスタとなる。

レジスタ間接アドレシング このタイプでは、メモ リ内の位同:指定のポインタとして16ビッ トの レジスタ・ベア (仔IJ:HL)が使間

される。 これは大変強力で役に立つ命令である。

|川コードI 1ま こ 土

{タIJとして、HLレジスタの内存を メモリの位置ポインタとし、その位置の内存をアキュムレー タに ロードすると いった命令がある。

インデックス ・アドレシングは、インデ ックス ・レジスタの内容にデ ィスプレイ スメン卜を 加 えるといったJ呆作を合んでいる 以

外は、 レジスタ |間掠アドレシング ・モー ドの 'Jiヲ式であ る。

ブロソク転i孟、フロ ック・ サーチの命令は このモード の拡張形であ り、 レジスタの|付存の白到jインク リメ ン 卜、 デクリメン 卜お

よび比較機能が付加 されている。 間接モー ドでの記法 はレジスタ名を抗孤で同む。 そしてそのレジスタをポインタとする。 メモリ

{江;貴ポインタがHLレジスタの|付存である場介、

(HL) 

と当:く 。 間接モード では16ビソト・オペ ランドをよく佐川するがこの場合、 レジスタの|付存はまず、オペ ランドのド位ノ〈イ卜をJ行

し、 J大にレジスタの|付存が 臼迫力的にインクリメン 卜され、 卜f立ノ〈イトを十日す。

ビット ・アドレシング Z-80Aには、多くのビット ・セッ 卜、リ セッ 卜およびテス ト命令があ る。 これらの命令は、どのメ モ 1)1-:/: 

置、CPUレジスタに対 しても 有効で、 IFL過した 3モード(レジス夕、レジスタ 間接、お よび インデックス)のいずれかのア ドレ シ

ング ・モ ー ドでビッ トf長打:ができる。

8ビ ッ トのうちのどのビソ卜をJ虫色{'I'するかはOPコー ド内の 3ビ ッ トにより 十旨主する。

アドレシング・モードの組み合わせ

これ らの命令には、算術ii_i-iXil:や ロード命令のように、 1つ以 上のオペラン ドが合まれている命令が多"0これ らの命令では、 2 
つのア ドレ シング・ モードを組 み介わせて!日いる。 たとえば、ロード命令て¥ソースのJ行主はイミデ ィエ ゾト、デステイネ ー ショ

ンの十日定はレ ジスタ 1M]持あるいはインデ ックス ・アドレシングで行う土易イ?などである。

4.3 命令OPコード

こ の節では、 Z - 80A の 存命令 について，;見U)j し 、 それらの OP コード去 をノJ~す。これら 作表の F515古lí でボした OP コードは80~jQA

のものと いJ-.である。

作命令に士、tJ必するアセンブリロ!~ニーモニ ソクを [ rî]ll~・2 に示す 。 OP コード は 16進数点呪にしてあり、 1 バイトのコードは 2 桁の 16進

数、 2バイ トでは 4桁の16進 数で書く 。16進か ら2進 への変換は次の表を利!日するとよ い。

16進数 2進数 10進数 16進数 2進数 10進数

。 0000 。 8 1000 = 8 

1 = 0001 1 9 1001 9 

2 0010 2 A 1010 = 10 

3 = 0011 3 B 1011 11 

4 0100 4 C 1100 12 

5 0101 5 D 1101 13 

6 0110 6 E 1110 14 

7 0111 7 F 1111 15 

Z-80Aの命令ニーモ ニ ックとして OPコー ドlji.独のものと、 OPコード と1つまたは 2つのオペラン ドよリ構成さ れているもの

がある c オペラン ドのな い命令はオペラン ドがOPコー ドに内政されていると考える。

1つの論即ーオペラン ドのみの場合、あるいは ロジカル ORのような片んーのオペラン ドが不之の場介には、 1オペラン ド・ ニー モ

ニ ソクになっている。

2変数を扱う命令は 2オペランド・ニーモ ニックである。

ロードと支換命令 (LD，PUSH， POP) 

去 4-1にCPUの 8ビット・ロ ード 命令併をノメす。 件命令で使「けされるアド レシングの刑も併記しておく 。 データのソースは l二

I'_W判に、デステイネ ー ションはlr-:iJ!lJji掃に心しである。例 として、 Bレジスタから CレジスタへのロードはOPコード 4811となる。
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点中のコードはすべて16進数表現であるが、この48H ( 2進政01001000)コードは M1サイクル11.干に外部メモリから CPUにフェ

γチされ、 CPUはこれをデコードしてレジスタ |剖のデータの伝送を実行ーする。

この命令右下のアセンフリ詰ニーモニックは LDであ り、これのあとにデステイネー ション、ソ ー スのIl闘で苦二く 。 (LDDEST.， S 

OURCE) 

これ らの命令ではい くつかのアドレシ ング ・モードを組み合わせて使!日できる。 たとえば、 ソースをレジスタ ・モード、デステ

イネーションをレジスタ 問4妾モー ドとした刊行イ?ではj大のように三己j.!liでき る。

LD (HL)， D 

これは HLレジスタてイ行之 されたメモリへDレジスタの内存 をロー ド(移す)するニーモニ ック 命令で、 OPコー ドは 72Hである。

ここでHLを問んだ机孤は、 HLの内存をメモリのf立問ポインタとして似:う、ということを忘;11本 している。

Z-80Aのアセンフ'リ ii r抵はフ"ログラミングカf不手坊なようにできている。

作命令はrJ己説明(1勺(セルフ・ドキュメンテ イン グ)で立l味がわかりやす く、 プ ログラムの保守 も来である。

Z-80Aでイ史IIJされる OPコー ドには、 2バイトのものがL、くつかあるのでj七立されたい。

命令には 8ビソ ト、 16ビッ ト、 24ビ ッ ト、32ビッ トの命令があ るが、 これはメモリ の有効利川 に役一江つ。つま り、'f.l:術、論.l1Hi首i

~;rのよ うな命令で、 8 ビ ットでj芥む場合にで も、 16 ビッ ト， ~i，之 の 命令を イ史問しな ければな らないとし たら、メモリ のむだになるか

らである。

LD 命令で、ソースあるいはデステイネーションのf¥i:ili:のアドレシングに インデックス ・モード を使刑した:tJ)j介、 メモリは 3バ イ

ト必・ ~}.gで 、 3ノ〈イト十lはテ?ィスフωレイ スメン 卜dとなる。

たとえば、次の ような命令ニー モニ ックは、IXのI)'J<存から 8バイト "の場 }i}rのI)'J存をレ ジスタ Eにロ ー ドするもので、数'(:8が

オフセ y トでありテーィスフのレイ スメン トとなる。

LD E， (IX+8) 

命令のメモリ 卜でのIl1tt)j<は次のようになる。

アドレス 人

。ド コード

..¥ト1

A 12 デ fスフレイス〆ント ・オヘランド

拡張アドレ シング命令も 3バイトである。 メモ リ6F321f器地の|人j存をアキュムレ ー タにロードする次のような命令では、メモリ

，'.の)llIilj':はikのようになる。

LD A， (6F32H) 

ア ドレス人 I :L¥ I υ1・コー ド

九十1 I :12 I 卜P:ア ドレス

アドレ スの 卜‘付:ノ〈イ トはつねに:_:rq オペ ランドである点に;i:.，む;しなければならない。

かUIJ8ビ y 卜・レ ジスタへ1"(持ロードする命令は 2バイト命令であ る。fi自36"をレジスタ Hへロ ードす る命令は次のように者:ける。

LD H， 36H 

アドレス人 2(; I ()I'コード

人+1 I :1(; オベラ ンド

デステ イネーシ ョン{J!lJのメモ リをインデックス ・アドレ シングで指定 し、ソ ー ス側 をイ ミディ エ ッ 卜で桁志 して ロード する場合、

4バ イ トを必要とする。
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LD (IX-15)， 21H 

アドレスA

OPコー ド

A+l 

A+2 デ ィスフ。レイスメ ントー15( 2 の ~11ì敏fl(l)

A+3 オペ ランド

インデ ックス ・アド レシングでは、いつもディスプレイスメ ン トは OPコードの直後にあ るので注意を要する。

表 4-2に16ビ ッ ト・ロー ド命令群の OPコードを示す。 これは 8ビ ッ トのものとよく似ている。注意すべき点は、拡張アドレ

シングは全部のレジスタ ・ペアに対して使用できることである。

さらに、スタ ソ ク ・ ポインタを月~ ¥，、たレジスタ間接アドレシング命令とし 、PUSHとPOP命令がある。 これらのニーモニ ッ

クはそれぞれれPUSHぺ、、POP"である。 この命令ではスタックへあるいはスタックからプ yシュやポップする際、スタ ックポ イ

ンタが自動的にインク リメン卜あるいはデクリメン卜される点が、他の16ビ ッ ト命令と 異な っている。

PUSH AF 

これは OPコード F511の 1パイ 卜命令であるが、次のような操作が内動的 に行われる。

この結果、外部スタ ックは次のようになる。

o (SP)をー 1する。

oLD (SP)， A 

o (SP)を-1する。

oLD (SP)， F 

(SI"') 

(81'+ 1) 

スタソク先日tt
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ソー ス

デステイネーション

インフライド レジスタ インデックス
イミデイ
エット

R A B C 。 E H し (HL) (8C) (DE) (IX +d) (IY +d) (nn) 円

「一一一
DD FD 3A 3E 

A ED ED 7F 78 79 7A 78 7C 7D 7E OA 1A 7E 7E n n 
57 5F d d n 

DD FD 
B 47 40 41 42 43 44 45 46 46 46 06 

d d n 

DD FD 
C 4F 48 49 4A 48 4C 4D 4E 4E 4E OE 

d d n 

DD FD 
レジス タ 。 57 50 51 52 53 54 55 56 56 56 16 

d d n 

DD FD 
E 5F 58 59 5A 58 5C 5D 5E 5E 5E 1E 

d d n 

DD 
H 67 60 61 62 63 64 65 66 66 66 26 

d d n 

DD FD 
し 6F 68 69 6A 68 6C 6D 6ε 6E 6E 2E 

d d n 

(HL) 77 70 71 72 73 74 75 36 
n 

レジスタ
(8C) 02 

間接

(DE) 12 

DD DD DD DD 。。 DD DD 00 

(IX • d) 77 70 71 72 73 74 75 
36 
d 

インデ ッ d d d d d d d n 

クス FD FD FD FD FD FD FD FD 

(IY +d) 77 70 71 72 73 74 75 
36 
d 

d d d d d d d n 

32 
(nn) n 

n 

ED 
47 

R 
4F 

表4- 1 8ビットロード 、しげ

ポ yプ命令はプッシュ 命令とちょうど逆 の操作になる。

これらの命令では、オペ ランドは16ビ ッ トであり、上位ノ〈イ卜が最初にプ yシュされ、また最後にポップされる。

PUSH BC は PUSH B そして C 

PUSH DE は PUSH D そして E 

PUSH HL は PUSH H そ して L 

POP HL (ま POP L そして H 

となる。

ソー スに対する拡張イミディエット ・アドレシングでは、 OPコードのあとに 2パイ卜のデータが付く 。

LD DE， 0659H 

人

・

人

へ

へ

E

D

 

N
Y

O

ノ

ス

ス

レ

レ

一

叶

ィ

コ

1

1

一
1

一
9

一
6

一

一
1

一
5

一
O

一

'且

9
fM

+

+

 

A

A

A

 

スレア

すべての拡張イミディ エ ッ トあるいは拡張モードでは、 ド位ノ〈イトがOPコードのすぐあとに続く 。
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長 4-3にZ-80Aに設け られている 16ビッ ト・デー タの交換命令を示す。

OPコー ド0811は、 2組のアキ ュムレータとフラグ瓶の切り換えをプログラムで実行させるためのもので、また D9Hで、 6個の汎

用レジスタ群をもう .Hのレ ジスタ群に切り換えることができる。

これらの OPコードは、これ以下に短くできないとし寸品悔の 1バイ 卜命令であり、 2セ ッ トのレジスタ群を即時切り換えて使

IHできる ので、高速の剖 1)込み応、符が必要な場合に利用でき る。

ブロ ック転送およびサーチ

表 4-4に、非常に特長があり、しか も強力 なブロック転送命令を示す。 これらの操作は次の 3つのレジスタを使用して行う 。

HL ソー スの位置のポインタ

DE デステイネーシ ョンのポインタ

BC ノ〈イト・カウンタ

プ ログラムでは、これらのいずれかのブロック転送命令を使用するまえに、上記の 3つのレジスタに値をセ ッ トしておく必要が

ある。

LDI (ロ ー ド&イ ンクリメン卜)命令は、 (HL) で指定される位置から (DE)で指定される伏誼へ、 1バイトだけ転送する。そ

の後、 2つのレ ジスタの内容はインクリメントされて次の位置を指している。

バイト・カウンタ (BC) はデクリメン卜される。 この命令は、データ転送の途"，で他の処理を行いたい場合に便利である。

LDIR (ロード&イ ンクリメント&リピート)命令は LDIの拡張形で、自動的に全部(ノ〈イト・カウンタが零になるまで)デー

タを事云j呈してしまいたいJ碁f??にf単利である。

16ビ ッ ト・レジスタを使用するので、ブロ y クの人・きさは最大64Kノ〈イ卜 (1Kノ〈イト =1024バ イト)まで指定でき 、ソ ース、

デステイネーションのアドレスはメモリ空間のどこにでも配置できる。

さらに、ブロ ック相互のオーバラ ップも可能で、 3つの レジスタ・ ぺアを使用して扱えるデータに何ら制限のないことに注円さ

tltこし、。

LDDとLDDRはさきの 2っとよく 似 ている。 ただ、データ転送後、レジスタ・ ペアHL、DEがデクリメントされる点が異な っ

ていて、 N:置の高い)jか ら低 L、方へ転送する場合に使用するのに適している。

デステイネーション

PUSH命令一一一』

AF 

AF 

BC 

DE 

レジスタ HL 

SP 

IX 

IY 

f広張:ア ド
(nn) 

レシング

間接
(Sp) F5 

(iiJ PUSHおよびPOP命令 7)
すで 'jく;11 がf示~わったあとに
SPがfl'tilさ1.Lる F

BC 

ED 
43 
n 
n 

C5 

表4-2

ソース

レジスタ

DE HL SP IX 

F9 
DD 
F9 

ED 22 ED DD 
53 n 73 22 
n 11 n 
n n 

n n 

D5 E5 
DD 
E5 

16ビットロ ー ド、し0"

f広5長イミ f広5長アド レジスタ
ディエッ卜 レンング 間接

IY nn (I1n) (SP) 

F1 

01 ED 

n 4B C1 
n 

n n 

11 ED 

n 
5B D1 
n 

n n 
吋

21 2A 
n n E1 
n n 

31 ED 
FD 

n 7B 
F9 n 

n 
n 

DD DD 
21 2A DD 
n n E1 
n n 

FD FD 
21 2A FD 
n n E1 
n 円

FD 
22 
n 
n 

FD 
E5 

POP命 令
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インフライド・アドレシング

AF' BC'. DE' & HL' Hし IX IY 

AF 08 

インフラ
BC 

イド
DE D9 
& 
HL 

DE EB 

レジスタ (SP) E3 DD FD 
間接 E3 E3 

表4-3 交換

ソー ス

レジスタ
間接 HLは ソースのポ イ ンタ

DEはテ・ス テ イネーショ ンのポイ ンタ
BCは;ノぐイトカウンタ

(HL) 

ED ホしDl"-Load (DE)ー一一(HL)
AO lnc HL & DE， Dec BC 

ED 九DIR"-Load (DE)ー-(HL)
BO lnc Hし&DE， Dec BC， Repeat until BC=O 

デステイネーション
レジスタ (DE) 
間接

ED もしDD"ー Load(DE)ーー(Hし)
A8 Dec Hし & DE， D巴cBC 

ED "LDDR"ー Load(DE)-ー (HL)
B8 Dec Hし & DE， Dec BC， Repeat until BC =0 

表4-4 ブロック転送グループ

サーチ
ロケーション

レジスタ
間接

HLはアキュムレータの内容と照合
するメモリの位置のポインタ

(HL) BCはノぐイトカウ ンタ

ED 、CPI作
Al lnc HL， Dec BC 

ED 、CPIR"lnc HL， Dec BC 
B1 repeat until BC=O or find match 

ED "CPD" Dec H L & BC A9 

ED ‘CPDR" Dec Hし&BC 
B9 Repeat until BC =0 or find match 

表4-5 ブロックサーチ

表 4-5に 4種のブロック ・サーチ命令のOPコードを示す。
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CPI (コンペア&インクリメント)は、 HLレジスタで指定されるメモリの内容とアキュムレータ内のデータを比較し、その結果

をフラグ・ビット(第5立を参照)の 1つにセ ッ 卜する。その後、 HLレジスタ・ ペアをインクリメン卜し、バイト・カウンタ (BC

レジスタ・ペア)をデクリメン卜する。

CPIRはCPI命令の拡張形であり、ノ〈イト・カウンタが零になるまで比較を繰り返す。 この 1命令で、ある 8ビ ッ ト・キ ャラク

タを令メモリ|勾で探すこともできる。

CPD (コンペア&デクリメント)と CPDR(コンペア&デクリメント&リピート)は同様な命令であるが、各比較ののち HLレ

ジスタをデク リメン卜する点のみが異な っている。したがって、逆方向へのメモリのサーチが行える。(このサーチはメモリ・ブロ

ックの最高アドレス近くからスタートし、下位アドレスへすすむ。)

このブロック転送、サーチ命令は、文字列の操作などの応用に非常に強力な道具となる。

算術と論E旦演算

表 4-6にアキ ュムレータを"，心にした 8ビット算術演算命令群を示す。 インクリメン卜(INC)、デクリメント (DEC)命令も

ともに示す。

これ らのうち、 INC、DECを除いた 8ピ ッ ト操作命令で、アキュムレータと表に示し たソース・データと の聞の操作が行われ、

その結果は、コンペア (CP)命令を除き、アキュムレータに置かれる。CPでは命令実行の前後でアキュムレータの内容は変わら

な¥" 0 これらの操作の結果で、フラグ・レ ジスタがセ ッ トされる。(各命令でセットされるフラグの詳細については、第5章に述べ

る。)

INC、DEC命令は、レジスタはどのメ モリの位置に対しても実行できるが、ソースとデステイネー ションを別々に とることはで

きない。

ソース・オペランド(ソースの指定)にインデックス・レジスタを使用した場合、ディスプレイスメン卜をすぐあとに続けて指

定しておく 。

イミディエ ット ・アドレ シングを使用 した場合には、 実際のオペラン ドでi直接指定する。例として、次のよ うな命令では、あと

のようなメモ リ配置 となる。

AND 07H 

ア ドレ スA I E6 I OPコード

九+1 I 07 I オペラン ド

アキュム レー タの|付存がF311であ れば、結果として 03Hが得られ、最終的にアキュムレータの内容は 03Hとなる。



102 

ソー ス

レジス タ・アドレシング レジスタ
インテ'ッ クス イミ テ'イ

間接 ヱッ 卜

A B C D E H L (HL) (IX+d) (IY+d) n 

00 Fo 
C6 "Aoo砂 87 80 81 82 83 84 85 86 86 86 

d d 
n 

Aoo w CARRY 00 Fo 
CE 8F 88 89 8A 88 8C 80 8E 8E 8E 、AoC"

d d 
n 

00 Fo 
SU8TRACT 

97 90 91 92 93 94 95 96 96 96 
06 

、SUB"
d d 

n 

SUB w CARRY 
00 Fo 

oE 
9F 98 99 9A 98 9C 90 9E 9E 9E 、S8C"

d d 
n 

00 Fo 
E6 、ANo" A7 AO A1 A2 A3 A4 A5 A6 A6 A6 

d d 
n 

00 Fo 
EE 、XOR" AF A8 A9 AA AB AC Ao Aξ AE .AE 

d d 
n 

ー
00 Fo 

‘OR砂 87 80 81 82 83 84 85 B6 86 B6 
F6 

d d 
n 

COMPARE 
00 Fo 

FE 
8F 88 89 BA 88 8C 80 BE BE BE 、Cp"

d d 
n 

INCREMENT 
00 Fo 

も INC砂 3C 04 OC 14 1C 24 2C 34 34 34 
d d 

oECREMENT 
00 Fo 

、oEC" 3D 05 00 15 10 25 20 35 35 35 
d d 

表4-6 8ビッ 卜算術 、論理演算

oecimal AdjuSl Acc， "oAA砂 27 

Compleme円tAcc，、CPL" 2F 

Negs ate Acc.、NEG砂 Eo 
(2's complement) 44 

Complement Carry Flag，、CCF砂 3F 

Set Carry Flag，ゃSCF砂 37 

表4-7 その他の操作

AND 07Hの操作と結果

操作前のACCの内容 1111 0011 F3H 

オペ ラ ン ド 0000 0111 07H 

操作後のACCの内特 0000 0011 03 H 

ADD命令 (ADD)は、ソースの位置内のデー タとアキュムレー タ (ACC)のデー タ聞で 2進加算を行い、 SUB命令は 2進減算を

行う命令である。

キ ャ リを含めた操作を行う場合、 ADC (加算)、 SBC (減算)を使用すればよし、。 それぞれキ ャ リ・ フラグの内存を演算に関与

させ られる。



Z - 80A では、フラグとデシマル ・ア ジ ャ スト (1 0進納[1:) の 命令を i大のような ~Hri;íií _J;ì1菜作に対して使川できる 。

パッ クされた BCD 数の I I IJ 事i'flii~算

作 "J-l、J-2 _ì生数の I I1 J制度 i!:ií~l

符'，;-H2 の十m数 fl fi の I"J ギí'f}!f i!寅~?:

このぢ仕 ~f~洋には他に J命正常手úAND 、 百命P毛布IOR、 14ド他自~J 戸命 .flll_ tIIXOR 、 Iヒ車交 CPカぎある。

アキュムレ ータあ るいは、キ ャリ ・ フラグを J呆í'1'する 5 つの i凡 JIJ 算術H[i~?~ 命令があるが、これをぷ 5 - 7に心す。
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10進捕 [F_は加算と I，;J峠減算に付しでも行うことができ、 BCD~?: Wr演算がf日j 巾ーに行える 。 この減算十1 1\ 11 :_ には N フラグを利川すると

よい 。 こ のフラグは riíî の算術i寅~~:命令がi}ñ!i:算であればセ ッ トされている 。

NEG 命令はアキ ュ ムレータ I )~ の怖の 2 の 十I Iì 数{IH をアキュムレータに開く (セ ッ 卜する)。

ここで、 Z-80Aにはキ ャリを 1)セ ットする 命令がない ことにU:立された l'0 このJ於作はアキ ュムレータ ':1身で ANDをとるなど

の操作 をすれば、キャリ ・フラグが リセ γ 卜されるので、 その命令をと くに設けていないη

ぷ 4- 8 に 16 ビ ッ 卜・レ ジスタ 間の 16ビソ卜演は命令併を 'j ' す 。 これらにはキャリを合めた加、討議~?ーを入札て、 5グループある。

ADC 、 SBC 命令はすでフラグに hf~~砕を Ij牟える 。 これらの命令を他Jii すればアドレス計算あるいは 16 ピソト算術;'i~算操作の問中.化

が|刈tLる。

ソース

8C OE Hし SP 可-I~
「一ー一一一一

HL 09 19 29 39 

やAOO" IX 
00 。。 DO 00 
09 19 39 29 

IY 
FO FO FO FO 
09 19 39 

デステ イネー ション

AOO WITH CARRY ANO 
Hし

EO EO EO EO 
SET FLAGS "AOC砂 4A 5A 5A 7A 

SU8 WITH CARRY ANO 
Hし

EO EO EO EO 
SET FLAGS やS8C" 42 52 52 72 

一INCREMEN 丁、INC" 03 13 23 33 
00 FO 
23 23 

OECREMENT "OEC" 08 18 28 38 
00 FO 
28 28 

表4-8 16ビット算術演算

ローテイ卜とシフト

Z-80Aの i:な特長として、アキ ュムレー夕、 iJUIJレジスタあ るいはメモリ |人jのデー タのローテイトあるいは シフト命令が光'た し

ている点カfあげ られる。

ロー テイ卜とシフト命令の OPコー ドをよ 4-9にノj'す。Z-80Aには、はやI'iおよび"命Hnシフト十呆{'I:も z泣け られている。 これらの

操作は整数の来日および除算を介む広範 |刈 の 111注に他 I IJ でき、 A:J'~1 f記利 なも の である 。

2つの BCDディジ ッ ト・ロー テイ 卜命令 (RRDとRLD) は、 HLレジスタ ・ペアて寸行之 されるメモリ I}'.Iの 2桁(ティ ジッ ト、

4ビ ソトで 1桁 を表わす)とアキュムレ ータ|付の 1桁とのローテイ卜(入れ作え)が行える。 (ぷ 4--9を参!!(1) これ らの命令は

BCDテータ のii:ii立に利川できる。
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ローテイ卜
あるいは
シフ 卜の型

ビット操作

、RLC"

‘RRC" 

もRL砂

、RR"

ホSLA"

ホSRA"

‘SRし砂

"RLD砂

ホRRD"

A 

CB 
07 

CB 
OF 

CB 
17 

CB 
1F 

CB 
27 

CB 
2F 

CB 
3F 

ソースおよびデステイネーション

B C D E 

CB CB CB CB 。。 01 02 03 

CB CB CB CB 
08 09 OA OB 

CB CB CB CB 
10 11 12 13 

CB CB CB CB 
18 19 1A 1B 

CB CB CB CB 
20 21 22 23 

CB CB CB CB 
28 29 2A 2B 

CB CB CB CB 
38 39 3A 3B 

日hb，←~

日 b，ーqJ
ヤ」 b ←ー~

』寸 b ' -bO~

。

H L (Hし) (IX+d) 

00 FD 
CB CB CB CB CB 
04 05 06 d d 

06 06 

DD 
CB CB CB CB CB 
OC 00 OE d d 

OE OE 

DD FD 
CB CB CB CB CB 
14 15 16 d d 

16 16 

DD FD 
CB CB CB CB CB 
1C 1D 1E d d 

1E 1E 

DD FD 
CB CB CB CB CB 
24 25 26 d d 

26 26 。。 FD 
CB CB CB CB CB 
2C 20 2E d d 

2E 2E 。。 FD 
CB CB CB CB CB 
3C 3D 3E d d 

3E 3E 

ED 
6F 

ED 
67 

プ，--ローテ イ ト・サーキュラ

ギiローテイト ・サーキュラ

左ローテ イ ト

わーローテイト

算術的1，:シフト

算術(I~J:(iシフ ト

論理的ホシフト

(HL) 
~:ロ ーテイト
ディジ ット

ギィローテイト
ディジ y ト

表4-9 ローテイ卜とシフ卜

ビ ッ トごとのセ ッ ト、 リセ ッ トあるいはテ ス トとい った操;作はどのようなプ ログラムでも必要なものである。 とくにそのf呆作が

レジスタに限らずメモリ内でできれば、大変便利である。 このビ ッ トは普通汎用ソフトウ エア・ルーチ ン、外部の制御状態の指示
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あるいはメモリの有効利用のためにパックしておくデータ計.の指標などのためのフラグとしてよく使用される。

Z-80Aには、 1命令によりアキュムレー夕、各汎用レジス夕、あるいはどのメモリ f立置に対しでもその中の各ビ ッ トのセット、

リセ ッ ト、あるいはテストカ£できる白G)J;がある。

表 4-10にこの目的のための240の命令貯を示す。

レジスタ・アドレシングでは、アキュムレー タあるいはいずれかのj凡用レジスタをm定でき、そこでのビットt#d乍ができる。
レジスタ間接およびインデックス・アドレシングでは、その指定によって外部メモリ上でビ ッ ト操作ができる。

ビット・テスト操作では、ビッ トの状態をゼロ・フラグ (Z) てい判定する。 たとえば、 Z フラグがセットされているならば、テ

ス卜されるビットは零である。
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レジスタ・アドレシング
レジス

インテ'ッ クス
タ間接

ピッ卜 A B C D E H し (Hし) (IX+d) (IY十d)

。 CB CB CB CB CB CB CB CB 
4d DC6 D B d 4FC6 D B 

47 40 41 42 43 44 45 46 

CB CB CB CB CB CB CB CB DCD B C F D B 

4F 48 49 4A 4B 4C 40 4E d d 
4E 4E 

2 
CB CB CB CB CB CB CB CB C DD B 

C d 5F 6 D B 
57 50 51 52 53 54 55 56 d 56 

3 
CB CB CB CB CB CB CB CB D CD B F C D B 

5F 58 59 5A 5B 5C 50 5E d 6E d 5E 
TEST 
ホBIT"

D C D B FO 

4 
CB CB CB CB CB CB CB CB d C B 
67 60 61 62 63 64 65 66 

d 66 66 

5 
CB CB CB CB CB CB CB CB D C D B F Cd B D 

6F 68 69 6A 6B 6C 60 6E 6d E 6E i 

6 
CB CB CB CB CB CB CB CB CDD B C F D B 

77 70 71 72 73 74 75 76 d 76 d 76 

CB CB CB CB CB CB CB CB d 7DCE D B 
F D B 

7 
7F 78 79 7A 7B 7C 70 7E 

d c 
7E 

。 CB CB CB CB CB CB CB CB 
d 8OC 6 D B 

d CF B D 
87 80 81 82 83 84 85 86 

86 

CB CB CB CB CB CB CB CB 
d 8D CE D B Cd 8F E D B 

8F 88 89 8A 8B 8C 80 8E 

2 
CB CB CB CB CB CB CB CB d 9D C 6 D B 9d F C 6 D B 
97 90 91 92 93 94 95 96 

3 9C 戸B CB CB CB CB CB CB CB DCd 9E D B 
F C D B 

RESET 98 99 9A 9B 9C 90 9E 
9d E 

BIT 

C DO B 、RES"
CB CB CB CB CB CB CB CB 

F D B 
4 

A7 AO A1 A2 A3 A4 A5 A6 d A6 
d c 
A6 

5 
CB CB CB CB CB CB CB CB 

d D C A D B E d ACFD B E 
AF A8 A9 AA AB AC AO AE 

6 
CB CB CB CB CB CB CB CB D CD B CF D B 

B7 BO B1 B2 B3 B4 B5 B6 
d B6 d B6 

7 
CB CB CB CB CB CB CB CB C D D B F CD B 

BF B8 B9 BA BB BC BO BE 
d BE d BE 

。 CB CB CB CB CB CB CB CB C d DC6 D B d CF C 6 D B 
C7 CO C1 C2 C3 C4 C5 C6 

CB CB CB CB CB CB CB CB D CD B 
C d C F D E B 

CF C8 C9 CA CB CC CO CE d C E 

2 
CB CB CB CB CB CB CB CB 

d CDD6 D B d C DF 6 D B 
07 00 01 02 03 04 05 06 

CB CB CB CB CB CB CB CB C d D DD B E 
F O B 

3 
OF 08 09 OA OB OC 00 OE d C DE SET 

BIT 

d C DE6 D B 
、SET砂

CB CB CB CB CB CB CB CB d F C E6 D B 4 
E7 EO E1 E2 E3 E4 E5 E6 

5 
CB CB CB CB CB CB CB CB DCD B C F D B 

EF E8 E9 EA EB EC EO EE d EE 
d 
EE 

6 
CB CB CB CB CB CB CB CB Cd FO6 D B d CFF 6 D B 
F7 FO F1 F2 F3 F4 F5 F6 

7 
CB CB CB CB CB CB CB 

CB日!FCD B 

FF F8 F9 FA FB FC FO FE 
d F E 

表4-10 ビット操作グループ
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ジャンプ、コ ール、リタ ーン

ぷ 4-11にジャンプ、コ ール、およびリターン命令群を示す。 ジャンブとはプログラム中でのス テ ップの変更であり、プログラ

ム ・カウ ンタには、 3つのj車、1Iなアドレシング・モード(拡・5長イミデ ィエ ッ ト、相対、またはレジスタ間十妾)のいずれかでf旨定さ

れる16ビ ッ 卜のMi.がロー ドされる。

ジヤ/プ命令併 には条件 ジャ ンプがある。 これらはジャンプ命令i紅liijの条件によ ってジャンプしたり、そのまま次の命令ステッ

フ。へ続けられるものである。 この条f午(まフラグ ・レジスタ 内のデータにセ ッ 卜されている。(フラグ・レ ジス タに関しては、第 5主

を参!!日)

拡張イミデ ィエ ソト・アドレ シングを使間すれば、メ モリ のどのい:晋へでもジャンプできる。この命令は 3バイト必要で、 OPコ

ー ドの次 のノ〈イ卜 が下代アト、レス・ バ イ トであ り、 そのあとに上位アドレ ス ・バ イトが続 く。(2パイ卜で64Kノ〈イト 全メ モリを指

定する。)

たとえば 、 メ モリ の位出~ 3E3211への無条件 ジャンプは次のようになる。

ア ドレス A I C:l I 01'コー ド

九十 1 I 32 I 卜-f.l:ア ドレス

Aァ 2 I ;m I I-.f:r:ア ドレ ス

本11~.t ジャンプ命令は 2 ハイ ト命令であ り、 2 バ イト 11 はその H寺点 での PC の内存に加えるためのディ スプ レイスメ ン 卜( 2の補

主制I"i.) である。

このデ ィスプ レイ スメントによ りOPコー ドのあるアド レスから+129一一126の信E聞 を十行定できる。

レジスタ間持ジャンプには 3開あ って、レジスタ ・ペア HL、インデックス ・レ ジスタ IX、IYの内容を直接 PCにロ ードし て行

う。 このモー ドでは、ま えで計罪した(院をも とにジャンプ先をiため てジャンプする ことができ る。

コール命令はジャンプ命令の特妹な形であり、 1バリ番地(コール命令のあとのノ〈イトのアドレス)をスタソクにプッシュしてお

いて ジャ ンプ を文.行ーするものである。 リタ ー ン命令はコールの逆 で、スタ ックからデータをポ ップしてき て、 それを直接 PCにロ

ー ドして ジャンプする 命令である。

コールおよび リタ ーン命令で、サブルーチ ンあるいは害Jj1)込みの処却.が、 簡単に行える。

Z-80Aファミリ 刑 に、 2つの特妹 リター ン命令が設けられている。RETI(マスク可能な割り込みか らのリタ ー ン)と RETN(ノ

ン ・マスカブル害IJリ込みか らの リターン)の2栴で、CPUI人jではOPコー ドC911の無条件リターンと同様に扱われるが、次の点で

!/I~な っ ている 。

RETIは訓 り込み処，l-1f1_ルーチ ンの終わ りで使刑するが、Z-80Aの問辺チ ソプはこの命令の'長行を検知して、ネステイ ンク二してい

た害Jjリ込みに付して適切 ;な処開が行われたことを l也、識で、きる。

Z-80Aの!日辺デバ イスの構成 を:;;-J.;証したこ の命令を使)f-Jすれば、ネスティングしていた害Jjリ 込みからの正常リターンの手続きが

簡単に なる。 もし、こ の ような命令がなければ、言Jjリ込み処理ルーチンが完 fし、剖り込みをかけてきたデバイスにそれを伝える

ためには、 i大のようなプログラム・ステ 、ソプが必要であろう 。

DI 

LD A， n 

OUT n， A 

RET 

このルーチ ンが始まるまえにまず言Jjリ jムみを禁J卜する(ディセーブル害IJり込み)。

)サー ビス ルーチンぷ jをデバイスへ通知す る。

リターン。

Z-80Aでは、 2パイ 卜の RETI命令で、さきのような 6パイ卜のステソプを置き換える ことができるのである。 これは害IJり込み

サ ー ビス の II/j: 山 をできる限り続縮しなければな ら ない場介には亙: -~となる 。

プログラムでルーフω;j) 1j 仰を間 lì~- にするために DJNZ 命令があ り、便利 なものである 。 これは 2 バイ トの条件付相対ジャンプ命令

で、 しかも命令'長行ごとにBレジスタがテクリメ ン卜 される。B レジスタが本になるまで繰 り返 しジャンプを行い、零になれば次

の命令ステ ッブに移 る。 オペランド(デ ィスプレ イスメン ト) は 2の補数値で Jj-える。次に簡単な例をポしておく 。
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アドレス

N、N+1

N+2 

N+9 

命令 コメン 卜

LD B、7 ; Bレジスタをカウ ン 卜7にセ ッ ト。

(プログラム ・ス テ ップ) ;. 7 r叶繰り返す内容。

N十10、 N+ll DJNZ -10 もし、 BレジスタがOでなければ

N十12 Uxのステ ソフ。)

拡張
JUMP 、JP砂 イミテ'イ

エット

JUMP ホJR砂 相支サ

JUMP "JPか

JUMP、JP"
レジスタ
間接

JUMP‘JP" 

拡張
ホCALL" イミデイ

エット

OECREMENT B. 
JUMP IF NON キ自 責サ
ZERO‘OJNZ" 

RETURN レジスタ
ホRET" 間接

RETURN FROM レジスタ
IN 丁 、RETI" 間接

RETURN FROM レジスタ
NON MASKABLE 

間接IN 丁 、RETN砂

ある フラグは 1つr.Ltの
円 (I~J で用い ら れ る。
詳細は第 5な参照。

無条件 キャリ

C3 。A
nn n n 

n n 

PC+e 
18 38 
e-2 巴-2

(Hし) E9 

(IX) 
00 
E9 

(IY) 
FO 
E9 

CO 。。
nn n n 

n n 

PC+e 

(SP) 
C9 08 

(SP十 1)

(SP) EO 
(SP+1) 40 

(Sp) EO 
SP+1) 45 

N十12か らN+2へ反る。

(Bレジスタ )=0のとき、ここ へ。

条イ牛

ノン ・
セ' ロ

ノン・ パ リテ ィ パ リティ

キャ リ セ'口 偶数 奇数

02 CA C2 EA E2 
n n n n n 
n n n n n 

30 28 20 
e-2 e-2 e-2 

04 CC C4 EC E4 
n n n n n 
n n n n n 

00 C8 CO E8 EO 

表4-11 ジャンフ、コール、リターン グループ

負 正 カウン卜

FA F2 
n n 

n n 

FC F4 
n n 
n n 

10 
e-2 

F8 FO 

表 4-12に8種 のリスタ ート (RST)命令のOPコードおよびニーモ ニ ックを示 す。 この命令は 1バイトで8箇所の し、ずれかを

コールできる。

この命令の特長は、よく 使用す るルーチンをこれで町べば、 プ ログラム・ステ yプ数、すなわちメ モリ使用量を節減で きる点に

ある。
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OPコード

OOOOH C7 水RST0か

0008H CF "RST 8" 

0010H 07 、RST 16" 

コ

jレ
0018H OF 令 RST 24" 

y 

ド
レ 0020H E7 前 RST32砂

ス

0028H EF ‘RST 40" 

0030H F7 "RST 48" 

0038H FF ホRST56" 

表4-12 リスタ ー ト

入力/出力

Z-80A CPUには表 4-13および長 4-14に不すように、多種の入山力命令群がある。

入)J/出)Jデバイスのアドレシングには、キ色対モードあるいは、 C レジスタを使用したレジスタ |削搾モード がある。

レジスタ !日!被モードでは、入山力デバイス ~t下と内部レジスタ問のデータの ll~~掠伝送が nJ能である点に注意されたし、。 さらに、 8 

つのブロ ソク伝込命令が設けられている。

これらの命令群はメモリ ・ブロ ック転送とl，iJ椛 の ものであるが、 HLレジスタ・ ベアをメモリ・ソ ー ス (tl'，)J要求の場合)または

メモリ・デステイネーシ ョン(入力要求の場介) のポイ ンタとして'1J ~、る点が呉なる 。 ー万、 Bレジスタは同級にノ〈イト・カウン

タとしてイ史用する。

Cレジスタは人力/m力の必要なデバイスのポー卜 のアドレスを{扶持する。
B レジスタは 8ビ y ト長なので、入m7Jブロ ック転j孟は256バイトまでである。

次のような入，'!'，力命令では nはアドレス・パスの卜iι8ビ ソトlこ山 )Jされる。

IN A， n 

OUT n， A 

同11.)"'ごにアキ ュムレータの内存がアドレス・パスの一1""机 8ピ ッ トへiI'，)Jされる。

入出)Jブロ ック転込も合めたレジスタ間接入山)J命令の L、ずれにおいても、 レジスタ Cの内存は、アドレス・パスのド位 8ビ y

トで転送され同IIS'にレ ジスタ Bの内存がアドレス・パスの 卜f'L8ビッ 卜にi!'J)Jされる。
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デステ イネーシ ョン
入力

INPU 丁 、IN砂

、INI"-INPUT & 
Inc HL. Dec B 

‘INIR"ー INP.Inc HL. 
Dec B. REPEAT IF B学O

県IND"-INPUT & 
Dec HL. Dec B 

汁NDR"-INPUT. Dec HL. 
Dec B. REPEAT IF B手O

A 

B 

C 

レジスタ

-アドレ D 
シング

E 

H 

し

レジスタ
(Hし)

間接

表4-13 入力命令群

、OUT"

、OUTI"ー OUTPUT
Inc Hし.Dec b 

‘OTIR" -OUTPUT. Inc Hし，
Dec B. REPEAT IF B学O

、OUTD"-OUTPUT
Oec Hし&B 

、OTDR"ー OUTPUT.Dec HL 
& B. REPEAT IF B学0

イミデイ (n) 
エ ッ 卜

レジスタ (C) 
間接

レジスタ (C) 
間接

レジスタ (C) 
間接

レジスタ (C) 
間接

レジスタ (C) 
間接

デステイネーシ ョン
出力ポート

ソース

レジスタ

A B C 。

03 
n 

ED ED ED ED 
79 41 49 51 

表4-14 出力命令群

ソース
入力ポート

イミテ'イ レジス タ
エ ッ 卜 間接

( n) (C) 

OB EO 
n 78 

EO 
40 

EO 
48 

EO 
50 

ED 
58 

ED 
60 

ED 
68 

ED 
A2 

B2 

ED 
AA 

εD 
BA 

E H 

ED ED 
59 61 

ブロ ック入力
コマンド

レジス タ
間接

し (HL) 

ED 
69 

ED 
A3 

EO 
B3 

ED 
AB 

ED 
BB 

ブロック出力
コマ ン ド
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CPU制御命令

ぷ4-15に6つの汎!日 CPU制御命令を示す。NOPは1UJもしない命令である。HALTはCPUの副作を次に割り込みが人るまで停

止させる命令であるが、この割り込みは 01、E1命令によ ってソフト的に受け付け可否の制I.FJlができる。

3栂矧の剖 1)込み創作モードの指定命令によ って、 CPUはそれぞれ次のような対応する割り込み応答モードになる。

モード Oにセ ソ卜された場介、害1]り込みを発しているデバイスがデータ ・パス I-_に何 らかの命令を乗せて、CPUがそれを実行す

る月ヲエにとなる。

モード 1は簡 lji_なもので、 CPUは向動的に位問0038Hからリスタート (RST)するので、外部同路からの指令はfi"lJら必要でない。

(Iiijの PCの内容はスタックにプッシュされる。)

モード 2は最も強力なもので、全メモリの位置への間接コ ールができる。このモードでは、 CPUはレジスタ Iの内容により ー上位

8ビ ソ卜を指定し、剖リ込みを発斗:しているデバイスからのデータで ド位 8ビッ トを指定し、計16ビッ ト・ メモ リ・ アドレスを形

成する。

このアドレスとそれに続 くアドレス の内存 2パイ 卜により、サービス ・ルーチンの先E員アドレスをf旨定する。

CPUは向動的にこのデータ 2バイトで指定されるアドレスへの CALL命令を実行する。

テーブル

81]り j~与み
サービスルー チ ン

の 光ジiiア ド レス

前NOP"

"HALT" 

DISABLE IN丁、(01)"

ENABLE IN丁、(EI)砂

SET INT MOOE 0 
、IMO"

SET INT MOOE 1 
、1M1" 

SET INT MODE 2 
ホ1M2" 

00 

76 

F3 

FB 

EO 
46 

EO 
56 

EO 
5E 

(レジスタ(1)
川辺Lテり〈イ ス

8080Aモー ド

L{.!:アドレス十行〉ι
卜{.i:アドレス十行;ι

3811係地への コー ル命令

レジス 91と芹1]リ ー込みデノ〈イスから の
8 ビ ソ トデータ を ~!i L、た1111彼コール命令

表4-15 CPU制御命令
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5. フラグ妻頁
Z-80A CPUの 2組のフラグ ・レジスタは種々の CPU換作 による結果を 6ビ ッ トで保持する。

このうち、 4つの ビ ッ トはプログラムによりテス トでき、ジ ャンプの条件として使用できる。 これらについて説明する。

1)キャリ・フラグ (c)ー アキ ュム レータの最上位ビ y トからの桁上がりでセ ッ トされる。加算命令でのキャリ 、 または減算命令

でポロ一発生の場合などでセ ッ トされる。 シフト、ローテ イ ト命令ではこのCビ ッ トが関係する。

2) ゼロ・フラグ (Z)一演算の結果、アキュムレータに零がロードされたときにセ ッ 卜される。他の場合 1)セッ トされる。

3)サイン・フラグ (5)一 このフラグは符号付 数値を扱う場合に使用し、 j寅算の結果が負ならばセ ッ トされる。符号としてビ ッ ト

7 (MSB)を使用するので、アキュムレータのビッ ト7の|付存がこのフラグに置かれる。 (負の数ならば 1が立つ。)

4)パリティ /オーバフロー ・フラグ (P/v)一 この 2つの目的を持ったフラグは論理演算 (AND A， Bなど)が行ーわれた場合には

パ リティを示し、また符号付 2の補数値の算術i寅算が行われた場合にはオーバフローの有無を示すために刑いられる。 Z-80Aの

オーバフローはアキュムレータ内の 2の補数値が十127を超えるか、-128より小さ くなった場合に出 される。次 のよう な加算では

オーパフローとなる。

十 120= 0111 1000 

+105 = 0110 1001 

C = 0 1110 0001 ( -31) オーバフロ一発生(エ ラー)

これはエラ ーであり、オーバフ ローがあるがキャリは出ないので、 エ ラー表示のためにオーパフロ ー・ フラグがセットされる。

次のような 2の補数値の加算では正しい結果が山て、キャリ ・フラグがセットされる。 この場合、オーバフローではないので、

オーバフロー ・フラグはセ ッ 卜されない。

5 = 1111 1011 

-16= 1111 0000 

C=l 1110 1011 = (-21)キャリ発性(正答)

キャリは結果の正誤に直接関係しないので、オーバフロー・フラグが特別 に必要である点に注怠されたい。論理演算 (AND、OR、

XOR)では、結果のパリティが偶数ならばこのフラグはセ ッ トされ、奇数ならばリセ ッ 卜される。

プ ログラマが直接に関与する 必要のないフラグ ・レジスタの残りのビッ トは、いずれも BCD算術演算肘として使用される。

1 )ハーフ・キャリ (H)-BCD i~ií算結果の F{，'，: 4ビットからのキャリ、ポロー用である。命令DAAを月J~、て 10進補疋演算 を行う

場合、このフラグHを用いて、 CPUは向動的にパックされた10進数の加算結果または減算結果に対して補汗.を行い、正しい結果を

算 出する。

2) サブトラクト ・フラグ (N)-BCD 演算で、 加算と減算とではアルゴリズムが異なっているので、このフラグを見て、先に実行

された命令が加算か減算かを判 定し、疋しく DAA命令を実行する。

このフラグ ・レジスタはプログラムによって調べたりf呆作したりすることができ、フォーマットは次のようになっている。

ls I z I x I H I x I川N I c I 
x，立未定義

表 5-1に各種の CPU命令でどのようにフラグ・ビ ッ トが変化するかを示す。 各記号は次のような怠昧を持つ 0

・-フラグ変化 なし。
X -フラグ不定。

O ー リセッ 卜される。

1 ーセ ッ 卜される。

t - 各条件(前述)にしたがって、セ ッ トあるいはリセ ッ トされる。

この表に書かれていないその他の命令はフラグに影響をワーえない。
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ぷ 5- 1 には、式見明 の必症があるいく 柿かの .fJ.)j 介 がプ" まれている 。 Z フラグは 、 ブロック ・ サーチにおいて 、 そ れ らのがi *、 ~k

!~ をノJ ~ すのに J I い、 ら れ る 。

フ ロ ソク ・サー チて¥ソース とアキ斗ム レータのデータがぷ文すればZフラグはセッ 卜され る。 またノぐ リティ ・フラグは、 バイ

ト ・カウンタ (BCレジスタ ・べア) が 千よでなければセットされている。 ノfリティ ・フラグはブロ ック転 ，;1.の|校にも 同十まにな って

L、る。

ブロソク 人n'，}J 命令に お い ては 、 Z フラグはノ〈 イ ト ・ カ ウ ンタとしての B レ ジスタの;Ik!~ を 小; すために JI J l 、 られる 。 人 !I'. }Jブロ

ノ ク似.ì1. が終 f した と き、 Z フラクは.~~ (すなわち、 B= 0) に リセソ 卜される 。 他 )j、 メモ 1J1 1 \j ブロック 'Ijl~ ~込の終 (IIS:(こは、パ

リティ ・フラグカ三 リセ y 卜さhる。

リフ レ ッシュ I !..'j: ， あるいは I レ ジスタの |人J 'i~ がアキュ ムレ ー タに ロ ードさ れた とき 、 主 I J り j主み のイネ ー フゐル・ フ リ ッフn ・ フ ロ ソ

プ (IFF) の|付存は、 ノfリティ ・フラグに，;g，;nされるので、CPUのヰkiitzは いつでも JIじすでにi祉の亡されている 。
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r;'ti ノI人J C z P/V I S N H :J)・

ADD A，s: ADC A，s : v : o 8ピ ソト1)11~ì 、キ ャリを f，7 む 加 I ~} 

Sll B討:S BC A. s. C l' s t t V 1 t 8ビ ソ卜iJuni:、 キャリを戸7 む IJII~l 、よヒ車交

1¥EG t V t 1 1 ねり}ぇ恥; (ニゲ イト)

;\~D s 。: p 4w p () 

日向上"IUiii'~ì 
OR s: XOR討 。t p 。。
I;，¥C • : v 。t 8ビソ卜 ・イ ン7'1 "ント
I】ECs • : v 1 1 8ビ ソト ・デク リメント

ADD dd 出 t • • • 。X 16 ビ y 卜 1) J1 ~ì

AJ)(_' H L.鉛 : V () x 16 ビットキャリを，'， む加 ~r

SBC llL. &s 1 V X 16 ビソトキャリを介むj成 ~ì

RLA: RLC;¥; RRA: RI{CA t • • • 。。 ローテイ 卜・ アキュムレ タ
RL s; RLC白:RR討;RRぐ民

p 1 。。 ローテイ卜、シフト S
SLAぉ;SRAs;SRL s 

RLD.IWD • t 。。 ロー テイト ・テ ィジソ ト /，:、イi
DAA I • デシマ ル・ア ジャスト ・アキュムレ -9

CPL • • • • アキ ;L ムレ-y' ~11lt"(変換

SCF 1 • • • I () 。 セ ソト・ キーいリ
CCF • • • () X キャ リtJli数変侠

11¥ r. (C) • : 1 。() レジス 9HlJ.t主人 )J

I入:1: IN D; OUTI; OUTD • t X X 1 X ブロ γ ク人，'1'，J) 
I:¥[IR; INDR: OTm; (灯、DR • X X X 日手 Oなら (1Z= 0、そ (J)1U!.i土Zニ 1

LD). LDD • X X 。。Iブロゾク転j込
LDIR. LDDR • X 。X 。。 BヴL0ならば P/v=0、 そのf也は P/v-0 

ブロソク ・サーチ

CI'I. CI'IR， CPD，ぐ}'DI{ • t : X X A = (HL)な ら(工Z= 1、 そグ)1也は ZτO

sC"と Oなら(ff'/V -_ 1、 そグ)1也は P/v=0 

LDA. 1; LD A. H • 1 IFF ! o 。 IFFク)1付千五カ{1'/Vにコヒーさf.lる 。
B1T b. s • t X X 。 Sのビソト bの|人l存がZにコヒーされる。

*，;'i .~ミ の MSR か らのキャリがあれば、 Cτ 1 。

'千五な ら(工、 Z = 10 

~:，';* の l\1 SB が 1 ならば、 S = 10 

t.，';*がの数、またはオーハフロ ならば、 P/V-10 

t.，';見ミがj，~持政ならば、 P/v = 0。

結決にキャリ、ボローがあれば、 日= 1 u 

さきのらinr がi)ril( ~ìーならば、 N二 1。

ぬ ('1'のが;*、会:化する o

Jゑj'lのキ山県、 変イヒ しないの

品H1:'こよ り、 リセソ トされる。

i.!idHこより 、 セ ァ卜される。

何日見してよい。

オーノ〈 ・フラグとしてぬわれる。

ノぐ リティ ・フラグとしてJ及jコtLる。

8ビソ ト・ロケーショ J 。

リフレ γ シュ ・カウンタ。

Iレジスタ UilJ リ込み ベク ト ルの トーいI~ ，; "イト !lJ)。

CPUレジスタ A.B. C. D. E. H. L。

16ピゾ ト・ロケ ーション。

8ビ、ソト IJ{I (0 -255)。

16ビソトit!i. (0 -65535)。

記号の説明

C キャリ / リンク ・フラグ

z セ、ロ ・フラグ

S →ナイ ン ・フラグ

P/V:ノ〈リティとオーバフロー米川フラグ

ハーフ ・キャリフラグ

fJll5l/i成算フラグ

S

R

I

 

s

n

 

r

s

n

n

 

H

N

:

・0
1

X

V

P

表 5-1
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6. オペコ ー ドとタイミング表

この 市で、Z-80Aの命令セ ットをまとめておく 。 これらをグループ日IJにi<6 - 1 から 点 6 - 1] にノJ ~ し、 作ぷで 、 i大の 件JÚについ

てぷす。

アセンフリ 11日ニーモ ニ ックの OPコート、

マシン 刊の OPコー ド

シンボリ ッ ク ・ オベ レ ー シ ョ ン (CPU の創刊:、または t~ {n

命令'j~ fd去のフラグ ・ レジスタの |付存

命令のバイ ト紋 (メ モリ ・サイ クル放)

ブ エ ソチ、 完 fj に必定 な T ステー 卜(外~'f l ; クロゾク I.'d)\月 ) の;ほ数

こ;/LらのJとはできるアごけそのi<だけで，む;11本カぎわかるよう 同己J.&さf.Lて いる。
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ニーモニ ック シンボリ yク フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
コード オペレーション C z P!V S N H 76 543 210 数 クル数 ート数 コメント

LD r.r r←-r • • • • • • 01 r r 1 4 r. r レジスタ

LD r.n r←n • • • • • • 00 r 110 2 2 7 000 B 

← n 一→ 001 C 

LD r.(HL) r←(HL) • • • • • • 01 r 110 1 2 7 010 D 

011 E 
LD r.(lX+d) r←(IX十d) • • • • • • 11 011 101 3 D 19 100 H 

01 r 110 
101 L 

← d → 
111 A 

LD r.(IY+d) r←(lY十d) • • • • • • 11 111 101 3 5 19 
01 r 110 

← d → 

LD (HL)， r (HL)←r • • • • • • 01 110 r 2 7 

LD (IX +d)，r (lX +d)←r • • • • • • 11 011 101 3 a 19 
01 110 r 

← d → 

LD (lY +d). r (IY +d)←r • • • • • • 11 111 101 3 D 19 
01 110 r 

← d → 

LD (HL).n (HL)←n • • • • • • 00 110 110 2 3 10 
← n 一→

LD (IX十d).n (lX +d)←n • • • • • • 11011101 4 5 19 
00 110 110 

← d → 

← n 一→

LD (lY+d).n (lY +d)←n • • • • • • 11 111 101 4 5 19 
00 110 110 

← d → 

← n 一→

LD A.(BC) A←(BC) • • • • • • 00 001 010 2 7 

LD A，(DE) A←(DE) • • • • • • 00 011 010 2 7 

LD A.(nn) A←(nn) • • • • • • 00 111 010 3 4 13 
← n 一一歩

← n → 

LD (sC).A (sC)←A • • • • • • 00 000 010 1 2 7 
LD (DE)，A (DE)←A • • • • • • 00 010 010 1 2 7 
LD (nn)， A (nn)←A • • • • • • 00 110 010 3 4 13 

._ n 一一・

._ n → 

LD A，I A←I • t IIFF2 。。11 101 101 2 2 9 
01 010 111 

LD A.R A←R • t tlFF2 。。11 101 101 2 2 9 
01 011 111 

LD I.A I←A • • • • • • 11 101 101 2 2 9 
01 000 111 

LD R.A R←A • • • • • • 11 101 101 2 2 9 
01 001 111 

i主) r、r'はA、B、C、D、E、H、Lレジスタを11守す。

IFF (州り Jるみイネーブル ・フリ ッフ')はpiVフラグにコピーされる 。

フラグ :・=変化せず、 0= リセ ソ.ト、 1=セ 、ソト 、x=不定。

t =操作の結果でセ ソ卜またはリセソトされる 。

表6-1 8ビッ卜・ロード
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ニーモニック シンボリック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
コード オペレーション 数 クル数 ート数

コメ ン
C Z P/V S N H 76 543 210 

LD dd， nn dd←nn • • • • • • 00 ddO 001 3 3 10 dd 

や n ・ 。。 BC 
← n 一→

01 υE 
LD IX， nn IX←nn • • • • • • 11 011 101 4 4 14 

00 100 001 
10 HL 

← n 一→ 11 5P 

← n 一→

LD IY，nn IY←nn • • • • • • 11 111 101 4 4 14 
00 100 001 

← n 一一歩

← n 一→

LD HL，(nn) H←(nn+l) • • • • • • 00 101 010 3 5 16 nnは2バイトの紋、ードP:1パイ
L←(nn) ← n ー惨 トはオペコー ドのjI'J:後。

← n → U:': 1バイトはそのi大に人 る。

LD dd，(nn) ddH←(nn + 1) • • • • • • 11 101 101 4 6 20 
dd"←(nn) 01 ddl 011 

← n ........ 

← n 一→

LD IX ，(nn) IXH←(nn + 1) • • • • • • 11 011 101 4 6 20 
IX"←(nn) 00 101 010 

+- n 一→

← n → 

LD IY，(nn) IYH←(nn十1) • • • • • • 11 111 101 4 6 20 
IY"←(nn) 00 101 010 

← n ー+

← n → 

LD (nn)， HL (nn + 1)←H • • • • • • 00 100 010 3 ;) 16 

(nn)←L ← n -. 

← n ー→

LD (nn)，dd (nn+l)←ddll • • • • • • 11 101 101 4 6 20 
(nn)←ddl. 01 ddO 011 

+- n 一→

← n 一一歩

LD (nn)，IX (nn+l)←IXH • • • • • • 11 011 101 4 6 20 
(nn)←IXI. 00 100 010 

← n 一一歩

+- n 一一参

LD (nn)，IY (nn+l)←IYH • • • • • • 11 111 101 4 6 20 
(nn)←IY" 00 100 010 

← n ー，

← n 一一歩

LD SP，HL SP←HL • • • • • • 11 111 001 6 

LD SP，IX SP←IX • • • • • • 11 011 101 2 2 10 
11 111 001 

LD SP，IY SP←IY • • • • • • 11 111 101 2 2 10 
11 111 001 

」
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ニーモニ ック シンボリック フラグ

コード オペレーション C Z P!V S N 

PUSH qq (SP-2)←qq L • • • • • 
(SP-l)←qq 11 

PUSH IX (SP-2)←IX L • • • • • 
(SP-l)←IXH 

PUSH IY (SP-2)←IY L • • • • • 
(SP-l)←IY H 

POP qq qqll←(SP+ 1) @ • • • • 
qqL←(SP) 

POP IX IXH←(SP+1) • • • • • 
IXI.←(SP) 

POP IY IYII←(SP十1) • • • • • 
IY L←(SP) 

i主)ddはレジスタ ・ベアBC、HL、SP。

qqはレジスタ ・ベ、アAF、RC、DE、HL。

;ぷ'j<H、Lはそれぞれ山{:(パイ ト、1氏f，'(ノ〈イト を表わす。
(Vlj) BC
L 
=C、 AF

H
で A

H 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

オペコード パイト Mサイ Tステ

76 543 210 数 クル数 ート数

11 qqO 101 3 11 

11 011 101 2 4 15 

11 100 101 

11 111 101 2 4 15 

11 100 101 

11 qqO 001 1 3 10 

11 011 101 2 4 14 

11 100 001 

11 111 101 2 4 14 

11 100 001 

フラグ :・=安化せず。

0=リセ ソ卜さ hる。

1 =セソ卜さhる。

X ィ、~~である 。

コメント

qq レジス タ

。。 BC 

01 DE 

10 HL 

11 AF 

t = 1~H1 ; の手，'i リL により、セ ット またはリセ ソ トされる 。

表6-2 16ビッ 卜・ロード



ニーモニ ック

コード

EX DE， HL 

EX AF，AF' 

EXX 

EX (SP)，HL 

EX (SP)，IX 

EX (SP)，IY 

LDI 

LDIR 

LDD 

LDDR 

CPI 

CPIR 

CPD 

CPDR 

シンボリ ック フフグ オペコード バイト Mサイ TAテ コメン

オペ レーション C z P/V S N 日 76 543 210 数 クル数 一卜r(
DE-HL • • • • • • 11 101 011 1 4 

AF~AF' • • • • • • 00 001 000 1 4 

(BC) (BC) 
• • • • • • 11 011 001 1 4 レジスタ ・ぺアの内作とその

DE 1-1 DE' Mlllhレジスタ ・ぺアの内科を

HLJ ¥HL' 交検する

H+->{SP十1) • • • • • • 11 100 011 1 5 19 
L+->{SP) 

IX 11 +->{SP十1) • • • • • • 11 011 101 2 6 23 
IXL ++(SP) 11 100 011 

IY 1I叶SP+1) • • • • • • 11 111 101 2 6 23 
IY L叶 SP) 11 100 011 

① 

(DE)←(HL) • • • 。。11 101 101 2 4 16 ポインタ 1 l\~1 

DE←DE+l 10 100 000 ノ〈イトカウ ンタ 1 i成

HL←HL+l 

BC←BC-l 

(DE)←(HL) • • 。• 。。11 101 101 2 ;) 21 BCヰOの場介

DE←DE+l 10 110 000 2 4 16 BC=Oの場合

HL←HL+l 

BC←BC-l 

BC=Oまで繰

リ返す

① 

(DE)←(HL) • • • 。。11 101 101 2 4 16 
DE←DE-l 10 101 000 

HL←HL-l 

BC←BC-l 

(DE)←(HL) • • 。• 。。11 101 101 2 5 21 BC I 0の場fト
DE←DE-l 10 111 000 2 4 16 BC=OのJiJイ?

HL'-HL-l 

BC←BC-l 

BC=Oまで泌

リ返す

② ① 

A-(HL) • 1 11101101 2 4 16 

HL←HL+l 10 100 001 

BC←BC-l 

(玄，在〉

A-(HL) • 1 11 101 101 2 占. 21 BCヤOかっA=(HL)のJ41イ?
HL←HL+l 10 110 001 2 4 16 BC=OまたはA=(HL)のfiJfT
BC←BC-l 

A=(HL)または

BCニ Oまで正恭リ

jkす

② ① 

A-(HL) • 1 11 101 101 2 4 16 

HL←HL-1 10 101 001 

BC‘-BC-l 

② ① 

A-(HL) • 11 101 101 2 ;) 21 BCキOかつA=(HL)のJ易f?
HL←HL-l 10 111 001 2 4 16 BC=OまたはA-(IlL)のJ品介
BC←BC-l 

'¥=(HL)または

BC-Oまで繰り

j~ す

L_ 

j主) '1、BC-1 0な らば !'Vは O、その{也は 10 フラ グ :・ = '~':化せず η

、2î -(HU;t;・ら :fZ(i: 1、その他(i:0。 0 セ ソト、 1.-1)セ ノ1.，

t -t~{~ '車内県で .Jt{ヒする p

表6-3 交換、 ブロ ック転送、 サーチ
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ニーモニ ック

コード

ADD A，r 

ADD A，n 

ADD A，(HL) 

ADD A， (lX +d) 

ADD A，(lY十d)

ADC A，s 

SUB s 

SBC A，s 

AND s 

OR s 

XOR s 

CP s 

INC r 

INC (HL) 

INC (lX +d) 

INC (IY +d) 

DEC m 

シンボリ yク フフグ オペコード バイト Mサイ Tステ
オペレ ーション C Z P/V S N 狙 76 543 210 数 クル数 ート数

コメント

A←A+r t I v 。 10函 r 1 1 4 r レジスタ

A←A+n t I v 。 11圃 110 2 2 7 000 B 

← n → 001 C 

A←A+(HL) t I v 。 1010耐 110 1 2 7 010 D 

A←A+(lX十d) t I v 。 11 011 101 3 5 19 011 E 

10圃 110 100 H 

← d → 101 L 

t I v 
111 A 

A←A+(lY+d) 。 11 111 101 3 5 19 

10画面 110
← d → 

A←A+s十CY t I v 。 圃 Sは， ADD命令とIt]様lこr，n， I 
A←A-s t I v 1 |函 (HL)， (lX +d). (lY +d)のい

A←A-s-CY t I v 1 回 ずれかを示す。

A←Aハs 。 P 。1 圃 ワクで闘ったビ ソトを tの

A←AVs 。 P 。。 国 ADD命令咽のカわ吋|

A←AVs 。 P 。。 圃
A-s t I v 1 [TI] 
r←r+1 • t I v 。 00 r [函 1 1 4 

(HL)←一{HL)十1 • t I v 。 00 110而副 3 11 

(lX +d)← • t I v 。 11 011 101 3 6 23 

(lX +d)十1 00 110 l画
← d → 

(lY +d)← • t I v 。 11 111 101 3 6 23 

(IY +d)+ 1 00 110 r函
← d → 

m←m-l • t I v 1 圃
m はINC命令と同様にr，(HL)

(IX十d)，OY+d)のいずれか

を示す。

オペコードはINC命令の圃

を固に変更したも のに同じ

である。

i主) vはオーバフロ ー ・ フラグとして 、 Pはノ 〈 リテ ィフラ グと して .tJkゎ h ることを.'~~ II.ょする 。

フラグ .・=変化せず。

0=リセ y 卜される。

1 =セ ソ卜される。

x=イ"ζ。
! =1~fH.';~~ により、 セットま たはリセソ卜さ れる 。

表6-4 8ビット算術・論理演算



ニーモニヴク

コード

DAA 

CPL 

NEG 

CCF 

SCF 

NOP 

HALT 

DI 

EI 

1M 0 

1M 1 

1:¥'1 2 

シンボリ yク フラグ オペコード

オペレーション C z P/V S N H 76 543 210 
P • 00 100 111 

A←A • • • • 1 00 101 111 

A←A十1 t I v 1 11 101 101 

01 000 100 

CY←CY • • • 。x 00 111 111 
CY←1 1 • • • 。。00 110 111 
何 も実行しないが • • • • • • 00 000 000 
PC←PC+l 

CPUf乎Jトー • • • • • • 01 110 110 
IFF←O • • • • • • 11 110 011 
IFF←1 • • • • • • 11 111 011 
}illりiムみモー ド • • • • • • 11 101 101 
0にする 01 000 110 

'，iil]り込みモー ド • • • • • • 11 101 101 
1にする 01 010 110 

'，1;1]リ;6みモー ド • • • • • • 11 101 101 
2にする 01 011 110 

j主) I FF ~ 土，iilJ り I~.みフリ ， 7 ・ 7 口 r ブ 。

CYはキーh リ・フリノブ ・フロソ 7 0

フラグ 守交化せず。

0=リセ ノト されるυ

1 セノトさ hるι

x=イ、 仁F

バイト Mサイ Tステ
数 クル数 ート数

4 

1 1 4 

2 2 8 

4 

4 

1 1 4 

1 4 

1 1 4 

4 

2 2 8 

2 2 8 

2 2 8 

! ~ -t'止 1'1 ーのが1 県 に上リ 、 七 r 卜または')セ ノ卜さ iLるG

表6-5 各種操作およびCPU制御
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コメ ン

2進化10進数(BCD)補正

1のfili放 Acc

2のMi~'{ Acc 

キャリの jぇ ~1;

キャリ・セ ソト

ディセーブル'，iiljり込み

イネーブル'，iil]1) ，;ムみ

'，iil]リ込みモー |、 のセゾ卜
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ニーモニ yク

コード

ADD HL，ss 

ADC HL，ss 

SBC HL，ss 

ADD IX，pp 

ADD IY， rr 

INC ss 

INC IX 

INC IY 

DEC ss 

DEC IX 

DEC IY 

シンボリック フラグ オペコード

オペレーション C Z P/V S N H 76 543 210 

HL←HL+ss • • • 。X 00 ssl 001 
HL‘-HL+ss十CY t I v 。X 11 101 101 

01 ssl 010 

HL←HL-ss-CY t I v 1 I X 11 101 101 
01 ssO 010 

IX←IX +pp • • • 。X 11 011 101 
00 pp1 001 

IY←IY十rr • • • 。X 11 111 101 
00 rrl 001 

ss←ss+1 • • • • • • 00 ssO 011 
IX←IX+l • • • • • • 11 011 101 

00 100 011 

IY←IY +1 • • • • • • 11 111 101 
00 100 011 

ss←8s-1 • • • • • • 00 ssl 011 
IX←IX-l • • • .1. • 11 011 101 

00 101 011 

IY←IY-l • • • • • • 11 111 101 
00 101 011 

j主) S5はレジス タ ・へアBC、DE、HL、S1'o
ppLtレジスタ ・〆えアBC、DE、rx、SP。

r-r(まレジスタ ・ベ アRC、DE、IY、S1¥，

フラグ :・ニ変化せず。

0=リセ ゾ卜 さhる。

X一不定。

バイト Mサイ Tステ
数 クル数 ート数

3 11 

2 4 15 

2 4 15 

2 4 15 

2 4 15 

6 

2 2 10 

2 2 10 

1 6 

2 2 10 

2 2 10 

! -HU1oの手円以によ り、 セ ソトまたはリセッ トされる e

表6-6 16ビッ ト算術演算

コ メン

ss レジスタ

。。 BC 

。1 DE 

10 HL 

11 SP 

pp レジスタ

。。 BC 

01 DE 

10 IX 

11 SP 

rr レジスタ

。。 BC 

01 DE 

10 IY 

11 SP 



ニーモニ ・ソ ク

コード

RLC A 

RL A 

RRC A 

RR A 

RLC r 

RLC (HL) 

RLC (IX+d) 

RLC (lY +d) 

RL s 

RRC s 

RR s 

SLA s 

SRA s 

SRL s 

RLD 

RRD 

シンボリ ック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
オペ レーション C I Z P/V S N H 76 543 210 数 クル数 ート数

四 lo己 • • • 。。00 000 111 1 1 4 

55dE」 • • • 。。00 010 111 1 1 4 

EE司 • • • 。。00 001 111 1 4 

』主主nJ • • • 。。00 011 111 1 1 4 

P 。。11 001 011 2 2 8 
00直司 r

P 。。11 001 011 2 4 15 
。。直司110

日 E三己 P 。。11 011 101 4 6 23 
11 001 011 

← d → 

。o[QQQJ 110 
P 。。11 111 101 4 6 23 

11 001 011 

← d → 

00画互]110

4mεD」 P 。。 [Q]]J 
?も

~四 P 。。 [QQlJ 

L在ヨー恒 :トJ P 。。 [Qill 

回一巨王子。 P 。。 匝司
s 

ト苛ミ引亙l P 。。 匝E

()ム~ P 。。 lIill 

恒~ • P 。。11 101 101 2 5 18 
'IlL I 01 101 111 

位E語 • P 。。11 101 101 2 5 18 
'HL! 01 100 111 

一 '-ーーーー

フラグ ・ニ変化せず。

。ア リセ γ 卜さtLる 。

1 ~セゾトさ h る の

x=イ、3ζ。
t =1扶iH，，'i'-l!cにより 、セ ッ トまたはリセァ卜される c

表6ーア ローテイ卜 、 シ フト
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コメ ン ト

アキ ュム レー タの内符を左へ

ローテイ 卜する

アキ ュム レー タの内作を右へ

ローテイトする

レジスタ rの|勾脊を左へ

ローテイ トする

r レジス タ

000 B 

001 C 

010 D 

011 E 

100 H 

101 L 

111 A 

オペラン ドsにはr，(HL)，(lX

+d)，(lY + d) がm~ 、られる
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ニーモニック

コード

BIT b， r 

BIT b，(HL) 

BIT b，(IX十d)

BIT b， (IY + d) 

SET b，r 

SET b，(HL) 

SET b，(IX+d) 

SET b，(IY+d) 

RES b，s 

シンボリック フフグ .オペコード バイト Mサイ Tステ
オペレーション C Z P/V S N H 76 543 210 数 クル数 ート数

Z←rn • t I X X 。 11 001 011 2 2 8 

01 b r 

Z←(HLh • X X 。1 11 001 011 2 3 12 
01 b 110 

Z←(IX +d) n • t I X X 。1 11 011 101 4 5 20 
11 001 011 

‘ー一一 d → 

01 b 110 

Z←(IY+d)n • t I X X 。1 11 111 101 4 5 20 
11 001 011 

← d 一一→・

01 b 110 

rn←1 • • • • • • 11 001 011 2 2 8 
回 b r 

(HL)n←1 • @ • • • • 11 001 011 2 4 15 
固 b 110 

(lX+dh←1 • • • • • • 11 011 101 4 6 23 
11 001 011 

← d → 

固 b 110 

(IY +dh←1 • • • • • • 11 111 101 4 6 23 
11 001 011 

← d → 

回 b 110 

Sb←O 圃
s==r，(HL)， 

(lX +d)， 

(IY十d)

i主)m
b
のbはmのぷすーメ モ リのf:(j;/a':またはレンスタのピ γ 卜o~ 7を'1'す。

フラグ :・=交化せず。

o=-リセ ソ卜さ hる。
1 =セ ソトさ れる 。

x=イ'，-ι。
! = 1処 i~，グ〉結以によ り、セゾトまたはリセソ卜さ れる 。

表6-8 ビット操作、 テスト

コメン

r レジスタ

。。。 B 

001 C 

010 D 

011 E 

100 H 

101 L 

111 A 

b テス トビ y 卜

000 。
001 1 

010 2 

011 3 

100 4 

101 5 

110 6 

111 7 

オペランド Sのピソ卜 bを1) I 

セソ卜する



ニーモニック

コード

JP nn 

JP CC， nn 

JR e 

JR C，e 

JR NC，e 

JR Z，e 

JR NZ，e 

JP (HL) 

JP (lX) 

JP (lY) 

DJNZ，e 

シンボリック フフグ オペコード バイト
オペレーション CIZ P/V SIN H 76 543 210 数

PC←nn • 1 • -・ -・ 11 000 011 3 

← n ー+

ゃ- n 一+

ccがffなら .1. .1. .1. 11 cc 010 3 

PC←nn ← n 一→

偽なら次の命令へ や n →

PC←PC+e • • • • • • 00 011 000 2 
← e-2 → 

C=oならi大の命令 • • • • • • 00 111 000 2 
'̂、 ← e-2 → 

C=1なら 2 

PC←PC+e 

C=1なら • • • • • • 00 110 000 2 
i欠の命令へ ← e-2 → 

C=oなら 2 

PC←PC十e

Z=oなら次の命令 • • • • • • 00 101 000 2 
.A... ← e-2 → 

Z=1なら 2 

PC←PC十e

Z=1なら次の命令 • • • • • • 00 100 000 2 
.A... ← e-2 → 

Z=oなら 2 

PC←PC+e 

PC←HL • • • • • • 11 101 001 
PC←IX • • • • • • 11 011 101 2 

11 101 001 

PC←IY • • • • • • 11 111 101 2 
11 101 001 

B←B-l • • • • • • 00 010 000 2 
B=Oならi大の命令 ← e-2 → 

.A... 

BキOなら 2 

PC←PC+e 

j主:)c(土利jNアドレ シ J グ ・モードでのイヲステンシヲン c

c(土何 りH2のilllt'dlll( 126 ~ +129)。

Mサイ Tステ
クル数 ート数

コメ

3 10 

3 10 CC 

。。。
001 

010 

011 

100 

101 

110 

111 

3 12 

2 7 

3 12 

2 7 

3 12 

2 7 

3 12 

2 7 

3 12 

1 4 

2 8 

2 8 

2 8 B=Oの場合

3 13 B平 Oの場子?

e-2はl'Cが1'1{iIJil")に 12されてしまうので 、 ニれをキ ヘン セルしたI111である 。

eそのものは、 0ドコー ドのi)'，: ;;t I~ から ， i n~ した 11 1' 1 である 。

フラグ ・=交化せず。

Oユ リセ y トさuるC

1 セ /卜 さhゐ。

x=イ、〉ι。
! = 1弘行ーの ~:t'i ~~ により、セ ソ 卜またはリセ r 卜さ h る。

表6-9 ジャンプ

125 

ント

条件

NZnon zero 

Z zero 

NCnon carry 

C carry 

PO parity odd 

PE parity even 

P sign positive 

M sign negative 
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ニーモニック

コード

CALL nn 

CALL cC，nn 

RET 

RET cc 

RETI 

RETN 

RST p 

シンボリック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
オペ レーション C Z P/V S N H 76 543 210 数 クル数 ート数

(SP-l)←PCII • • • • • • 11 001 101 3 5 17 
(SP-2)←PCL ← n 一一歩

PC←nn ← n -> 

CCがffならば • • • • • • 11 cc 100 3 3 10 
CALL nnと|司じ、 ← n 一→

偽な ら次の命令へ ← n 一一歩 3 5 17 

PCL←(SP) • • • • • • 11 001 001 1 3 10 
PCH←(SP十1)

CCカ勺1ならliRET • • • • • • 11 cc 000 1 1 5 
と同じ、f為な ら次 1 3 11 
の命令へ

害IJりj6みからの リ • • • • • • 11 101 101 2 4 14 
ター ン 01 001 101 

NMIからのリ ター • • • • • • 11 101 101 2 4 14 
J 01 000 101 

(SP-l)←PCH • • • • • • 11 t 111 1 3 11 
(SP-2)←PCL 

PCH←O 

PCL←P 

フラグ :・=変化せず。

0=リセ ソ卜される 。

1 =セットさ i"Lる 。

x = ィ、 ~;j~ 0 

t =-t'V!fiの結以によ り、セソ トまたはリセ ソ卜さ れ る。

表6一 10 コール、 リターン

コメント

CCがf為のI41f「

CC が J'~ のILi介

CCが偽の.tJA介

CCがfiの.tJA{ト

CC 条件

。。。 NZ non zero 

001 Z zero 

010 N C non carry 

011 C carry 

100 PO parity odd 

101 PE parity even 

110 P sign positive 

111 1¥1 sign negative 

t P 

000 OOH 

001 08H 

010 10H 

011 18B 

100 20B 

101 28B 

110 30B 

111 38B 



ニーモニック

コード

IN A，(n) 

IN r，(C) 

INI 

INIR 

IND 

INDR 

OUT (n)，A 

OUT (C)， r 

OUTI 

OTIR 

OUTD 

OTDR 

シンボリック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
オペレーション P/V 数 クル数 ート数

コメン
C Z S N 日 76 543 210 

A←(n) • • • • • • 11 011 011 2 3 11 n to Ao-A 
← n 一一歩 Acc to A~-Al5 

r←(C) • P 。。11 101 101 2 3 12 C to Ao-A7 
r=110の士持合は、 01 r 000 B to A持-A15

フラグのみ影$P{iを

受ける ① 

(HL)←(C) 
‘ t I x 

X 1 I X 11 101 101 2 4 16 C to An-A7 

B←B-l 10 100 010 B to Ax-Al:; 

HL←HL+l 

(HL)←(C) • 1 I X X 1 I X 11 101 101 2 5 21 C to Ao-A7 
B←B-l 10 110 010 (l;!) B to As-AI5 
HL←HL十1 2 4 16 

B=Oまで繰り返す ① (l::) 
(HL)←(C) • t I X X 1 I X 11 101 101 2 4 16 C to Ao-A7 
B←B-l 10 101 010 B to As-AJ;i 

HL←HL-l 

(HL)←(C) • 1 X 11 101 101 2 5 21 C to AII-A i 

B←8-1 10 111 010 (~ 写 。 )
のと き

B to As-AI5 

HL←HL-l 2 4 16 

B=Oまで繰り返す (i;!) 
(n)←A • • • • • • 11 010 011 2 3 11 n to Ao-Ai 

Acc to As-AlS 

(C)←r • • • • • • 11 101 101 2 3 12 C to AII-Ai 
01 r 001 B to As-Al;; 

① 

(C)←(HL) • t I X X 1 X 11 101 101 2 4 16 C to Ao-A7 
B←B-l 10 100 011 B to As-A15 

HL←HL+l 

(C)←(HL) • 1 I X X 1 X 11 101 101 2 5 21 C to Ao-A7 
B←B-l 10 110 011 (l:!) B to Ax -A15 
HL←HL+l 2 4 16 

B=Oまで繰り返す (R=o) 
のとき

① 

(C)←(HL) • t I X X X 11 101 101 2 4 16 C to Ao-A7 
B←s-l 10 101 011 B to A~ - A J;í 

HL←HL-l 

(C)←(HL) • 1 I X X X 11 101 101 2 5 21 C to AII-A7 
B←B-l 10 111 011 ( ~ 字 。 )

のとき B to As-A15 

HL←HL-l 2 4 16 

s=Oまで繰り;sす (i:!) 

i主:)(DB-lが'イょになればヌフラグがセゾ卜され、そJ.LrJyトのときは リセ ゾ卜される 。

A ーはアドレス ・〆、ス。o 15 

フラグ :・ =変化せず。

0=リセソト さiLる 。

1 =セソトさ tLる 。

X ~ イ~ ~.ι 。

t HHi・*，，';~~により、セ ソ ト ま た は' ) セソ 卜される 。

表6-11 入力/ 出力

127 
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7.割り込み応答
割り込みは、周辺デバイスがCPUの通常処理喝を -時保留させ、!司辺デノ〈イスの処理ルーチンを実行させるために設け られている。

普通このサービス(処理)には、 CPUと周辺とのデー夕、ステー タス、あるいは市rH1iI情報の送受などが合まれている。

このサービス ・ルーチンが終了すれば、 CPUは剖リ込みがかか ったまえの処理に戻る。

割り込みのイネーブル/ディセーブル

Z-80ACPUには、ソフト的にマスク可能 な割 り込みの 2つの存IJり込み入力端--rが設け られている。
ノン ・マスカブル害IJり込み (NMI)はプログラムによ ってディセ ーブル(禁止) できず、周辺デバイスが要;Rを11'，せば必ず受け

付け られる。 この割り込みは普通重要な機能、たとえば不定;の作電のようないつ起こるかわからないが故に対する処置!日として使

HJされる。

マスカブル割り込み (INT)はプログラムによりイネーブル(許可)、ディセーブル(全止)を白山に選択できるもので、計H寺(タ

イマ)のように途中で邪魔(割り込み)が入っては閃る場合に、プログラムにより適:11にディセーブルしておくことができる。

CPU内 にイネーブル ・フリ yプ ・フロップ(IFF)が設けられているので、これをプログラムによって EI(イ ネーフψル吉IJり込み)

または DI(デ ィセーブル害IJり込み)命令でセット、またはリセ ッ トする。

IFFがリセ ッ 卜されれば、 CPUは剖り込みを受け付けなくなる。

Xli祭には、 IFFはIFF，とIFF2の 2つのイネ ーブル ・フ リップ ・フロップによリ十持}J)とされる。

日 E 
リセソ卜されれば芹Jjり 込み祭止となる。 IFFlの・11寺保持片j

IFFlの状態で、イネーブルかディセーブルかが決まる。IFF2はIFFlの 一時保持JHである。この IFF2が必要な理由をあとで述べ

る。

CPUがリセッ トされたとき、 IFF1、IFF2 もリセッ ト状態 となり、剖り込みはディセーブルとなる。 この後、任窓のIIS:点で EI命

令を使月jして剖り込みをイネーブルにすることができる。

EI命令が実行された とき 、待たされている割 り込み要ボは EI命令の次の命令が'友行されたあとでなければ受け付けられない。

この 1命令分の遅延は、次の命令がリタ ーン命令の場合、EI命令を'尖行させた とき、 リターン命令が完了 した後で待機中の割り

込みが受け付けられるようにするために、設けられている。

EI命令でIFF1、IFF2の両方がセ ットされ、イネーブル状態 となる。制り込みが受け付けられたときには内動的に両)jともリセッ

トされ、プログラマが新たに EI命令を実行させることがなければ吉Jjり 込みは祭止されたままになる。

上に述べた場合においては、いずれも IFFl、IFF2はつねに同様である点にj上怠されたい。

IFF2はNMI (ノン ・マ スカブル害Jjり 込み)の発生II-S:にIFF，の状態をセーブしておくために設けられている。

NMIが受けf、J-けられたとき、続けて害IJリ込みが人るのを祭止するために IFFlはリセ ットされるが、さき の状態がリセ γ トかセ ッ

トか(つまり、今INTの処理中であるか否か)を保作しておく必要がある。IFF2はこ のためのもので、 IFF，と|円lじ状態を IFF2に

入れておく 。

LD命令 (LD A、Iあるいは LD A、R) を実行したとき、 IFF2の状態がノfリティ ・フラグにコピーされるので、それをテスト

したり、見IJの士易)'庁にストアしたりすることができる。

RETN (ノン ・マスカブル害IJり込みからのリターン)命令を'長行すると、 IFF2の内容がIFFlにコピー ・パックされ、NMIの入

るまえの IFF，の状態が再生される。

|刈 7-1に、 2つのフ リ γプ ・フロ yプの状態をぷす。
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操 作 IFF1 IFF2 

CPUリセ ット 。 。
DI 。 。
EI 1 

LD A，I • • IFFz→パリティ・フラグ

LD A， R • • IFF2→パリティ ・フラグ

NMI 。 • 
RETN IFIろ • IFF2→ IFF1 

DI， then NMI 。 。
EI， then NMI 。 1 

E~ ， NMI， then RETN 1 1 .=変化 なしの意味

図アー1 IFF1， IFF2の状態

CPUの応答

ノン ・マスカブル

ノン ・マ スカブノレ害IJリ込みはどの1I.)":}.'.i..でも'支・け付けられる。 これが入力すると、 CPUはフェ ッチした次の命令を無視して、メモ

リ寄地 0066H にある命令から実行する。つま り、あ たかも リスター卜 命令 をフェソチしたかのように動作するが、この場合、 正し

くはプログラム可能な 8つの リスター卜 ・ロケー ションのいずれかに リスタ ートするわ けではない。 メモリのページ・ゼロのヰ寺志

のア ドレス (66H) へのコール命令の実行である。

マスカブル

Z-80A CPUにはプログラムで十行定できる 3柿のマスク可能な害IJり込みモードがある。

モー ド O

このモードは 8080Aの割Jf).iムみ応下手モードと同十;長である。 このモードでは、主Ijf).iるみをかけているデノ〈 イスがデータ・ ノぐス 1--に

何らかの命令を置き、 CPUがそれを実行する。

害IJり込みをかけているデバイスは、プログラム ・メモリに代 って次に実行すべき命令をデータ ・パスに乗せる。 この命令は 1バ

イト命令の場合、通常・リ スター 卜命令である。 3バイ トのコール命令 を旧いた場合、 メモ リのどの位置か らでも '尖行 を始める こと

カミで、きる 。

必要なク ロ ソク ・サイ クル数は辿常の数よ り2クロソク多くなる。 これは CPUが自動的に 2つのウエイト・サイクルを挿入して、

割り込み制御門jの外音1;デージー・チ ェーンを全部動作 させるのに必要なH寺聞 をとるためである。

割り込み応答の詳細なタイミングについては第 4-t~ に示しである 。

RESET をiTえは\内重JJn~J に CPU はモード O になる 。

モー ド 1

このモ ー ト‘をプログラムで選択してお くと、 CPUは苦IJり込みに対し、 f，'!:置0038Hへの リスタ ー卜 を実行する。 このj必答はコール

するい:置が 0066Hの代りに、 0038Hにな っている以外は NMI)，ι答とほぼl司絡である。他の異なる点として、 2つのウエイト・サイ
クルが追加される点がある。

モー ド 2

このモード は最も 強力な応答モードであ り、 1バイトの折半でどのメモ リの位置でも 間持コ ールができる。

このモー ドを使用する場合、まえも ってプログラムにより剖 リ込みサービス ・ルーチ ンのスタ ート ・アドレス(16ビ ッ ト)のテ

ー ブルを適吋な位置 に配置しておく 。 こ の伏置はメモ リ のどの場所でもよ ~' o

害IJf)込 みを'支け付けた とき、 16ビ ソトのポインタで、必要な害Ijり込みサービス・ルーチンのスター卜・アドレスをテーブルから

もってくるが、このポインタとして上位 8ビットには Iレジスタ の内存を充、片する。

この Iレジスタには、まえも ってプ ログラムにより LD命令で必要な{直をロードしておかねばならない。

CPUのリセ ット により Iレジスタもクリアされるので、 Iレジスタの初期f直は零である。

ポインタの 卜t立8ビ ッ トには脊Ijり込みをかけているテ・パイスから{共給しなければならないが、実際は 7ビ ッ トが有効で古をドf'/:ビ

ッ トはこのモード ではつねに容である。 というのは、テーブル トーのスタ ー卜・ アドレスは 2バ イ トずつで、こ の 2バイトは必ず{品

数ア ドレ スから )1聞に下位ノ〈イ卜、 |二位ノ〈イ トと入れておかねばな らないからである。
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テーフル

ポ インタ

8ビット 7ビト 円

し一一 一 周辺デパ イスか ら

凹
川
ー
ー
ー

Iレジス タの内容

サービス ・ルーチ ンの 光朗へ

プロ グラムにより割り込みを受け付けるまでに 、 必~なアドレスをテーブルにセ ッ 卜しておけばよし、 。 このテ ーブルを主売み出し

・書き込みメ モリ 内にt旨定しておくと、いつでもプログラムで変史ができるので、央.なる周辺デバイスを異な ったサー ビス ・ルー

チンで処理することもできる。

害IJり込みをかけているデバイスがポイ ンタのド位8ビ ッ トを釆せたあと 、CPUは自動的 に次に実行すべ きPC(プログラム ・カ

ウ ンタ )の内脊をスタックにプッシュ し、テーブルからスタ ー ト・ア ドレ スを4王寺ってそのア ドレスヘジャンプする。

この!応符モードでは、 19クロ ック周期を必要とし、 7クロックで苦Ijリ 込みをかけているデバ イスか らの 卜‘位8ビ ッ トをフェ ッチ、

6クロ ックでPCの内容のセーブ、 6クロックでジャンプ ・ア ドレスを得る。

Z-80A周辺 デバイスはすべ てデー ジー ・チェー ン構造の剖 リ込み優先順位向路を合んでお り、 割 り込みアクノ リッジ期 間中CPU

にベクトル(プ ログラムされている) を内動的 に供給するようにな っている点に注意されたい。

これについては Z-80APIO、Z-80ACTCなどの仕様を参照 のこと 。
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A.2 Z80A-PIOテクニカルデータ

1.緒論

Z-80A PIO (Parallel Input/Output Interface Controller)は Z-80ACPUと1M辺装問 とのインター フェース川のデバイスで、

早屯々の肋打:モードをプ ログラムでイ日ぷすることができる。また本デバイスは TTLコンパチブルの人n'，)Jポートを 2{問 もっている。
Z-.80A PIOはこれを CPUのインターフェース ・デバイスとしてけい、ると、余分な外出;論:nnl"l路 を迫力11しないで広範IJ刊の周辺装

置に適1'[1することができるの

Z-80A PIOと持続nJimな問辺装置は、たとえば、キーボード、紙テープ ・リー ダ、紙テープ・パンチャ、プリンタなどがある。

Z-80A PIOは Nチャネル ・シリコンケ ー ト・デプ リーション ・ロー ド技術で製造され、 40ピン DIPノfッケージである。

Z-80A PIOのi:id:・ft長は、
• 2つの仙立した 8ビット双}jrri]'1干の1M辺装前~Hl イ ンタ ー フェース ・ ポートがあ り 、それぞれにデー タ 'Pl~込の;nl) 待I1 IIJ の 、り、ンド

シェーク。線がある。

;号Ij1)込 みは高速Jjι符にj虚したホハンドシェーク砂てゆ起臥される 0

・作ポー トごとに、 ikの重力('1:モー ドの;1主抑〈ができる。

ノ〈イト n'，)J 
バ イト人))

パイ 卜単位の以);"I[，Jノfス(ポート Aのみ)

ビッ 卜HJI)i:Fllモー ド

これらにはすべてノ、ンドシェ ー クでmll待11される存1)り込み機能があ る。

・外部論即1I"1路 なしで ，'，動的に古Ijり込みベク トル を，'1'，せるデージー・チェ ー ン附 j立の吉1)1)込み悩ー光Wif:¥!:[，，1路を|人]雌している 0

・ 8nUJはダーリン トン ・ト ランジスタを瑚{占力できる。

・うで人iI'r)JはTTLコンノマチブルである。

.lp. .5 V屯訪日、 111.相 クロソクのみで訓(1:する。

Z-80A PIOは他のインターフェース ・コン トローラと兇なり、}，，;.)辺装置と CPUとの1mのデータ伝込を古1Iり込みH11)待11の }jiLによ

り似jょがよく行うことができる。また Z-80APIOには、 Z-80ACPUのタ)]:ドの良い主1)リ込み処HjI_fm)Jを人n'，)Jデータの転.ill.JOill¥'jに
光分に発仰できるように、';iflj1)込み処fl:P.I刊の論瑚1"1路が利!み込まれており、かつ多 市の芹Ijり込みをネス トさせるために必史1""・"命flfl.

1"1路も |人Jli在している。このため訓 リjみん処J:1llll'Jの余分な外出il"l路を必要としない。

その{也、)占l辺装置が特克の状態になったときに、制リ込みC;けが!I'， るようにプログラムしておくこともできるようにな っている

のもヰ，'f，lcすべき 点 である。 たとえば、プログラミングによって、 ある !司jll装;民に特'七の状態とな る条('1ーが先'1:したときに'，Ifljリ込み

を，"'，すことができる。

この古1)リ込みの能力によ ってプロセソサが!日辺装置のステータスをポー リングする(調べる) /1日の1I;'jご問を節約するのに役 ¥'(たせ

ることカfできる。

なお、 Z-80APIOは阿波紋の l二限を 4MHzまでは，iiEしたZ-80PIO ，:';j_i主タイプである。
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2. アーキテクチャ

凶 2-1にZ-80APIOのブロ yク阿を示す。

Z-80A PIOの内部は次の外部で構成さ れている。

.Z-80A CPU mノ〈ス ・イ ンタ ーフェース
・内部制仰い1路

・ポー トA入11'，力論理|可路

・ポート B入出力論理|凶路

・割 り込み制御!'.:!l路

CPUノ〈ス・インターフェ ース 用論理凶路は他の外部l可路を追加せずにl庄接CPUに接続できるようにな っているが、大きなシス

テムでは必要にj必じてアドレス・デコー夕、やライン・パ ソファを付加しなければならないこともある。

内部市IJiifll!I'l路は CPUデー タ ・パスをh'i"J辺装置刑インタ ーフェ ー ス部(ポート A，B) と同期させるためのものである。 2つの入

，"'， ))ポー ト (A， B) は、 ほほ・同様に使!日でき、 l白:接周辺装置と結合する部分である。

CPU 
インターフェース

データ/制御

ク工、ン
u
ht
 

、
/、、，，
 
、i
EI

，、fEF--J'

周辺
インターフェース

データ/制御

八
ヤ
i
1
1

八
}

|
|

I

A
T
-
-

ク工、ン
レ
ト
'

、
/、、ノ

、li
r--J

φ +5V GND 

割り込み制御線

図2-1 Z-80A PIOブロ ック図

ポート人山))論理r，-，]路は|ヌ!2-2に示すように、り、ン ドシェークか用論理回路を含む 6つの レジスタから構成されている。

これらはそれぞれ 8ピ ッ ト・データ入力レ ジス夕、 8ビッ ト・データ出力レ ジス夕 、 2ビ ッ トのモード制御用レ ジス夕、 8ビ ッ

トのマスク ・レ ジス夕、 8ビッ ト入出力選択レ ジス夕、 2ビッ トのマスク 制御附レ ジスタである。

(8ビッ ト)

周辺データ/制御パス

図2-2 ポー卜入出力ブロック図
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2ビ ッ トのモード制御則レ ジスタは 4つの動作モード(ノ〈イト入力、バイト出))、 バイ ト双)ili，]ノ〈ス、ビソ 卜制'rJpモード) のう

ちいずれかを指定するためのもので、CPUからの制御で設定される。

周辺装置と CPUとの問のデータ転送はすべて入出力用レジスタを介して行われ、 CPUからの11'，)Jデータ(j:!i'JJJレジスタを通し

て周辺装置へ送られ、 CPUへの入力データは人))レジスタを通して CPUに読み込まれる。 データの人IP，力はどのHι何で行っても

よし、。

各ポートのハンドシェーク線は PIOと同辺装置との問のデータ転送の制御用として用いる。

8 ビ ッ ト・ マスク ・ レジスタと 8 ビ ット入出 )Jj~択用レジスタはビ ッ ト儀IJíitpモードのときにのみ使用される 。 このモ ー ドでは、

周辺と結ばれるデータ転送、 もしくは制御別の 8本のパス端子を個々に人)J}-Hまたは出力 肘 に指定できる。これはプログラムで選

択レジスタを設定することにより行う 。

このモードでは、特定の害Ijり込み発牛条件を設定しておくためにマスク ・レジスタを使用する。 このマスク ・レジスタは人1'1'，力

用パス端子のどれをモニタするかを決めるために使HJし、またどのようにモニタするかは次のようにマスク 制御レジスタを使用し

て4子う 。

2ビッ トのマスク;!JIJ笹pレジスタは、モニタすべきポート f崩j仁の入)Jすべてについて、 AND条件をとるか、 OR条件 をとるか、あ

るいは入)J1うすれHη レベルのときアクティブとするか、やLか レベルのときアクティブとするかを規定するためにある。 これらのf行

定に合ったステータスになれば、害Ijり 込みが先生する。

このように、あらかじめ条件設定をプログラミングしておく方式では、!日辺装置の特定のステータスでれ動的に訓り込みがず~'i:

させられるので、 CPU が問辺のステータス・チェ ックをする 必要がないという利点がある。シス テム 内 に 3 干'f~ の緊急、条件がある場

合、プログラムでこのうちの 1隔でも起これば (OR条件)、あるいは 3開すべてが起これば (AND条件)剖リ込みを発ノ1-:させる、

といった使い分けもできる。

害IJり込み制jJp肘論珂II凶路は CPUの害IJり込みに関するすべての処珂Aを行・い、仮-先I1凶{立の決定などについても|則勺している部分であ

る。 デー ジー ・チェーンの接続によ って、件デバイスはその物問的 な位置によ って優先I1凶作が決まり、 CPUに近いデバイスほど優

先順位が高くなる。 このデージー・チェー ンを形成するために、件 PIOから 2本の線(lEI、IEO) が，'1'，ている。 また、 "i1--PIO 

|付ていはポート Aがポート Bよリ優先}I[長住が高い。

パイ卜入力モード、バイ ト11'，力モ ード、バイト双方li，]ノミスモードでは、周辺装置からの次のデータ・バイト転j丞の要求のあるた

びごとに割り込みが発'i:する。

ビット制御モードでは、周辺のステータスがプログラムしたh丘と 一主文したとき害IJ1)込みが発ノI~する 。

PIO はネスト構造の割り込みに |剥して ';é~f:"な制御機能をも っ ていて、 CPU が lイ立の優先)1民if.'(をもっデバ イスの制リ込みサー ビス

を行っているときには、 ドfo!:のテv、イスからのサービス要求は;inさない(ド伐の優先順位のデバイスから、吉IJり込みを先ノI~させな

し、)ようにな っている。

しかし、 トイ立の催・先)I[則立のデノ〈イスは、サービス "，のデバイスが トイ立のものであれば、吉|い)込みをかけることができるようにな

っている。

モード 2 で、割り込みをかける場合、書Ij リ込みをかけるデバイスは 8 ビソトの割り込みベク トルを CPU に送る必'~がある 。

このベク トルはメモリ位置を指定す るポインタの下住データとして使則され、 指定 されたf-v.:i0:にはその割り込みデバイスに付す

るサービス ・ルーチンのスタ ー 卜・アドレスをワーえる。

デバイスからの 8ビ ッ トのベク トルはポインタ (IMJ接)の |、-{:'/:8ビ ソトとなり 、CPUI付の Iレジスタのデー タが、そのポインタ

の 仁f立8ビッ トとなる。

なお、 PIOの件ポー卜 (AとB)の害IJりjるみのベクトルはプログラムによ って十行定するものであることに;主立を要する。

ベク トルの最下位ビットはスター 卜・ アドレスを連続する 2バイト (16ビソト)で指定しなければならないので、プログラ '?f![lJ

で Oを十日定しなければならない。

PIO内身で CPUデータ・パスに乗る RETI(害Ijリ込みか らの リター ン)命令を l宵持解続できるので、システム I)'Jの作PIOはCPU

との1M!に別の通信線を引かなくても、 CPUの害Ijり 込みサービスが終 fする IIS:期を険矢1Iできるようにな っている。
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3.端子説明
|ヌ13-1にZ-80A PIOの端 r配置似lをポす。以トーこの立では、件端i-の機能を説明す る。

Do-D7 Z-80A CPUのテ'ータ・ ノ〈ス (ヌ又ブJ"lilJttトライ・ ステー ト)

B/A SEL 

このパスは CPU-PIOI山ですべてのデー タや命令などを t以j五するために使用 される。

Doはノ〈スのI12卜f主ビ ソ卜である。

ボー トB、 Aのi韮J尺(入力、 ア クティブホH")

この端 rで、CPU-PIOH日でデータ転送を行 う]i祭に、アク セスさ れ るポー トをJ行主する。この端 rへの人)JがいL"
レベルのときポート Aをj主判ミし、いH" レベルのときボート Bをj差引〈する。

j凶'，:;:;CPUか らのア ドレス ・ビソ 卜A1をポート j芸4"JUllとしてf史川する。

C/D SEL HJIJilPfパり、デー タのj笠J尺(人)J、 アクティブいH")

この端 rで、 CPU-PIO111]でfJわれるデー タ恥;.i1lの引 を.Hi忘する。 このl!1M.(ーへの人}Jが、、H"レベルのとき、 PIO
への ;1::き込みデータは B/A選択 で指定 されたポー トへのコマンド (命令)として解釈され、この端(ーへの人 }JがやL"

レベルのときには通常のデー タ iPI~ ，;:'A と な る の

.i!I!市 CPUからのアド レス ・ビット A。を:lJIJi:fPも:り、 データ J1三打てI!Jとして引淀川する。

CE チソフ ・イネーフル (入力、 アクティフ晶れL")

この端 fーを、、L" レベルにすると、 PIOは九:き込みサ イクルの!tJJII¥Jでは CPUからコマン ドまたはデータを'乏けと

るこ とができ、ぷじみ1'1'1しサイ クルの!tJJII¥Jでは CPUへテータを，;ll ，'I'1 する こ とができる 。 このc り として、 j且 'I~; :; ポート

A、ポート Bの 作デー タおよびコマンドグ川、ずれかをf行主できる人n'l}Jポート ・アド レスのデコー ドイ，'，り を佐川す
る。

φ システム ・クロック (人 }J)

Z-80A PIO I付加のJriJ!tJJJllとして、Z-80ACドUのt炉供 システム ・クロックを利川 している。 このcりーは lji.村|ク
ロ γ クで、ある。

Nl1 C ドUのマシン ・サイ クル 1f，;' り(人 }J、アクテ fフやL")

CPUからのこのcーりーは PIOI人lで‘aJlJ倍11)1 J 1， iJ Jt~J ノぐルスとしてw川 される 。

Z-80A C ドUは、 M1がアクティブでかつ RDがアクティフのときには、 メモリからの命令をフェッチするが、

'}j M1がアクティブで IORQがアクティブのときには、 INT人)Jに付する古Ijり jムみアクノ リ y ジを，'1'1}Jしている

ことを〆J'している。

さら にド10は Mlでi大のような到j作 をする。

1 . M 1に PIOの古IJ1)込み山市J11!.liI]路をIIi]Jtけ させる。

2. RD、IORQイ，;りの L、ずれかがアクテ fブでないときに、 1¥11があ れば、PIOI 人j の ;t~iìJI i!. I I I] lJ'み はリセヴ 卜 ;l k態 にな

る。

IORQ CPUの人}J/ nll}J安Jド(人)J、 アクティブいL")

IORQf;;'りは、CPUとド10111]でコマン ドやデータの転込をii"う I劫イ?に、 B/A J差以、 C / D 選択、 CE 、 RDC'，~ーな

どとがlみ介わせてf史川 される。

CE、RD、IORQがともにアクティブのとき 、B/Aでj芸mされたポートから CPUへのデータ 車1:".1込が行われる (I ~'/C 
み込 み創刊')。

Aに、CE、10RQがともにアクティブであ リ、RDが..)1:アクティブのとき、 B/八でJ.1H}(されたポートへ、 CPUか

らC/D選択c り で十行 '，.1ごされた ↑i'î')~ I~ (データまたはコマン ド)が.;1.られ る。 また、CPUが主IJリ込み交けHけ状態にな

れば、 M1とIORQがともにアクティブとな リ、 知lリ込みをn'，しているポート (催jUUiい:が1J-i卜イ立て¥かつ剖 1)込み
t:-;Jと を 1'1'， しているとする ) から !'11i JJ(I ~J に CPU デー タ ・ パス 1 '，ヘポ ート の '，i ，q J 1)込みベク トルが込 りjムまれる。

RD CPUの II'}Lみ山 しサ イクル ・ステータス(人 }J、 アクティブいL")

RDがアクティブのとき 、 メ モリの ;~'/ê み n'， し、あるいは人 ih )JデバイスのII"Cみ!i'Jしかijわれ る。

RDイ，;りは、B/A選択、C/D選択、CE、IORQイIt ~} とま11 み 介わせて、 PJO から C PU へのデータ転込を1i"わせるの

に佐川 される。

月
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IEI 害IJり込みイネーブル人力(入力、アクティブホH勺

者Jjリ込みを発生するデバイスが2イ間以上ある場合、それらの割り込みの優先)1凶作を決めるデージー・チェー ンを

形成するためにけい、られる。この PIOより優先順位の記j~、テザパイスからの IEO 信号がホH " レベルであれば、条件

が成 \'(した場合に、このデバイス (PIO) から割り込みをヲt' l~ することができる。(この PIO の l白;前のテゃパイスの

IEOをこの PIOのIEIに接続しておく 。)

IEO ';';11いj込みイネーブル/I'I)J (/1'1力、アクテ ィブホHか)

このIEO信号もデージー・チェーンを形成する のに必要なものである。

IEIがいH" レベルで、 CPUがこの PIOからの苦IJり込みのサービスを行っていないときにだけIEOは納H" レベ

ルとなる。 この PIOの害iい)jムみサービスが行ーわれているときには、これより催ト先)11則立のf氏いデバイスのIEIがこ の

イゴローでい L " レベルにおさえられ、そこからの害IJ リ 込みは IH:l ILーされる 。 (この IEO はこの PIO のjI~(後のデバイスの

IEIに持続しておく 。)

INT 書IJり込み史求(/1'，力、オープン・ドレイン、アクティブいL")

PIOか らの CPUに対する害IJリjるみ安;}とはこ のイ六日-をアクテ ィブにしてnう。 この INT(!lUJ) は CPUの INT
(人 }J) に持続する。

Ao-A7 ポート A〆〈ス(双Hlr，]性、 トライ・ステート)

A STB 

A RDY 

この 8ピッ ト・パスは Z-80APIOのポート Aと同辺装置との聞でデー夕、ステータス、制御情報の転j孟を行う

もので、 A。はポート Aデータ・パスの{戊卜-t:J:ビソトである。

!日辺装間が与えるポート Aストロープ・パルス(人 }J、アクティブホLワ)

このイ言号の怠l味は、以ードのように、 fH冠されたモードごとに異なる。

1) !I'， jJモード:PIOから送り !I'，されたデータを周辺装置が受け取った ことを PIOに対して通知する信号であり、

この信号のひ;ち!-_がりが有効である。

2 )入)Jモード:周辺装出;からポート Aの入力レジスタ ヘデータを ロードしたとき、その周辺装置からmされる
ストロープ信サとして使用する。 この信りかアクティブにな ったとき、データがPIOにロードされる。

3 )以)ili，]モ ード :この伝号がアクテ ィブのとき、ポート Aの!I'， )Jレジスタからのデータがポート Aの双Hlil]デ

ータ ・パス kに釆せられる。

ストロープがfrちトーがれば、周辺装置がデータを受けl{えったとみなされる。

4 )ビ ッ ト制御モ ード :こ のときのストロープ人)Jは無効である。

レジスタ A レデ ィ (/1'，力、アクテ ィフ.、、H")

この偏Uの志1I.未は、 以ドのように、十日〉ぶされたモードによ って異なる 。

1 )山 }Jモード:ポート Aの/1'，力レジ スタがロ ードされていて周辺)[-jデータ・パスが'交主になリ、周辺装置への

データ転j孟カバ経備できたことをmァIーするため、アクティブとなる。
2 )人力モード:ポート Aの入)Jレジスタが?引となリ、 )!iJ;!l装置から のデータ受け入れi侯備ができたとき、アク

ティフザとなる。

3 )双)jll'1モード:ポート Aのm}Jレジスタに問辺装置へ送るべきテ、ータがロードされたとき、アクティブとな

る。

4 )ビ ッ ト制御モード:こ の伝 りーは強制的に ホL"状態になる。

Bo-B7 ボート Bノ〈ス(双};iむ]tt、 トライ・ステート)

B STB 

この 8ビソト・パスはデー夕、ステータス、 ;hlJit!l話など の情報を PIOのポー トBと!日辺装置!日jで転送するために

用いられる。 ポート Bのデー タ・パスは、ダーリントン・トランジスタを駆動できるよう、 1.5V当た り1.5mAの

m力白包jJをも って いる。
Boはノ〈スのh主-1"f立ビソ 卜である。

!剖辺装;泣が与えるポート Bストロープ・ パルス (人力、アクティブいLη)

この信りーのぷ11未は、 A STBとI，ij様であるが、 i大の点が異なる。 ポート Aの双方向モードでは、!占]辺装置からポ

ート Aの入}Jレジスタへのデータのストロ ープ(移し込み)をこの B STBで行う 。(ポート AのW，)Jレジスタ内存
の/1'， )Jストロ ーフ'は A STBをf史IIJする。)
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B RDY レジスタ Bレテeィ UI'I力、アクティフ.、、H")

この信号の意味は、 A RDYと同様で、あるが、 i大の点が異なる。 ポー トAの双方向モードでは、ポート Aの入力

レジスタが空となり、データの受け入れ準備ができたとき、この B RDYがアクテ ィブとなる。(ポート Aの出力レ

ジスタ l勾存のn'l)J 準備完了の指示は A RDYによる。)

19 15 
A 。00 

20 14 
A， 0， 

13 
A2 O2 

40 12 
A3 

CPU J 
03 

デー タノてス 39 10 
A‘ 

入出力
D‘ 

38 9 
05 A5 

3 8 
06 A6 

0， 2 
7 
A， 

6 
18 

B/A SEし
5 

C/O SEし
16 古言TB ハ、ド、

PIO 

10一M一CRR一EOD1-一-一一一一一一一一一一一333一一一←一一76 5 一一→-一←一ー4寸司・j吋叫t ド~ト 一12二23ι89 0 -ー80制御線 Z -80A PIO 
B， 

B2 

8， lポート B

B‘ 
入出力

INT .... ・一→22一4一2ー一一1寸

E B  
割り込み
制御線 IEI B6 

IEO 8， 

φ 

一B一一S一T一B一 ノ、ンドシェーク

26 
十 5V

GNO 

図3-1 Z-80A PIO端子配置図
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4. プログラミング

4.1 リセット

Z-80A PIOは、電源投入時、 自動的に リセ ッ ト状態に入る。 リセ ッ ト状態では次の よ うな機能 をも っている。

1 )両ポート のマスク ・レジスタが リセッ 卜され、全データ ・ビッ トが禁止(イ ンヒ ピ ッ ト) となる。

2 ) ポート のデー タ ・パス線は高 イ ンピー ダンス状態にな り、 ノ、ンドシェークの レデ ィ信 号は非アクティブドL")となる。重力作

モー ドは自動的にモー ド1に設定される。

3 )ベク トル ・ア ドレ ス ・レ ジスタは リセ y トされない。

4 )両ポー トの割り 込み イネーブル ・フ リップ ・フロ ップが リセ ッ トされ る。

5 )両ポー トの州)Jレジス タもリセ ッ トされ る。

電j出Wt人時:の 向重力1)セ ットに加 え、PIOの リセ y トは、ROあるいはIORQイ=号 を非 ア クティブにして 2クロ ックのMlをワーえて

も行える。

Ml期間にROかIORQかが検出 されなければ、PIOはMl信 りーが非アクティブにな ったl白:後 1)セ ッ ト状態になる。

この リセ ッ トの 円的は、電源を切 って リセ ッ 卜する という手順 を省き、 簡ヰ1.な外吉11ゲー トのみで リセ ッ トを行う ことができる よ

うにする ためであ り、40ピンのパ yケー ジに収める 卜での処置である。

ー度PIOが内部 1)セッ ト状態に入ると、 CPUから制御語を受けるまでそのま ま リセ ッ ト状態を保持す る。

4.2 割り込みベクトルのローデイング

PIOは、 モー ド2の割 り込み応答のとき 、Z-80ACPU側 に情報を返して、CPUがこれを処瑚・操作できる ように設計されて

いる。

このモー ドでは、害IJり込みを要求 しているデバイスから割り 込みベク トル を供給す ることになるが、 このベク トルは CPU内でそ

のデバイスの訓り込みサー ビス ・ルーチ ンのアド レスを形成するのに使用される。

このベクトルは、そのIli}:J .'1. で最高位の優先)1凶伎 をも っ ているデバ イ ス (PIO など ) か ら 割 り 込みアクノ リ ッジ ・サ イクル期間'1•1

に、 Z-80Aデー タ ・パス上に釆せ られる。(CPUの書Jjり 込みサー ビスの詳細 につ いては、第 1古r;Z-80A CPUテクニカル ・マニ
ュアルを参照されたい。)

Pluがn'，す剖り 込みベクトルは次のようなフ ォーマ ッ トで、 CPUから 出力命令に よって制御語を書き n'，し、希望する PIOに ロ
ードしてお く。 この場介のポー卜・ ア ドレスはAまたは Bポー トの制御語に対応 す るアドレスである。

01 00 03 Oz 05 D.， 07 06 

Vz ~ 、J、 V3 V"， 

t みベク トル

V7 Vs 

ーの:IllliJPμ?に よ り実11')込
をJ行〉ょする。

ベク トルの苦:き込みにおい ては00は、 フラグ ・ビットとして使用 され、 このビ ヴ卜が Oである場合のV1から V7 までが、 PIO内

のベクト ル・ レジスタに ロー ドされる。

訓 1)込 みアクノリ ッジ期間に害IJ1)込みをかけたポートのベク トルが、 Z-80Aデータ ・パス 1'.に、 上のようなフォ ーマ ッ トで現 わ

れる。

4.3 動作モードの選択

PIOのポート Aはj大のような 4手重の異な ったモードでイ史用できる。

モード o(出力モード)
モー ド1 (入力モード)

モード 2 (叔ん"i'lモー ド)

モード 3 (ビ ッ ト制御モード)

数十tは次の ような関連で党えるとよ L、。

O=OUT， l=IN， 2=BI-OIRECTIONAL 

(11'， ))) (人))) (双)jli'l)

i

，、ι
・ιパ
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ポート Bはモー ド2を除いたモ ー ドO、1、 3で副作Itf能である。副作モード の指定は PIOに次のようなフォ ーマッ トの制御訴

を 古: き j~ んで行ーう。

D7 Ds Ds D. D3 D" D1 Do 

Ml MO X X 1 1 1 1 

モー ド:h. このデー タ ・フォ ー-<"'/トの とき

モードJ行〉ιが ii"hJ.Lる。

ビ ッ トD7、Dsによ り、以下のようにモー ドを十日定で きる。

D7 Ds モード

。 。 o (出力)
。 1 1 (人)J)

1 。 2 (叔H向)
1 3 (制御)

ピ ッ トDs、D4は無視 される。 (0、 1いずれでもよい。)

ビ ソトD3-D。により到j作モードを十i守主し、 1111に，i立正しておかねばならない。

X =f!史111しな いビッ ト
(0， 1いずれでもよい)

モード Oを指定した場介、ポー卜のlI'l力レジスタr''.!のデータが対応するポートのデー タ ・パス ，..に乗せられる。 このn'，)Jレジス
タの内存はLl'I力命令 を月い、て析しいデータにいっていも 簡単に者:き換えられるし、 また、あるH子F点でのJドUJレジ スタの内科を人力命

令 を用 いて CPU側 へnp.びJ;.!;す (/1'.力レ ジスタ の|付存は変化 しな L、) こともできる。

モード Oでは、 CPUから出力レ ジスタに対 してデー タの書:き込みがあ った場合、そのポー トのノ、 ンドシェーク線であるレディ信

けはアクティブドH")となリ、!日辺装慣にデータの転jE.が可能であるという桁ぷをn'.す。 このイオローは同辺装置から受信したという
ストロープ信りーが返されるまで、納町'レベルの ままである。 その返されたストロ ープの立ち 上がりエ ソジで、 もし剖 り込みが先生

するようにプログラムされているならば、吉IJり込みが発什:し‘ レディ線はJドアクテ ィブ (いL勺 となる。 この簡単なハンドシェーク

h・式は多くの周辺装置によ く使用されているも の といlじfJ式 である。

モー ド1をf旨主したI若介、ボー トは入力モードとなる。 ハンドシェーク 創刊:を始めるためには、まずそのポートに付して読み出

しを行うだけでよい(ダミ ー ・リー ド)。 この出Jf1:によ ってレデ ィ線がアクテ ィブとなり、、、周辺装置へ人)Jレジスタが雫になった

のでデータをロー ドせよ仰という 折ぷが."'，される。;大lこ18-J3旦装i在はストロープイ六月・に['riJJt月してデータ を.;E..'I'，するが、P10はこのス

トロープ信りーがアクティブになることによ って内部人)Jレジスタ にデー タを取り込む。この返 されたス トロープの立ち 卜がりエ ッジ

て許可能であれば古IJり込みが先生し、 レディ信けが.:)!eアクティワ状態に落されるドL" となる)。デー タがオーバラン状態にならない

ように注立が行き周いていれば、レテ ィイゴザの状態にかかわらず、ス トロ ープをかけてデー タを人力レ ジスタ へ ロードしでもよ l'0 

モー ド2の杖)j向 デー タl伝送はすべてのハンドシ ェー ク線 (A、B待 2本)を使JiJして行う 。 したがって、モード 2では、ポー ト

Aだけをデータの入II'.)JHlとして使)-fJし、ハ ン ドシェ ー ク線はポー トAの 2本をI"'.)JmlJiifpl-lJとし、ポー トBの 2本を人)JiJIlJ御則と

して使用する。A RDY、B RDYは両方 とも、「丙JII寺にアクテ ィブとなる。 モード Oとモード 2における1"'.力時の創作の違いは、こ

のモ ード 2では杖H向にデー タE伝j25.を行うのを IIf能 にするためA STBがアクティブにな ったときにだけポート AのlI'，力レジスタ

トーのデー タがポート Aのデータ・パス上に来せられる、という点のみである。

モード 3の動作はステ ー タスを調べ るためと 制御IIJとして!必I-IJするためのものであ り、この場合ハ ン ドシェ ー ク信号は使用し な

い。 モー ド3を選択す ると次にポー ト・ アドレスに書き込むHiIJíif~ ，¥任に よって、 ポー トのデータ ・パス線のどれ を入力月Jとし、どれ

を.'1'.JJ川 とするかを十日定する 必要がある。 あるビ ッ トを 1に設定すれば、そのビ ッ トに付応するデータ ・パス端 子は入力用と な り、

Oに設定したビ ッ トに付応するデータ・ パス2品trは11'.力I-IJとなる。

D7 Ds Ds D4 D3 D2 D1 Do 

I107 I I10s I 1/0s I I/04 I I!03 I I!02 I I101 I I!O。

モード 3の副作時、ストロープ信けは無視され、レディ線は、、L"レベルに保持される。 ポートと CPU間のデー タのや りとりは

動作".何意のHι点で行える。ポー 卜を読む場合、 CPUに入るデー タは入力 として指定されたポー トのデー タ ・パス線からのデータ

と11'，力として十旨定されたポートのデー タ ・パスからのデータがlliな り合っている。
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4.4 割り込み制御語の設定

件ポート への訓リ込みHJIJ仰向の設定は次のようなフォーマ ッ トで行う 。

07 ]}" 05 D， 03 O2 0， 00 

モード 3のんでfll_!川l OiiIJリ込.z.;r;iJr，'f1l川をJ行'ょする ε

ビ ソ卜07= 1のとき、対!必するポートの訓リ込みイネーブル・フリ ップ ・フロップがセソ 卜され、ポー 卜からの害IJリ込み要;Jとが

nfIjEとなる。07= 0 のとき 、イ ネーブル・フラ グは リセ ッ 卜 され、子flJ り j与みを先q~ で きない 。 イネーブル ・ フラグがセ ッ トされて

いて、言IJ1) 込みが保問状態ならば、 CPU の古Ijり込み '~;Jとイパーリー である INT 机は いL " レベルのままである 。 ピノト Ofi 、0，，0..はモ

ー ド3でのみ使川 される。:守Ijり込み:lilJ任P訴のビッ トD.がセ ッ卜されると、どのモードで副作 している場介でも、 Aょ処即の'主IJリjムみ

はすべ てリセ ッ 卜される。 モー ド3で、人n'，}J料u作の どれかがあるJ行主状態になったとき、 'uljり込み到Jfi:を'jdiできるよ うにする
ための条件目立主にこ の 3ビ、ソ卜をI1い、る。 ビッ卜 Of，でモー ド3のデータ i文条i'I"-を ANOでJ末るか、 ORで刊:るかを主的、 06 ニ 1

ならば AND、06- 0ならば ORとなる。 たとえば、 ANOのJ品介、人 }JMJ~ の J行主 ビッ ト がすべてアクティブのときにのみ、'，~IJ リ_;~

み先lf:の条件となり、 ORの場介、折半ビ ソ卜の "、ずれかがアクテ ィブならば、者Ijリ込み先生の条ft.となるの

ビザト D5は人 }JMJ~のアクテ f ブ状態の似"i't則之す るためのものである 。 D 5 = 1 7与・らば、人 }JMJ~ がいH " レ ベルの ときアクティフ

とみなし、 1)5 --0ならば、 人}JMJ~がいし"レ ベルのと きアクテ ィフ とみなすの

ビッ ト04= 1の とき、 II;J.ポー トにi大に ，1::き込 まれた;nIJi.rp，¥H-はマスクと 解釈され る。

-11

・、ノl
 

Dり 05 D4 D:l D2 D， Dυ 

M~" I_MB' 1 MB• Ms， Ms， MEt 土l
このマスクでビ ソ卜Oの附}好の人}J協 のみを，V，'iJべ、 iiit之条(午 と ー放 すれば'NIjリ込みを先'1:させる条f'l"-となる u
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5. タイミング

5.1 出力モード(モード 0)

凶 5-1にモード Oの動作のタ イミングを示す。出力サイクルはつねにCPUの出力命令の実行でス ター トする。

CPUから入出力への書き込み動作時に PIO内でWR・パルスが発生し(これは外部には出なし、)、この信号によ って CPUデータ

・パス上のデータを指定されたポート (Aか B) の出力レ ジスタにとり込む。

WR・パルスがすーちーヒがったあとの最初の φの立ち下がりエッジで、周辺装置へのデータ供給が可能であるという指示を出すため

に、 レディ・フラグがセ ットされる。たし、ていのシステムではこのレディ信号を周辺装置内のデータ・ラ ッチ信号として使用する

ととができる。 (WR勺ま凶参照)

レデ ィ信号は次のいずれかの状態になるまでアクテ ィブのままである。

(1) 周辺装置がデータを受けと ったときに返してくるストロープ信り・の立ち tがリエッジで非アクティブとなる。

(2) すでにアクティブであ って、さらに続いてポート の出力レジスタに、データを書き込む場合、 IORQの立ち下がりエッジの3/2

φ後にレデ ィ信号を強制的に非アクティブドL")にする。次にIORQの立ち上がりエ ッジのあとの最初の φの立ち下がりエ ッジ

で、 ホH" レベルに戻る。

この ことからもわかるように、ポート のデータが変化すればレディ 信号は必ずいLケレベルとなるようになっている。 レディ信号

は、 クロック φの立ち下がりエッジまでは、非アクティブにならな ¥" 0 クロックが立ち下がるまでレディ信号-の立ち下がりを遅ら

せた理由はこれによ って非常に簡単にストロープ・パルスを作ることができるようになるからである。

レディ線とストロープ線とを直持結べば、他の回路を使用しなくても 1クロ yク期間のストロ ープを作ることができる。IFFが

セ ッ 卜されていて、かつ割 り込みを要求しているデバイ スがその吋=点で、最高位の{是先順位をも っていれば、ストロープ ・パルスの

¥'rち上がりエ ッジで内動的にINTが発性する。

もし、 PIOがリセ ッ ト状態になければ、モード Oを指定するがjにn'，力レジスタに情報をロードすると、モード Oを指定したとき
に、すでにロ ー ドしている出力レジスタの情幸Rがそのポー卜の出力線からn'，)Jする。

5.2 入力モード(モード 1) 

φ 

WR・

ポー卜出力
(8ビッ ト)

READY 

STROBE 

INT 

WR・=RD・CE• C/D・IORQ

図5-1 モード o(出力)のタイミング

図 5-2に入力サイクルのタイミングを示す。

CPUがデータの読み込みを完 fしたのち、周辺装置はストロープ線を使用してこのサイクルを始める。このストロープ信号がホLη

レベルになることにより、ポートの入力レ ジスタヘデータをロードし、条件が渦たされていれば、ストロープ信号の立ち上がりエ

yジで割り込み要求線 (INT)がアクティブとなる。 入力レジスタが満杯になれば、クロック (φ) の次の立ち下がりエッジで、

レディをリセ ッ ト(非アクティブ) し、CPUがデータを読み込んでしまうまで、次のデータのロ ードを禁止する。

そこでCPUは割り込みサー ビス ・ルーチンに入り、そのルーチンで割り込みをかけたポートからのデータを読み込む。読み込み

終了後、 CPUの RD信号による RD・(図 5-2参照)の立ちー上がりエ ッジのあとの φの立ちー下がりのときにレディが立ち上がり、

次の新しいデータを PIOへロードしてもよい状態になる。

すでにリード待ち状態(アクテ ィブ)であ って、データがPIOポー 卜か らCPUに読み込まれている 問、 IORQの立ち下がりエ ッ

ジのあとの 3/2φ 後にレディは強制的に ホL" レベルに落ちる。

ユーザはレディが "Hかのときにのみ PIOにデータを送り込むようにすれば、 CPUが PIOからデータを読み出す期間はレディが

"Lケレベルとな っているので、読み出し途中でPIOの人力レジスタの内容が変ってしまうことはない。

レディは、すでに述べた ように、 IORQの立ち上がり エ ッジのあとで再びいH" レベルになる。



141 

φ 

STROBE 

REAOY 

INT 

RO' 

RO*=RO・CE• C/O・IORO

図5-2 モード 1(入力)のタイミング

5.3 双方向モード(モード 2) 

このモードはたんにモ ード Oとモード 1の組み合わせであり、 4本のハンドシェーク線をすべて使用する方式である。

このモードでは 4本のハンドシェーク線が必要なので、データ転送にはポー トBは使用せずポー トAのみを使刑する。このとき、

ポート Bはビット制御モードにセットしておく必要がある。 ポート Bをモ ード 3にした場合の害Jjり込みと、ポー トAをモ ード 2で

動作させかっその入力転送rl'に生じる割 1)込みのべクトルは同じものになる。 これら 2つのモードのベクトルの混同はポート Bを

制御モード(モード 3)で動作させ、かつマスクレジスタの全ビソトをインヒピッ卜することによ って凶j壁できる。

φ 

WR' 

A ROY 

A STB 

ポート A

データ・パス

INT 

B STB 

B ROY 

WR・=RO・CE• C/O・IORO

図5-3 モード 2 (双方向)のタイミング、ポート A

双方向モードでのタイミングを図 5- 3に示す。これはほとんど モード O、モード 1で述べたのと同ネ景であり、ポート Aのハン

ドシェーク線を出力制御用に使則し、ポート Bの線を入力制御用として動作させると考えればよし、。 その場合の 2つのモ ード の異

なる点は、モード 2ではAストロープがホL" レベル (A STBがアクテ ィブ)にな ったときにのみ、データがノ〈ス上に乗せられる

ことで、ある。

このストロープの立ち上がりエ ッジのあとしばらくデータは安定しているので、 この立ち上がりエ ッジを!剖辺装置へのラッ チ信

号として使用することができる。

モー ド2の入力重力作はモード 1のそれと同じである。

ポー トA、ポート Bともに割り込み駆動で‘双方向転送が行えるようにするためには、それぞれが割り込み機能をもつようにして

おく必裂がある。

A STBがアクティブのときには、陪l辺装置か らポート・データ・パスI-_へデー タを乗せてはならない。 ちなみに周辺装置から

のデータ をB STBでゲートしておけば、パス駅動の競合状態は生じない。PIOはこのデータを B STSのホL" レベルで取り込

むようにな っている。

PIOは、このモードでデータの取り込みを行う際に、取り込みに必要なホール ド時間が苓であ ってもよいように設計されている

ので、上述のような簡1tl-なゲート方式でよ L、。 すなわち上述のスト ロープ (B STB) の立ちー卜ーがリエッジの直後で、パスからの

データは取り込み禁止(ディセーブノレ)となる。
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5.4 ビット制御モード(モード 3) 

ピット制御モードでは、ハンドシェーク信号は使間しないので、任窓のH寺点で正規のポートの書き込み、読み出しが行える 3

書き込みn，'j:、データはモード Oと同じタイミングでLl'，力レジスタにラ ッチされる。 もしポート Aがモード 3で動作中には、 A RDY 

はホL" レベルに|叫定される。ポート Aをモード 2で使用して いなければ、ポート Bがモ ード 3で動作す る場合はいつも B RDY 

はいL" レベルに|剖定される 。 この場合、 B RDYの状態はやIによ っても変化 しない。

PIOか らの読み出 しで、 CPUへ返るデー タは、 /1'，}Jとして十日定しているポート・データ線からの(/1'，力 レジスタの)データと入

力としてf旨定している同じ ポート のデータ線からの(入力 レジスタ の)デー タとの合成にな っている。 人力レジスタの内存は RD

がトーがる直前にポート・デー タ・パス|二にあ ったデータに乍 Ll '0 (閃 5-4参照)

T， T2 T 
φ 

ポー卜
データ・パス

INT 

IORO 

RO 

00-0，データ入力}

タイミ ングiヌ|はビソ卜市IJiJPモー ドの / 
先みlll，しの場介をぶしている L データ語1がパス上に乗る ，

図5-4 ピッ ト制御モードのタイミング

ポートからの吉IJリ込みが受け付け nJ能で、ポート・ データ線トーの入力データが 8ビット・マスクと 2ビ ‘ソ トのマスク制御レジス

タで指定される条件にー致すれば(論理式が等しくなる に訓り込みが発生し、条件ーの.-主主状態に変化 がなければ、新しく害IJリ込み

が発生することはない。

モード 3の割 り込みは、こ のモードでの論珂J寅算が吋為ν から q点"に変 ったときにのみ、先生する。 たとえば、モード 3での

論理式がホORケ機能であれば、マスクされないポート・データ線の少なくともいずれかひとつがアクティブになれば害Ijり 込み要求

カ吋1'，る。

次に先の状態に続いて他のマスクきれないデータ線がアクティブになっても、モ ード 3 の論再演~lの結果に変化はないので、新

たに害Ijり 込み要求がtf'，ることはない。

論珂liiii算の結果がMlサ イクルの直前かその期間'1'にい点ーかになれば、割り込み要求は Mlの.IT.ち 1--がりエ ッジで先生する。
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6.割り込みサービス
PIOから害IJり込み要求 を受け取ったあと、 CPUは訓り 込みアクノ リッジを込山する 。(このアクノ リッジ信ザとして MlとIORQ

カ'I司H寺に出 る。)

この期間jにおいて、 PIOI付の割 り込み論理 [i可路は苦IJリ込み要求を出 している故も低・先}I凶仇の高いポート を決定する。(これは単に

IEIがやHウレベルでIEOがいL砂 レベ八Jのデバ イスを求めることでjためら れる。)

デー ジー ・ チェ ー ンの イ ネ ー ブル線の状態 を昨実にするため、 Ml がアクティブにな っ たとき、 作デバ イ スのWI]り込み ~: ;}:;:状態の

変更は許されな い。

害1]り込みアクノ リッジの，ItJJ問 に、害IJリ込みを11'，している最も{長先順位の高いデバイスがCPUデータ・パスJ'.にその書1]り込みベク

トルを乗せ る。

|ヌ[6-1に害IJり込み要ぷ に関係 したタイミングを示す。Ml期|日jでは、新しい言IJリ込み要ょF:を発性 させることができない。 二れは

4 倒ま での PIO からの害1]り 込みイネ ー ブノレイ言 J~. を交けるに 十分な Ih'j'mJ をとる 必要があるからである 。

INTAの期間!で、 IEIが "H" レベル、 IEOが。Lかレベルである PIOがそのポー トの 8ビ ソトのWIい)j主みベク トルをテ耕一タ ・ノ〈

ス上 に送 り込む ことになる。

φ 

INT 

IORO 

Ml 

IEO 

IEI 

r;|T11T21叶T"，'IT3 I 

1 IOROとMlで3

i INTAとな る亡
) (害IJり込みアクノリッジ)

図6-1 割り 込 みアク ノ リッ ジのタイミング

PIOからの主IJり込み安ーボが、交け'Hけ られると、 安;}と を!I'.したポー トがいサービスかを'乏ける。IEIがいH"レベルであ れば、 、

のポート のIEOは RETI命令を'XfiーするといLη レベルからいH"レベルに変化する。

書IJり込み要求が受け付け られていな L、PIOはOPコー ド。ED"(入出 )J命令などの OPコー ド) を解説後、次の Mlの 1サ イク ル

問IEOを強制(1'，)に、"H" レベルにする。

この動作によ り、 この 2バ イト の RETI命令 を選ばれた PIOポート だけが解説することができるように している。(凶 6-2参照)

φ J工
Ml 

RO 

00-0， 40 

IEI 
一一一一一一一一J

IEO 

図6-2 割り込みサイクルからの復帰

4つのポー トをデー ジー・チ ェー ンで接続しである場合のネス ト構造の在1]1)込みシーケンスの汐IJを凶 6-3に川 す。

まず、ポート 2Aが要求 を出 し苔IJリ込みが受け付け られ るが、 このポート がサービスされている途rl'で、保-先順位;の片'jl、ポート

lBが要求 をrI'，すと 、こ れが'支・け付け られ、 ポート 2Aのサー ビスは保存{される。

優先}I国住の i~:J ~ 、ポー ト1BにふIするサービス ・ルーチ ンが完了し、 RETI命令 を実行 して、そのルーチンの終 fをポー ト2Aに

知 らせる。次に{長一光)順位の低 いポート 2Aのサービス ・ルーチンを再開する。
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iIK高の優先11眠状のポート

ポート 1A ポー ト1B 

1 .主IJリ込み発生前のデージー・チ ェーンの状態

2 .ポート 2Aが割り込みを要求し、受け付 けられる。

サー ビス受'1'

3 ポート 1Bが害IJりjるみを発令し、 2Aのサービスをf呆却する。

サービス完

ポー 卜2A

サービス交'1'

サービスli'陶「

サービス続

4. ポー ト1Bのサービス を';e(しJ、RETI々 を実行ーする。 ポー ト2Aのサー ビスを一円閉す る。

サービス'ぷ

5.ポー ト2Aのサー ビス完 f後 2直子HのホRETI"を実行する。

図6-3 デージー・チェーンでの割り込みサービス

ポート 28

ホH"
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7.応用例

7.1 割り込みデージー ・チェーンの拡張

主1]リ込みの優先順住を付け るためのデー ジー・チェーンには、 Z-80APIOを外部同路を付加しないで最大4個まで接続できる。

この数の制限は、害IJり込みイネーフ'ル信号(IEO)が各PIOを伝播していくときの遅延時間によるもので、この遅れは害IJt)込み

アクノリ yジ ・サ イクルにおける Mlの立ち下がり エ ッジと IORQの立ちドがりまでの聞の時間からはみ山してはいけない。

害1] り込みイネーブルの状態を M l 期間では変化させることができな ~' o これにより CPU に戻 る PIO からのベクトル ・アドレス は、

書1]り込みを要求した最高位の優 先順位をもっデバイスからのものであると保証できる。

PIOを4個以上接続する必要がある場合は、 |刈 7-1に示すような qル ック ・アヘ ッド。構成にするとよし、。この方法で標準TTL

を使用して30個以上の PIOを接続できる。

図7-1 デージー・チェーンの拡張方法

7.2 入出力インターフェース

Z-80A PIOを入出力ターミナル・デバイスと結合して、図 7-2に示すような 8ビ ッ ト並列の双方向デー タ ・パスを介してデ

ータの送受を行 う場合、ポート Aに次のような制御語を送って、 PIOをモード 2 (双万向モード)に設定すればよい。

D7 D6 Ds D. D3 D2 D1 D。

1 。 X X 1 1 1 

モー ドiI日l笹fl

ポー卜・データ・パス

図7-2 入出力インターフヱースの例
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次に、適当な割り込みベクトルをロ ード する。 (害Ijリ込みの操作については、 A.l Z -80A CPUテクニカルデータを参照のこ

と。)

D7 D6 Ds D. D3 D2 D1 Do 

Mlが訓り込みアク ノリッジ ・サイクル11，)'のものでなければ、害IJリ込みモード語をセ ッ 卜したあとの最初のMlの立ち iよが りエ ッ

ジて;'~Ijり 込みがイネーブル(受け付け可能)となる 。

害Ijり 込みモ ー ド訴の後にマスク ，H~が続いて送られたときは、マスクがセットされたあとの最初の M l の ，'r ちトーがりエッジで主IJ リ 込

みはイネ ーブルとなる。

こ うして、周辺装置と CPUとの問でデータ の伝送が可能となる。 この転送H、y=の タイミングは第 5市で述べ たことと IliJ様である。

7.3 制御用インターフェース

ビ ッ ト市IJiit"モードでの例 を凶 7-3に示す。
工業プロセスでのモニタを考えてみる 。 .'!~常勤作状態の発生を Z - 80A CPU を 1t 4~ とした市IJf，1" システムに伝達する場合、;大のよ

うにフォーマソトのプロセス制御語およびステータス却を設定しておくとする。

D7 D6 Ds D. D， D2 DI Do 

|V7 ナペ v V3 V2 V1 。

ポート Aパス

ヒータ ON

工業用
フ。ロセス

制御
システム

Z-80A 
CPU 

キ寺ま来テス卜

電;原ON

電源異常アラーム

停止

温度アラーム

圧力系

圧力アラーム

図ア-3 制御モードの応用

PIOを次のように使用する。 ポー トAに次のような制桂"訴を書き込んでモード 3に設定する。

D7 D6 Ds D. D
 

D2 D1 Do 

1 X X 1 とJ
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モード 3を十日忘 した場介、その次のiHlJfJP説は人1'1'， JJ 選択I出でなければな らないので、たとえば、ポー ト・ データ線 A5、A3、A。

を人JJとするよ;JfT には J大のような，Lf~ を :芹き j主む 。

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 Do 

[ o I 0 I寸。 1 。 。 1 

i大に必要な宮IJり込みベクトルをロードしておく 。

D7 D6 D5 D" D3 D2 Dl Do 

;v Vs V4 V3 V2 V1 o I 

'，I;:Iい).;会み;l;IJ1占PI ~ !fをあわ、てボートに転.ii.する 。

D7 D6 Ds D. 

01 1 
"，iil) ，) i~主 ん OR アクテ fブ 7 ス7
イネーブル I;";U .f'H 、、H"

D
 
D2 Dl Do 

。

HI)り企ん:1:1)f1'[J 

}fl]小i~ んモ ード を指定したの ち、 i大に古:き込むマスク J~H. を以 卜ーのように z没志する 。

D7 D6 Ds D. D3 D2 D， D。

。 。 。
、一一一一一一一一一一一ー一一一『悶F一一一一一一一一一一- 一一一一一一一一一一一一一一一一一--一一一一一一一一一一一一一一一一一-

| モニタ綿のJιι

日、 IのW;(Jl/jで、 As、A3、All~ 、ずれか の紡!の検 nl，~浮から のれりー がれH " レ ベ ルになれば、芹1] 1)込み要ょjとが先ノ1:する。

マス ク訓によリ人J)、11'，}Jの どの ようなキIlみ介わせに川 しでも訓 1)込みを先生させる条件を選択、指定でき る。 たとえば、 1-..;主

のマ スク バtが;大のよ うであれば、

D7 D6 D， D. D3 D? D， Do 

1 。 1 。 1 寸
古IJリ込み定;Jとは山 JJレジスタ の ビ ッ トA7 (村三昧テスト)をセ・ソトしたときにも先生することになる。

ポート のJ斤'ょん(1ょについては、たとえば次の ようにするとよい。

EOH=ポー卜 A データ

EIH= ポート B データ

E2H =ポート A i!iIJiJP用

E3H = ポート B 制御用

( H は前に間かれた散が16進表現であることを示す。)

ポート昨日ーをこ の ように指定しておくと、アドレス・パスの A。をポート B/Aの選択用、アドレス・パス の AlをC/D (i~ IJ 静p信号

/データ)の選択)11として使則することができ、便利である。

チ ゾブJ韮十尺 (CE) には、 A2か らA7までの'CPUのアドレス・ビットをデコードすればよいが、このI晶子ヤ、 A7-A2が11000にな

ればチッ プj並J尺される。

].';J .i!1波情が少なL、場介には、 CEとして刊-'7;IJにデコ ード する必安はな く、必症に!必じて A2か らA7の)1垣、1'1なビットを1向按イ史HJする

こ ともで きることにi主;芭;さ il.た L、。
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8. プログラミングのまとめ

8.1 割り込みベクトルのロード

V7 V6 V5 V4 Va V2 V1 。

8.2 モードの設定

Ml MO X X 1 1 1 1 

Ml 

0 

0 

則
一
0

1

0

1

モー ド

11'， )J (0) 

1 

入力(1 ) 

式:x.)j/<11 (2) 

ビ I γ ト市IJíJ~ (3) 

モー ド3を指定 した場合、次に書き込むデー タによ り入出力レ ジスタを設定する。

F 07 I/06ト/0，I 1/0 卜/03 I 1/02 I 1/01 I 1/0 
1/0 = 1ならば、入}Jビッ トとなる。

I10 = 0ならば、 出力ピ ッ トとなる。

8.3 割り込み制御語の設定

モー ド3でのみ{定川

マスク指 定 (Maskfollows) がれH"レベルならば、次に PIOに書き込むデータはマスクとなる。

lMB， 1 MB• 1 MB， 1 MB• 1

MB， 1 MB， 1 MB， I MB 

MB=Oならば、モニタ ・ピ ソト となる。

MB=lなら l工、 1ドモニタ ・ビ ソトとなる。

また、 ポート の割 り込み イネーブル ・フリ ップ ・フロ ップ (IFF)を次のような コマンドを使用し て、害IJり込み制御語の他の部

分を変えずにセ ッ トまたは リセ y トす ることもできる。

|吉川ムみ v

| ネ-7"川 4‘ X X 。 。 1 1 
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A.3 MZ-2000の仕様

1. MZ-2000一般仕様

CPU  SHARP LH0080A (Z80A-CPU) サウンド出力 最大 400mW(440Hz) 

クロック 4MHz キー構成 キー数 92 

ASCII標準、 10数字キー

メモリ ROM 2Kノ〈イ卜 ファンクショ ンキ一、カーソルコントロールキー

(IPL:イニシャル・フ。ログラム・ローダ) カセ ットテーフ。デッキコントロールキー

ROM 2Kノ〈イト

(キャラクタ・ジェネレータ)
編集機能 カーソノレコントローノレ ヒ下、 左、右、

RAM 64Kノ〈イト

(ダイナミックRAM)
ホーム、クリアキー

挿入、削除キー

CRT 10型CRT (グリーンフェイス)

テ:ィスプレイ キャラクタ表示
時計機能 内蔵

8X8ドットマドリ ックス

1) 1，000キャラクタ

(40キャラクタ X25行) 電 源 AC100V.::!:: 10% 50/60Hz 

2) 2，000キャラクタ H'i '('(d.!: ) J 九(:'.J50W
(80キャラクタX251t)
1 )、2)・ソフ卜で、切り替え j星 度 使用i晶度 Ooc -350C 
グラフィ ック表示 (オプション) 保存温度 -15

0

C-60
o
C 

1) 320x200ドット(標準BASIC)

2) 640x200ドット(標準BASIC)
j墨 度 使間湿度 80%以下

3)カラーコントロール(:tJt5長BASIC)
ページ 1、 2、3およびキャラクタとの混合

表示が可能
重 量 来句 13kg 

1 )、2):ソフトで士刀り替え

カセットテー 標準オーディオカセ ットテープ使用
外形寸法 申孟 440mm 

プ・デッキ データ転i主主速度 2，000ビット/秒
データ転送方式 SHARP PWM方式

奥行 490mm

マニュアルおよびソフトウェアによりコントロール
J告さ 262mm

2. CPUボード部仕様

CPU  SHARP LH0080A (Z80A-CPU) 1 f同 メモリー
SHARP LZ90D02 1f問

コントローラ

PI 0 SHARP LH0081A (Z80A-PIO) 1 f閏
プログラマコカレ

ROM  IPL ROM (2Kノ〈イト) 1個 カウンタ
8253 1 f固

キャラクタ ジェネレータROM(2Kノ〈イト) 1 f困

プログラマコカレ

RAM  標準装備 64KビットRAM 8伺 (64Kバイト) 周ilIインター 8255 1 イ間
ビテ。オ RAM 2Kノ〈イ卜RAM 1f固 フェイス

CRT 
SHARP LZ90DOl 1f同 その他のIC 18f回

コントローラ

3.カラーグラフィックボード部仕様(オプション・・・・・・ページ 1含む)

SHARP LZ90D03 1イ固

16KビットRAM8個(16Kバイト)*最大48Kバイト

4. 電源部仕様

50/60Hz 
5V、 5V

12V、15V
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5. ディスプレイ部仕様

サイズ 10型
ビデオアウ

標準40Vpp (LlMIT35Vpp) トフ。ット

水平垂直
]ï~ u庄 60Hz ノドザe 15.75kHz 解像度 ノド、 I ~ 韓同泊Î l þ -ý<!:t:~で左

周渡数
十基か有存認できること

電 源 DC12V 1.1A主10%

非直線性歪
ノド、li + 8 % (::1:: 14%MAX) 

ピクチャー E2728B31 10型 90。偏向防燥型 市:)1'( 士8% (::1:: 12%MAX) 

チューフ ヒーター 12V 75mA 

フ‘'fミ ;IJ 長 1% (2%MAX) 

I C 2 {I古|
幾何学的歪

十時 )1ヲ :15. 1% (2%MAX) 
，t Li 、 )fヲ ポ 1% (2%MAX) 

トランジ
7{同 、|え1j- I凡山1)1ヲ ;í~. 1。 (2SMi¥X) 

ス タ

ダイオード 13イl占|
f笥 1王

o heam 11.0kV (10.0kV MIN) 
(l2.0kV MAX) 

11i大400mW (440Hz) 

音声出力 スピーカ 8cm 電 ;事 DC 12.0V 1.05i¥ (1.2i¥MAX) 

ラウンドダイナミックタ イフ"32Q
電源動作
範 囲

12V土10%

コントローJレ
Volume V -Hold 

Contr'ast H-Hold スキャン ノド‘ I ~ 10% (15%MAX) 
ツマミ

Brightness Focus サイズ 市~ i l'( 10% (15%MAX) 

動作温度 -10
0

C -50
0

C 
水平引込

::1:: 300Hz (LIMIT士100Hz)
範 囲

垂直引込
-12Hz (LIMIT -6H z) 

範 囲

音声周波数
440Hz (OdB) 

特 性
-10dBナ4c1B at 100Hz 

12dI3土4dB at 10kHz 

6. カセット部仕様

システム PWMj，k背)j式 トラックの
2トラノク モノラル}j正に

数及び用法

5V::1::5% モータ 12V屯 fカーパナモーター

定格電源 12V::1:: 5% ('~' ~ζ イヒ)
バイアス

15V(非安定化) 方 式
DC 

トランジスタ 2 iI山| 消去方式 DC 

使用半導体 1 C 12i1山|

ダイオー ド 10([山| 標準再生京 667μsec-333μsec 

使用テープ C15-C60イ史!lPiJ
使用温度

10
0

C - 十40
0

C
範 回

テープ定格
4.75cm/sec 保存温度 -25

0

C -_ + 650C 
速 度 L範一 囲

〔注意〕製品定栴および仕様は子行なく 変更することがあリます。その場介ここに仰げたJ([11と児なる場合がありますから注，立が必要です。
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A.4 取り扱い上の注意

-電源コー ドについて

電源コードを机やイスの下に敷し、たり、 ものにはさんてい傷をつけないようごi主怠ください。屯淑コードに傷がついた

まま使則すると危険です。また屯iJ.ボコードを抜くときは必ずプラグを持って抜いてください。

-電源電圧について

電源電圧はACI00Vでご使附 ください。屯似屯H:が柿砂崩に尚かった り、低かったりすると故障の原閃になり、十分性

能が発俸できない場合があります。このようなときはお買い求めの版売応あるいはもよりのシャープお客様ご相談窓

口、シャープエンジニアリング・サービスステーションにご相談くださ¥，'0 

-風通しについて

本機は出度 1--昇・を防ぐため、キャビネ ットに通風イしがあけてあります。風通しの:ttいまたい:t-;bi所に押し込んだり、イf1を

掛けたり、カーペッ トやフト ンの 1--に間いたりして、 j邑)瓜孔をふさがないでください。

-湿気やほこりについて

イ寸幾を湿気の多い場所ーや、ほこリの多い場所に置かないでくださし、。故防の原凶にな ります。

-高温について

本機を市身、!日光の当る場}i)íや"友)J;: r.:~nーのような熱23只の近くに罰かないでください。 キャビネ ッ ト や内部の部品をい

ためる原閃になります。

-水や異物について

本機の内部に水や液状のもの、針やピンてな;金!誠実Jiが人ったまま使J-Hすると危険です。異物が入らないようご注ぷくだ

さl) 0 とくにノドや泌状の )'l~物が人 っ た場介すぐに'心ì lJ;[ コードのプラグを抜き、ごjりえデ己J ， i;あるいはもよりのシ ャーフエ

ンジニア リング・サービスステーシ ョンにごj主主許ください。

-衝撃について

本機は精密な電子部品でできています。治としたり、物を吋てた りして衝撃を りえないでくださ¥，'0故防の似閃にな

ります。

-異常のときは

万 -11欣iH吹i氏剖文矧F汗布t苧FしたIl昨守寺炉王υ」ややy

寸サナ一ヒビ‘スステ一シヨンにこご、イヰ村;1仙|七iN炎;くだだ、さ L、O

.長期間使用しない場合

長い間ご使用にならない場合は必ず電似コードのプラグをコンセン トから抜いてくださし、。

-周辺機器の増設

シャーフ。指定の部品または機器をご使間ください。指定部品または機器以外の使間ならび、に改造はIli文l沖:の!点以|になる
討

定;とれがあります。
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-汚れ

本機の汚れはやわらかい布に水または洗剤を含ませて軽くふいてくださ¥，'0ベンジン、シンナーなど揮発性のものは

f克則しなし、でください。ケースの変色などの原因になります。

-雑音対策

雑音の多い環境では電源に混入する雑音をラインフィルタ一等で除去してください(ラインフィルターについてはも

よりのサービスステーションでご相談くださし、)。信号ケーブルと他の機器や電源コードとは、できるだけ離して配置

してく fごさい。

-雑音電波

ラジオやテレビなどの近くでご使用になりますとラジオやテレビに雑音が入ることがあります。なお、テレビなどの

強し、磁界を発生するものから影響をうけることがありますので、 2 ~ 3m以上離れた所で‘こ、使用ください。

-電源の「入り」・「切り」

電源スイッチの入り・切りは10秒以上の間隔をあけて操作してくださし、。マイク ロコンビュータの動作を確実にする

ため必要で、す。またスイ ッチの入った状態で、電源フ。ラグを差 し込むと、故障の原因になります。

.カセットの取り扱い

カセット内の録音・再生ヘッドが汚れますと正確なデータの録音・再生ができません。 1ヶ月に一度掃除をしてくだ

さい。 一舟支市販のクリーニングテープを使用すると便利です。

国テレビ画面のヤケについて

本機のテレビ画面は、長時間連続して同じ点を表示し続けると、その筒所にヤケを生 じることがありますので、注意

が必要です(やむを得ず長時間ご使則になる時は、後{WJのブライト調節ボリュームを充分しほ・ってご使用くださし、)。

.本体上部キャビネットの聞き方

本機の上部キャビネットを持ち上げたら支持アームで、上部キャビネ ットを支えます。斗寸幾の上官15キャビネットを開い

た状態で、の使用及び、保管をしないで、ください。
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